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avb
オーディオビデオブリッジング（AVB）を有効にするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで avbコマンドを使用します。AVBを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

avb [{ msrp-join-timer milliseconds | msrp-leave-timer milliseconds | msrp-leaveall-timer
milliseconds | msrp-tx-slow | strict | vlan vlan-id }]

no avb [{ msrp-join-timer | msrp-leave-timer | msrp-leaveall-timer | msrp-tx-slow | strict
| vlan }]

構文の説明 （任意）Multiple Stream Reservation Protocol（MSRP）の joinタイ
マー値をミリ秒単位で設定します。有効な範囲は 100～ 4000で
す。デフォルトは 200です。

msrp-join-timer milliseconds

（任意）MSRPの leaveタイマー値をミリ秒単位で設定します。
有効な範囲は 500～ 60000です。デフォルトは 1000です。

msrp-leave-timer
milliseconds

（任意）MSRPの leaveallタイマー値をミリ秒単位で設定します。
有効な範囲は 100～ 10000です。デフォルトは 10000です。

msrp-leaveall-timer
milliseconds

（任意）デフォルトのパケット送信レートを100ミリ秒の間隔で
を低下させます。

msrp-tx-slow

（任意）AVBの厳格モードを設定します。strict

（任意）指定された VLANをデフォルトの AVB VLANとして設
定します。有効な範囲は 2～ 4094です。

vlan vlan-id

コマンドデフォルト AVBは無効になります。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

msrp-join-timer、msrp-leave-timer、msrp-leaveall-timer、
msrp-tx-slowキーワードが導入されました。

Cisco IOSXEGibraltar 16.12.5

例

次に、AVBを有効にする例を示します。
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# avb

次に、MSRPの leaveタイマー値を設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# avb msrp-leave-timer 6000

次に、指定した VLANをデフォルトの AVB VLANとして設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# avb vlan 10

次に、指定した VLANをデフォルトの AVB VLANとして設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 1/1/1
Device(config-if)# switchport mode trunk
Device(config-if)# exit
Device(config)# vlan 2
Device(config)# avb vlan 10

レイヤ 2/3コマンド
6

レイヤ 2/3コマンド
avb



channel-group
EtherChannelグループにイーサネットポートを割り当てる、EtherChannelモードをイネーブル
にする、またはその両方を行うには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

channel-groupコマンドを使用します。EtherChannelグループからイーサネットポートを削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

channel-group channel-group-number mode {active | auto [non-silent] | desirable [non-silent] |
on | passive}
no channel-group

構文の説明 チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128で
す。

channel-group-number

EtherChannelモードを指定しま
す。

mode

無条件に Link Aggregation
Control Protocol（LACP）をイ
ネーブルにします。

active

Port Aggregation Protocol
（PAgP）装置が検出された場
合に限り、PAgPをイネーブル
にします。

auto

（任意）PAgP対応のパート
ナーに接続されたとき、イン

ターフェイスを非サイレント

動作に設定します。他の装置

からのトラフィックが予想さ

れている場合に PAgPモード
で autoまたは desirableキー
ワードとともに使用されま

す。

non-silent

無条件に PAgPをイネーブル
にします。

desirable

onモードをイネーブルにしま
す。

on

LACP装置が検出された場合に
限り、LACPをイネーブルにし
ます。

passive
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コマンドデフォルト チャネルグループは割り当てることができません。

モードは設定されていません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン レイヤ 2の EtherChannelでは、チャネルグループに最初の物理ポートが追加されると、
channel-groupコマンドがポートチャネルインターフェイスを自動的に作成します。ポートチャ
ネルインターフェイスを手動で作成するためにグローバルコンフィギュレーションモードで

interface port-channelコマンドを使用する必要はありません。最初にポートチャネルインター
フェイスを作成する場合は、channel-group-numberを port-channel-numberと同じ番号にしても、
新しい番号にしてもかまいません。新しい番号を使用した場合、channel-groupコマンドは動
的に新しいポートチャネルを作成します。

チャネルグループの一部である物理ポートに割り当てられた IPアドレスをディセーブルにす
る必要はありませんが、これをディセーブルにすることを強く推奨します。

interface port-channelコマンドの次に no switchportインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用して、レイヤ3のポートチャネルを作成できます。インターフェイスをチャ
ネルグループに適用する前に、ポートチャネルの論理インターフェイスを手動で設定してく

ださい。

EtherChannelを設定した後、ポートチャネルインターフェイスに加えられた設定の変更は、そ
のポートチャネルインターフェイスに割り当てられたすべての物理ポートに適用されます。物

理ポートに適用された設定の変更は、設定を適用したポートだけに有効です。EtherChannel内
のすべてのポートのパラメータを変更するには、ポートチャネルインターフェイスに対してコ

ンフィギュレーションコマンドを適用します。たとえば、spanning-treeコマンドを使用して、
レイヤ 2 EtherChannelをトランクとして設定します。

activeモードは、ポートをネゴシエーションステートにします。このステートでは、ポートは
LACPパケットを送信することによって、他のポートとのネゴシエーションを開始します。
チャネルは、activeモードまたは passiveモードの別のポートグループで形成されます。

autoモードは、ポートをパッシブネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは
受信する PAgPパケットに応答しますが、PAgPパケットネゴシエーションを開始することは
ありません。チャネルは、desirableモードの別のポートグループでだけ形成されます。autoが
イネーブルの場合、サイレント動作がデフォルトになります。

desirableモードは、ポートをアクティブネゴシエーションステートにします。この場合、ポー
トは PAgPパケットを送信することによって、他のポートとのネゴシエーションを開始しま
す。EtherChannelは、desirableモードまたは autoモードの別のポートグループで形成されま
す。desirableがイネーブルの場合、サイレント動作がデフォルトになります。
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autoモードまたは desirableモードとともに non-silentを指定しなかった場合は、サイレントが
指定されているものと見なされます。サイレントモードを設定するのは、PAgP非対応で、か
つほとんどパケットを送信しない装置にスイッチを接続する場合です。サイレントパートナー

の例は、トラフィックを生成しないファイルサーバ、またはパケットアナライザなどです。こ

の場合、物理ポート上で稼働している PAgPは、そのポートを動作可能にしません。ただし、
PAgPは動作可能で、チャネルグループにポートを付与したり、伝送用ポートを使用したりで
きます。リンクの両端はサイレントに設定することはできません。

onモードでは、使用可能なEtherChannelが存在するのは、両方の接続ポートグループがonモー
ドになっている場合だけです。

onモードの使用には注意が必要です。これは手動の設定であり、EtherChannelの両端のポート
には、同一の設定が必要です。グループの設定を誤ると、パケット損失またはスパニングツ

リーループが発生することがあります。

注意

passiveモードは、ポートをネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは受信した
LACPパケットに応答しますが、LACPパケットネゴシエーションを開始することはありませ
ん。チャネルは、activeモードの別のポートグループでだけ形成されます。

EtherChannelは、PAgPとLACPの両方のモードには設定しないでください。PAgPおよびLACP
を実行している EtherChannelグループは、同一のスイッチ、またはスタックにある異なるス
イッチ上で共存できます（クロススタック構成ではできません）。個々のEtherChannelグルー
プは PAgPまたは LACPのいずれかを実行できますが、相互運用することはできません。

channel-protocolインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してプロトコルを
設定した場合、設定値は、channel-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
によっては上書きされません。

アクティブまたはまだアクティブでない EtherChannelメンバとなっているポートを、IEEE
802.1Xポートとして設定しないでください。EtherChannelポートで IEEE 802.1X認証をイネー
ブルにしようとすると、エラーメッセージが表示され、IEEE 802.1X認証はイネーブルになり
ません。

セキュアポートを EtherChannelの一部として、または EtherChannelポートをセキュアポートと
しては設定しないでください。

設定の注意事項の一覧については、このリリースに対応するソフトウェアコンフィギュレー

ションガイドの「Configuring EtherChannels」の章を参照してください。

物理 EtherChannelポート上で、レイヤ 3のアドレスをイネーブルにしないでください。物理
EtherChannelポート上でブリッジグループを割り当てることは、ループが発生する原因になる
ため、行わないでください。

注意

次に、スタック内の 1つのスイッチに EtherChannelを設定する例を示します。VLAN
10のスタティックアクセスポート 2つを PAgPモード desirableであるチャネル 5に割
り当てます。
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Device# configure terminal
Device(config)# interface range GigabitEthernet 2/0/1 - 2
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode desirable
Device(config-if-range)# end

次に、スタック内の 1つのスイッチに EtherChannelを設定する例を示します。VLAN
10のスタティックアクセスポート 2つを LACPモード activeであるチャネル 5に割り
当てます。

Device# configure terminal
Device(config)# interface range GigabitEthernet 2/0/1 - 2
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode active
Device(config-if-range)# end

次の例では、スイッチスタックのクロススタック EtherChannelを設定する方法を示し
ます。LACPパッシブモードを使用して、VLAN 10内のスタティックアクセスポート
としてスタックメンバ 2のポートを 2つ、スタックメンバ 3のポートを 1つチャネル
5に割り当てます。
Device# configure terminal
Device(config)# interface range GigabitEthernet 2/0/4 - 5
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode passive
Device(config-if-range)# exit
Device(config)# interface GigabitEthernet 3/0/3
Device(config-if)# switchport mode access
Device(config-if)# switchport access vlan 10
Device(config-if)# channel-group 5 mode passive
Device(config-if)# exit

設定を確認するには、show running-config特権 EXECコマンドを入力します。
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channel-protocol
ポート上で使用されるプロトコルを制限してチャネリングを管理するには、インターフェイス

コンフィギュレーションモードで channel-protocolコマンドを使用します。デフォルト設定に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

channel-protocol {lacp | pagp}
no channel-protocol

構文の説明 LinkAggregation Control Protocol（LACP）でEtherChannelを設定します。lacp

Port Aggregation Protocol（PAgP）で EtherChannelを設定します。pagp

コマンドデフォルト EtherChannelに割り当てられているプロトコルはありません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン channel-protocolコマンドは、チャネルを LACPまたは PAgPに制限するためだけに使用しま
す。channel-protocolコマンドを使用してプロトコルを設定する場合、設定はインターフェイ
スコンフィギュレーションモードの channel-groupコマンドで上書きされることはありませ
ん。

インターフェイスコンフィギュレーションモードの channel-groupコマンドは、EtherChannel
のパラメータ設定に使用してください。また、channel-groupコマンドは、EtherChannelに対し
モードを設定することもできます。

EtherChannelグループ上で、PAgPおよび LACPモードの両方をイネーブルにすることはでき
ません。

PAgPと LACPには互換性がありません。両方ともチャネルの終端は同じプロトコルを使用す
る必要があります。

クロススタック構成の PAgPを設定できません。

次の例では、EtherChannelを管理するプロトコルとして LACPを指定する方法を示し
ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# channel-protocol lacp
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設定を確認するには、特権 EXECモードで show etherchannel [channel-group-number]
protocolコマンドを使用します。
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clear l2protocol-tunnel counters
プロトコルトンネルポートのプロトコルカウンタをクリアするには、特権EXECモードでclear
l2protocol-tunnel countersコマンドを使用します。

clear l2protocol-tunnel counters [interface-id]

構文の説明 （任意）プロトコルカウンタをクリアするインターフェイス（物理イ

ンターフェイスまたはポートチャネル）。

interface-id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1

使用上のガイドライン スイッチまたは指定されたインターフェイスのプロトコルトンネルカウンタをクリアするに

は、このコマンドを使用します。

次の例では、インターフェイスのレイヤ 2プロトコルトンネルカウンタをクリアする
方法を示します。

Device# clear l2protocol-tunnel counters gigabitethernet1/0/3
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clear lacp
Link Aggregation Control Protocol（LACP）チャネルグループカウンタをクリアするには、特権
EXECモードで clear lacpコマンドを使用します。

clear lacp [channel-group-number] counters

構文の説明 （任意）チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

トラフィックカウンタをクリアします。counters

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン すべてのカウンタをクリアするには、clear lacp countersコマンドを使用します。また、指定
のチャネルグループのカウンタのみをクリアするには、clear lacp channel-group-number counters
コマンドを使用します。

次の例では、すべてのチャネルグループ情報をクリアする方法を示します。

Device> enable
Device# clear lacp counters

次の例では、グループ 4の LACPトラフィックのカウンタをクリアする方法を示しま
す。

Device> enable
Device# clear lacp 4 counters

情報が削除されたことを確認するには、特権 EXECモードで show lacp countersまた
は show lacp channel-group-number countersコマンドを入力します。
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clear pagp
Port Aggregation Protocol（PAgP）チャネルグループ情報をクリアするには、特権 EXECモード
で clear pagpコマンドを使用します。

clear pagp [channel-group-number] counters

構文の説明 （任意）チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

トラフィックカウンタをクリアします。counters

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン すべてのカウンタをクリアするには、clear pagp countersコマンドを使用します。また、指定
のチャネルグループのカウンタのみをクリアするには、clear pagp channel-group-number

countersコマンドを使用します。

次の例では、すべてのチャネルグループ情報をクリアする方法を示します。

Device> enable
Device# clear pagp counters

次の例では、グループ 10の PAgPトラフィックのカウンタをクリアする方法を示しま
す。

Device> enable
Device# clear pagp 10 counters

情報が削除されたことを確認するには、特権 EXECモードで show pagpコマンドを入
力します。
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clear spanning-tree counters
スパニングツリーのカウンタをクリアするには、特権EXECモードでclearspanning-treecounters
コマンドを使用します。

clear spanning-tree counters [interface interface-id]

構文の説明 （任意）指定のインターフェイスのスパニングツリーカウンタをすべてクリアし

ます。有効なインターフェイスとしては、物理ポート、VLAN、ポートチャネル
などがあります。

指定できる VLAN範囲は 1～ 4094です。

指定できるポートチャネルは 1～ 128です。

interface interface-id

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン interface-idが指定されていない場合は、すべてのインターフェイスのスパニングツリーカウン
タがクリアされます。

次の例では、すべてのインターフェイスのスパニングツリーカウンタをクリアする方

法を示します。

Device> enable
Device# clear spanning-tree counters
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clear spanning-tree detected-protocols
デバイスでプロトコル移行プロセスを再開して、強制的にネイバーと再ネゴシエーションする

には、特権 EXECモードで clear spanning-tree detected-protocolsコマンドを使用します。

clear spanning-tree detected-protocols [interface interface-id]

構文の説明 （任意）指定されたインターフェイスでプロトコル移行プロセスを再開します。有効なインターフェイスとしては、物理ポー

ト、VLAN、ポートチャネルなどがあります。

指定できる VLAN範囲は 1～ 4094です。

指定できるポートチャネルは 1～ 128です。

interface interface-id

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン Rapid Per-VLAN Spanning-Tree Plus（Rapid PVST+）プロトコルまたはMultiple Spanning Tree
Protocol（MSTP）が稼働するデバイスは、組み込み済みのプロトコル移行方式をサポートして
います。それによって、スイッチはレガシー IEEE 802.1Dデバイスと相互に動作できるように
なります。Rapid PVST+またはMSTPデバイスが、プロトコルのバージョンが 0に設定されて
いるレガシー IEEE 802.1Dコンフィギュレーションブリッジプロトコルデータユニット
（BPDU）を受信した場合、そのデバイスはそのポートで IEEE 802.1D BPDUだけを送信しま
す。マルチスパニングツリー（MST）デバイスが、レガシーBPDU、別のリージョンに対応す
るMSTBPDU（バージョン3）、または高速スパニングツリー（RST）BPDU（バージョン2）
を受信したときは、そのポートがリージョンの境界にあることを検知します。

デバイスは、IEEE802.1DBPDUを受信しなくなった場合であっても、自動的にはRapidPVST+
モードまたはMSTPモードには戻りません。これは、レガシースイッチが指定スイッチでなけ
れば、リンクから削除されたかどうかを学習できないためです。この状況では、clear
spanning-tree detected-protocolsコマンドを使用します。

次の例では、ポートでプロトコル移行プロセスを再開する方法を示します。

Device> enable
Device# clear spanning-tree detected-protocols interface gigabitethernet2/0/1
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debug etherchannel
EtherChannelのデバッグをイネーブルにするには、特権 EXECモードで debug etherchannelコ
マンドを使用します。デバッグをディセーブルにする場合は、このコマンドの no形式を使用
します。

debug etherchannel [{all | detail | error | event | idb }]
no debug etherchannel [{all | detail | error | event | idb }]

構文の説明 （任意）EtherChannelデバッグメッセージをすべて表示します。all

（任意）EtherChannelデバッグメッセージの詳細を表示します。detail

（任意）EtherChannelエラーデバッグメッセージを表示します。error

（任意）EtherChannelイベントメッセージを表示します。event

（任意）PAgPインターフェイス記述子ブロックデバッグメッセージを表示します。idb

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug etherchannelコマンドは no debug etherchannelコマンドと同じです。

linecardキーワードは、コマンドラインのヘルプに表示されますが、サポートされていません。（注）

次の例では、すべての EtherChannelデバッグメッセージを表示する方法を示します。
Device> enable
Device# debug etherchannel all

次の例では、EtherChannelイベント関連のデバッグメッセージを表示する方法を示し
ます。

Device> enable
Device# debug etherchannel event
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debug lacp
LinkAggregationControl Protocol（LACP）アクティビティのデバッグをイネーブルにするには、
特権 EXECモードで debug lacpコマンドを使用します。LACPのデバッグをディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

debug lacp [{all | event | fsm | misc | packet}]
no debug lacp [{all | event | fsm | misc | packet}]

構文の説明 （任意）LACPデバッグメッセージをすべて表示します。all

（任意）LACPイベントデバッグメッセージを表示します。event

（任意）LACP有限状態マシン内の変更に関するメッセージを表示します。fsm

（任意）各種 LACPデバッグメッセージを表示します。misc

（任意）受信および送信 LACP制御パケットを表示します。packet

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug etherchannelコマンドは no debug etherchannel コマンドと同じです。

次の例では、すべての LACPデバッグメッセージを表示する方法を示します。
Device> enable
Device# debug LACP all

次の例では、LACPイベントに関連するデバッグメッセージを表示する方法を示しま
す。

Device> enable
Device# debug LACP event

レイヤ 2/3コマンド
19

レイヤ 2/3コマンド
debug lacp



debug pagp
Port Aggregation Protocol（PAgP）アクティビティのデバッグをイネーブルにするには、特権
EXECモードで debug pagpコマンドを使用します。PAgPのデバッグをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

debug pagp [{all | dual-active | event | fsm | misc | packet}]
no debug pagp [{all | dual-active | event | fsm | misc | packet}]

構文の説明 （任意）PAgPデバッグメッセージをすべて表示し
ます。

all

（任意）デュアルアクティブ検出メッセージを表

示します。

dual-active

（任意）PAgPイベントデバッグメッセージを表示
します。

event

（任意）PAgP有限状態マシン内の変更に関するメッ
セージを表示します。

fsm

（任意）各種PAgPデバッグメッセージを表示しま
す。

misc

（任意）送受信 PAgP制御パケットを表示します。packet

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug pagpコマンドは no debug pagpコマンドと同じです。

次の例では、すべての PAgPデバッグメッセージを表示する方法を示します。
Device> enable
Device# debug pagp all

次の例では、PAgPイベントに関連するデバッグメッセージを表示する方法を示しま
す。

Device> enable
Device# debug pagp event
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debug platform pm
プラットフォーム依存ポートマネージャソフトウェアモジュールのデバッグをイネーブルに

するには、特権 EXECモードで debug platform pmコマンドを使用します。デバッグをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

debug platform pm {all | counters | errdisable | fec | if-numbers | l2-control | link-status |
platform | pm-vectors [detail] | ses | vlans}
no debug platform pm {all | counters | errdisable | fec | if-numbers | l2-control | link-status
| platform | pm-vectors [detail] | ses | vlans}

構文の説明 すべてのポートマネージャデバッグメッセージを表示し

ます。

all

リモートプロシージャコール（RPC）デバッグメッセージ
のカウンタを表示します。

counters

error-disabled関連イベントデバッグメッセージを表示しま
す。

errdisable

転送等価クラス（FEC）プラットフォーム関連イベントデ
バッグメッセージを表示します。

fec

インターフェイス番号移動イベントデバッグメッセージを

表示します。

if-numbers

レイヤ 2制御インフラデバッグメッセージを表示します。l2-control

インターフェイスリンク検出イベントデバッグメッセー

ジを表示します。

link-status

ポートマネージャ関数イベントデバッグメッセージを表

示します。

platform

ポートマネージャベクトル関連イベントデバッグメッセー

ジを表示します。

pm-vectors

（任意）ベクトル関数の詳細を表示します。detail

サービス拡張シェルフ（SES）関連イベントデバッグメッ
セージを表示します。

ses

VLAN作成および削除イベントデバッグメッセージを表示
します。

vlans

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。
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コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug platform pmコマンドは no debug platform pmコマンドと同じです。

次に、VLANの作成および削除に関するデバッグメッセージを表示する例を示しま
す。

Device> enable
Device# debug platform pm vlans
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debug platform udld
プラットフォーム依存の単方向リンク検出（UDLD）ソフトウェアのデバッグをイネーブルに
するには、特権 EXECモードで debug platform udldコマンドを使用します。デバッグをディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

debug platform udld [{error | event}] [switch switch-number]
no debug platform udld [{error | event}] [switch switch-number]

構文の説明 （任意）エラー条件デバッグメッセージを表示します。error

（任意）UDLD関連プラットフォームイベントデバッグメッセージを
表示します。

event

（任意）指定されたスタックメンバの UDLDデバッグメッセージを表
示します。

switch
switch-number

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug platform udldコマンドは no debug platform udldコマンドと同じです。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、アクティブスイッチでのみ

イネーブルになります。スタックメンバのデバッグをイネーブルにする場合は、特権 EXEC
モードで session switch-numberコマンドを使用してアクティブスイッチからセッションを開始
してください。次に、スタックメンバのコマンドラインプロンプトで debugコマンドを入力
します。
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debug spanning-tree
スパニングツリーアクティビティのデバッグをイネーブルにするには、EXECモードで debug
spanning-tree コマンドを使用します。デバッグを無効にするには、このコマンドの no形式を
使用します。

debug spanning-tree {all | backbonefast | bpdu | bpdu-opt | config | etherchannel | events |
exceptions | general | ha | mstp | pvst+ | root | snmp | synchronization | switch | uplinkfast}
no debug spanning-tree {all | backbonefast | bpdu | bpdu-opt | config | etherchannel | events |
exceptions | general | mstp | pvst+ | root | snmp | synchronization | switch | uplinkfast}

構文の説明 スパニングツリーのデバッグメッセージをすべ

て表示します。

all

BackboneFastイベントデバッグメッセージを表
示します。

backbonefast

スパニングツリーブリッジプロトコルデータユ

ニット（BPDU）デバッグメッセージを表示しま
す。

bpdu

最適化された BPDU処理デバッグメッセージを
表示します。

bpdu-opt

スパニングツリー設定変更デバッグメッセージ

を表示します。

config

EtherChannelサポートデバッグメッセージを表
示します。

etherchannel

スパニングツリートポロジイベントデバッグ

メッセージを表示します。

events

スパニングツリー例外デバッグメッセージを表

示します。

exceptions

一般的なスパニングツリーアクティビティデバッ

グメッセージを表示します。

general

ハイアベイラビリティスパニングツリーデバッ

グメッセージを表示します。

ha

Multiple Spanning Tree Protocol（MSTP）イベント
をデバッグします。

mstp

Per VLAN Spanning-Tree Plus（PVST+）イベント
デバッグメッセージを表示します。

pvst+
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スパニングツリールートイベントデバッグメッ

セージを表示します。

root

スパニングツリーの Simple Network Management
Protocol（SNMP;簡易ネットワーク管理プロトコ
ル）処理デバッグメッセージを表示します。

snmp

スイッチシムコマンドデバッグメッセージを表

示します。このシムは、一般的なスパニングツ

リープロトコル（STP）コードと、各デバイスプ
ラットフォーム固有コードとの間のインターフェ

イスとなるソフトウェアモジュールです。

switch

スパニングツリー同期イベントデバッグメッセー

ジを表示します。

synchronization

UplinkFastイベントデバッグメッセージを表示
します。

uplinkfast

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン undebug spanning-treeコマンドは no debug spanning-treeコマンドと同じです。

あるスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、アクティブスイッチでのみイネーブル

になります。スタンバイスイッチでデバッグをイネーブルにするには、特権 EXECモードで
session switch-numberコマンドを使用してアクティブスイッチからセッションを開始します。

スタンバイスイッチのコマンドラインプロンプトで debugコマンドを入力します。

アクティブスイッチで最初にセッションを開始せずにスタンバイスイッチでデバッグをイネー

ブルにするには、特権 EXECモードで remote command switch-number LINEコマンドを使用し
ます。

次の例では、すべてのスパニングツリーデバッグメッセージを表示する方法を示しま

す。

Device> enable
Device# debug spanning-tree all
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instance (VLAN)
VLANまたは VLANグループをマルチスパニングツリー（MST）インスタンスにマッピング
するには、MSTコンフィギュレーションモードで instanceコマンドを使用します。デフォル
トの内部スパニングツリー（CIST）インスタンスにVLANを返すには、このコマンドの no形
式を使用します。

instance instance-id vlans vlan-range
no instance instance-id

構文の説明 指定されたVLANがマップされるインスタンス。有効な範囲は 0～ 4094で
す。

instance-id

指定したインスタンスにマッピングする VLANの番号を指定します。指定
できる範囲は 1～ 4094です。

vlans vlan-range

コマンドデフォルト VLANはMSTインスタンスにマッピングされません（すべての VLANは CISTインスタンス
にマッピングされます）。

コマンドモード MSTコンフィギュレーションモード（config-mst）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン vlans vlan-rangeは、単一の値または範囲として入力されます。

マッピングは、絶対的ではなく差分的に行われます。VLANの範囲を入力した場合には、この
範囲が既存のインスタンスに追加されるか、既存のインスタンスから削除されます。

マッピングされていない VLANは、CISTインスタンスにマッピングされます。

例 次に、VLANの範囲を instance 2にマッピングする例を示します。
Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# instance 2 vlans 1-100
Device(config-mst)#

次に、単一の VLANを instance 5にマッピングする例を示します。
Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# instance 5 vlans 1100
Device(config-mst)#

次に、VLANの範囲を instance 2から CISTインスタンスに移動する例を示します。
Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# no instance 2 vlans 40-60
Device(config-mst)#
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次に、instance 2にマッピングされているすべての VLANを再び CISTインスタンスに
移動する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# no instance 2
Device(config-mst)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTリージョンの名前を設定します。name（MSTコンフィギュレーション
モード）

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号を設
定します。

revision

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

MSTコンフィギュレーションモードを開始します。spanning-tree mst configuration
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interface port-channel
ポートチャネルにアクセスするか、またはポートチャネルを作成するには、グローバルコン

フィギュレーションモードで interface port-channelコマンドを使用します。ポートチャネル
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

interface port-channel port-channel-number
no interface port-channel

構文の説明 チャネルグループ番号。

指定できる範囲は1～128です。

port-channel-number

コマンドデフォルト ポートチャネル論理インターフェイスは定義されません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン レイヤ 2 EtherChannelでは、物理ポートをチャネルグループに割り当てる前にポートチャネル
インターフェイスを作成する必要はありません。代わりに、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで channel-groupコマンドを使用できます。このコマンドでは、チャネルグ
ループが最初の物理ポートを獲得すると、ポートチャネル論理インターフェイスが自動的に作

成されます。最初にポートチャネルインターフェイスを作成する場合は、channel-group-number
を port-channel-numberと同じ番号にしても、新しい番号にしてもかまいません。新しい番号を
使用した場合、channel-groupコマンドは動的に新しいポートチャネルを作成します。

interface port-channelコマンドの次にインターフェイスコンフィギュレーションモードで no
switchportコマンドを使用して、レイヤ 3のポートチャネルを作成できます。インターフェイ
スをチャネルグループに適用する前に、ポートチャネルの論理インターフェイスを手動で設定

してください。

チャネルグループ内の 1つのポートチャネルだけが許可されます。

ポートチャネルインターフェイスをルーテッドポートとして使用する場合、チャネルグループ

に割り当てられた物理ポート上のレイヤ3に、アドレスを割り当てないようにしてください。
注意
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レイヤ 3のポートチャネルインターフェイスとして使用されているチャネルグループの物理
ポート上で、ブリッジグループを割り当てることは、ループ発生の原因になるため行わないよ

うにしてください。スパニングツリーもディセーブルにする必要があります。

注意

interface port-channelコマンドを使用するときは、次のガイドラインに従ってください。

• CiscoDiscoveryProtocol（CDP）を使用する場合には、これを物理ポートで設定してくださ
い。ポートチャネルインターフェイスでは設定できません。

• EtherChannelのアクティブメンバであるポートを IEEE 802.1Xポートとしては設定しない
でください。まだアクティブになっていない EtherChannelのポートで IEEE 802.1Xをイ
ネーブルにしても、ポートは EtherChannelに加入しません。

設定の注意事項の一覧については、このリリースに対応するソフトウェアコンフィギュレー

ションガイドの「Configuring EtherChannels」の章を参照してください。

次の例では、ポートチャネル番号 5でポートチャネルインターフェイスを作成する方
法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 5

設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを入力する
か、特権 EXECモードで show etherchannel channel-group-number detailコマンドを入
力します。
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l2protocol-tunnel
アクセスポート、IEEE 802.1Qトンネルポート、またはポートチャネルでレイヤ 2プロトコル
のトンネリングをイネーブルにするには、スイッチスタックまたはスタンドアロンスイッチの

インターフェイスコンフィギュレーションモードで l2protocol-tunnelコマンドを使用します。
インターフェイスでトンネリングをディセーブルにする場合は、このコマンドの no形式を使
用します。

l2protocol-tunnel [{drop-threshold | shutdown-threshold}] [value] [{cdp | stp | vtp }] [lldp]
[{point-to-point | [{pagp | lacp | udld}]}]
no l2protocol-tunnel [{drop-threshold | shutdown-threshold}] [value] [{cdp | stp | vtp }] [lldp]
[{point-to-point | [{pagp | lacp | udld}]}]

構文の説明 （任意）インターフェイスがパケットをドロップするまでに受信されるド

ロップしきい値を、1秒あたりのレイヤ 2プロトコルパケット数の最大
レートで設定します。

drop-threshold

（任意）インターフェイスがシャットダウンするまでに受信されるシャッ

トダウンしきい値を、1秒あたりのレイヤ 2プロトコルパケット数の最大
レートで設定します。

shutdown-threshold

インターフェイスがシャットダウンするまでにカプセル化のために受信さ

れる 1秒あたりのパケット数のしきい値、またはインターフェイスがパ
ケットをドロップするまでのしきい値。指定できる範囲は1～4096です。
デフォルトでは、しきい値は設定されていません。

value

（任意）CDPのトンネリングをイネーブルにします。または、CDPの
シャットダウンしきい値またはドロップしきい値を指定します。

cdp

（任意）STPのトンネリングをイネーブルにします。または、STPのシャッ
トダウンしきい値またはドロップしきい値を指定します。

stp

（任意）VTPのトンネリングをイネーブルにします。または、VTPの
シャットダウンしきい値またはドロップしきい値を指定します。

vtp

（任意）LLDPパケットのトンネリングをイネーブルにします。lldp

（任意）PAgP、LACP、および UDLDパケットのポイントツーポイント
トンネリングをイネーブルにします。

point-to-point

（任意）PAgPのポイントツーポイントトンネリングをイネーブルにしま
す。または、PAgPのシャットダウンしきい値またはドロップしきい値を
指定します。

pagp

（任意）LACPのポイントツーポイントトンネリングをイネーブルにしま
す。または、LACPのシャットダウンしきい値またはドロップしきい値を
指定します。

lacp
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（任意）UDLDのポイントツーポイントトンネリングをイネーブルにし
ます。または、UDLDのシャットダウンしきい値またはドロップしきい値
を指定します。

udld

コマンドデフォルト デフォルトでは、レイヤ 2プロトコルのトンネリングは設定されていません。

デフォルトでは、レイヤ2プロトコルパケット数のシャットダウンしきい値は設定されていま
せん。

デフォルトでは、レイヤ2プロトコルパケット数のドロップしきい値は設定されていません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1

使用上のガイドライン CiscoDiscoveryProtocol（CDP）、スパニングツリープロトコル（STP）、またはVLANTrunking
Protocol（VTP）パケットのトンネリングをイネーブルにできます。また、ポート集約プロト
コル（PAgP）、LinkAggregationControl Protocol（LACP）、または単方向リンク検出（UDLD）
パケットのポイントツーポイントトンネリングをイネーブルにできます。

レイヤ2パケットをトンネリングするには、このコマンドを入力する必要があります（必要な
場合は、プロトコルタイプを指定）。

このコマンドをポートチャネルで入力する場合、チャネル内のすべてのポートが同じ設定にな

る必要があります。

サービスプロバイダーネットワーク内のレイヤ 2プロトコルトンネリングは、レイヤ 2の情
報が確実にネットワーク内のすべてのカスタマーロケーションに伝播するようにします。プロ

トコルトンネリングがイネーブルになると、ネットワーク内の伝送用に、プロトコルパケッ

トがシスコの既知のマルチキャストアドレスでカプセル化されます。パケットが宛先に到着す

ると、既知のMACアドレスがレイヤ 2プロトコルMACアドレスに置き換えられます。

CDP、STP、および VTPのレイヤ 2プロトコルトンネリングは、個別にまたは 3つすべての
プロトコルに対してイネーブルにできます。

サービスプロバイダーネットワークでは、ポイントツーポイントネットワークトポロジをエ

ミュレートしてEtherChannelの作成を強化するのに、レイヤ 2プロトコルトンネルを使用でき
ます。PAgPまたは LACPのプロトコルトンネリングがサービスプロバイダーのスイッチでイ
ネーブルにされている場合、リモートカスタマースイッチは、プロトコルデータユニット

（PDU）を受信し、EtherChannelの自動作成をネゴシエートできます。

PAgP、LACP、およびUDLDパケットのトンネリングをイネーブルにするには、ポイントツー
ポイントネットワークトポロジが必要になります。リンクダウン検出時間を減らすには、PAgP
または LACPパケットのトンネリングをイネーブルにするときにインターフェイスで UDLD
もイネーブルにする必要があります。

PAgP、LACP、および UDLDのポイントツーポイントプロトコルトンネリングは、個別にま
たは 3つすべてのプロトコルに対してイネーブルにできます。
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PAgP、LACP、および UDLDトンネリングは、ポイントツーポイントトポロジをエミュレー
トすることだけを目的としています。設定を間違えたことによりトンネリングパケットが多く

のポートに送信されると、ネットワーク障害が発生する可能性があります。

注意

shutdown-thresholdキーワードを入力して、インターフェイスがシャットダウンするまでにイ
ンターフェイスで受信される1秒あたりのプロトコルパケット数を制御します。このキーワー
ドにプロトコルオプションが指定されていない場合は、しきい値が各トンネリングレイヤ 2
プロトコルタイプに適用されます。インターフェイスにドロップしきい値も設定する場合は、

シャットダウンしきい値がドロップしきい値以上でなければなりません。

シャットダウンしきい値に到達すると、インターフェイスが errdisableになります。errdisable
recovery cause l2ptguardグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力してエラーリカ
バリをイネーブルにした場合、すべての原因がタイムアウトになった時点で、インターフェイ

スは error-disabledステートからリカバリして動作を再開できるようになります。l2ptguardで
エラーリカバリ機能をイネーブルにしない場合、インターフェイスは、shutdownおよび no
shutdownインターフェイスコンフィギュレーションコマンドが入力されるまで error-disabled
ステートのままになります。

drop-thresholdキーワードを入力して、インターフェイスがパケットをドロップするまでにイ
ンターフェイスで受信される1秒あたりのプロトコルパケット数を制御します。このキーワー
ドにプロトコルオプションが指定されていない場合は、しきい値が各トンネリングレイヤ 2
プロトコルタイプに適用されます。インターフェイスにシャットダウンしきい値も設定する場

合は、ドロップしきい値がシャットダウンしきい値以下でなければなりません。

ドロップしきい値に到達すると、受信されるレートがドロップしきい値を下回るまでインター

フェイスがレイヤ 2プロトコルパケットをドロップします。

設定は、NVRAMに保存されます。

レイヤ 2プロトコルトンネリングに関する詳細については、このリリースに対応するソフト
ウェアコンフィギュレーションガイドを参照してください。

例 次の例では、CDPパケットのプロトコルトンネリングをイネーブルにし、シャットダ
ウンしきい値を 50 ppsに設定する方法を示します。
Device(config-if)# l2protocol-tunnel cdp
Device(config-if)# l2protocol-tunnel shutdown-threshold cdp 50

次の例では、STPパケットのプロトコルトンネリングをイネーブルにし、ドロップし
きい値を 400 ppsに設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/11
Device(config-if)# l2protocol-tunnel stp
Device(config-if)# l2protocol-tunnel drop-threshold stp 400
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次の例では、PAgPおよび UDLDパケットのポイントツーポイントプロトコルトンネ
リングをイネーブルにし、PAgPドロップしきい値を 1000 ppsに設定する方法を示し
ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Device(config-if)# switchport access vlan 19
Device(config-if)# switchport mode dot1q-tunnel
Device(config-if)# l2protocol-tunnel point-to-point pagp
Device(config-if)# l2protocol-tunnel point-to-point udld
Device(config-if)# l2protocol-tunnel drop-threshold point-to-point pagp 1000
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lacp fast-switchover
LinkAggregationControl Protocol（LACP）1:1リンク冗長性を有効にするには、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードで lacp fast-switchoverコマンドを使用します。LACP 1:1リ
ンク冗長性を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

lacp fast-switchover [dampening time]
no lacp fast-switchover[dampening time]

構文の説明 LACP 1:1のホットスタンバイダンプニングをイネーブルにします。範囲は
30～ 180秒です。

dampening time

コマンドデフォルト LACP 1:1リンク冗長性は、デフォルトで無効になっています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1

使用上のガイドライン lacp fast-switchoverコマンドを入力する前に、次の内容を入力する必要があります。

•ポートチャネルプロトコルタイプは LACPです。

• lacp max-bundle 1コマンドはポートチャネル上で入力されました。lacp fast-switchoverコ
マンドは、lacp max-bundleコマンドに影響しないことに注意してください。

lacp fast-switchover dampeningコマンドを入力する前に、次の内容を入力する必要がありま
す。

•ポートチャネルプロトコルタイプは LACPです。

• lacp max-bundle 1コマンドおよび lacp fast-switchoverコマンドはポートチャネル上で入
力されました。

システムプライオリティとポートプライオリティに基づいて LACP 1:1リンク冗長性を有効に
すると、システムプライオリティが高い方のポートは、一方のリンクをアクティブリンクとし

て選択し、もう一方のリンクをスタンバイリンクとして選択します（LACPポートの優先順位
が低いほど、プリファレンスは高くなり、LACPシステムの優先順位が低いほど、プリファレ
ンスは高くなります）。LACP 1:1冗長性機能の場合は、アクティブリンクに障害が発生する
と、ポートチャネルを停止せずにスタンバイリンクが新しいアクティブリンクとして選択され

ます。元のアクティブリンクが回復すると、アクティブリンクの状態に戻ります。この変更

の際に、ポートチャネルも稼働状態を保ちます。
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LACP 1:1ホットスタンバイダンプニング機能の場合は、アクティブになった後、プライオリ
ティの高いポートへのスイッチオーバーを遅らせるタイマーを設定します。

•最適なパフォーマンスのために、バンドルで設定するポートは2つだけにするようお勧め
します（アクティブ 1つとホットスタンバイ 1つ）。

• LACP EtherChannelの両端で LACP 1:1冗長性をイネーブルにする必要があります。

• LACP 1:1冗長性とダンプニングは、LACPポートチャネルでのみ動作します。

（注）

例 次に、LACP 1:1リンク冗長性を有効にする例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 40
Device(config-if)# lacp fast-switchover
Device(config-if)# lacp max-bundle 1

次に、LACP 1:1ホットスタンバイダンプニングを有効にする例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 40
Device(config-if)# lacp fast-switchover
Device(config-if)# lacp max-bundle 1
Device(config-if)# lacp fast-switchover dampening 70

関連コマンド 説明コマンド

EtherChannelグループにEtherChannelインターフェイスを割り当てて設定
します。

lacp max-bundle

チャネルの EtherChannel情報を表示します。show etherchannel

LACPチャネルグループ情報を表示します。show lacp
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lacp max-bundle
ポートチャネルで許可されるアクティブLACPポートの最大数を定義するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで lacp max-bundle コマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lacp max-bundle max_bundle_number
no lacp max-bundle

構文の説明 ポートチャネルのアクティブ LACPポートの最大数。指定できる範囲
は 1～ 8です。デフォルト値は 8です。

max_bundle_number

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン LACPチャネルグループは、同じタイプのイーサネットポートを 16個まで保有できます。最
大 8個をアクティブに、最大 8個をホットスタンバイモードにできます。LACPチャネルグ
ループに9つ以上のポートがある場合、リンクの制御側終端にあるデバイスは、ポートプライ
オリティを使用して、チャネルにバンドルするポートおよびホットスタンバイモードに置く

ポートを判別します。他のデバイス（リンクの非制御側終端）上のポートプライオリティは無

視されます。

lacp max-bundleコマンドには、port-channel min-links コマンドで指定される数より大きい数
を指定する必要があります。

ホットスタンバイモード（ポートステートフラグのHで出力に表示）にあるポートを判断する
には、特権 EXECモードで show etherchannel summaryコマンドを使用します。

次に、ポートチャネル 2で最大 5個のアクティブ LACPポートを指定する例を示しま
す。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 2
Device(config-if)# lacp max-bundle 5
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lacp port-priority
Link Aggregation Control Protocol（LACP）のポートプライオリティを設定するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで lacp port-priorityコマンドを使用します。デフォ
ルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lacp port-priority priority
no lacp port-priority

構文の説明 LACPのポートプライオリティ。指定できる範囲は1～65535です。priority

コマンドデフォルト デフォルトは 32768です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン インターフェイスコンフィギュレーションモードの lacp port-priorityコマンドは、LACPチャ
ネルグループに 9つ以上のポートがある場合、バンドルされるポートと、ホットスタンバイ
モードに置かれるポートを判別します。

LACPチャネルグループは、同じタイプのイーサネットポートを 16個まで保有できます。最
大 8つのポートを activeモードに、最大 8つのポートを standbyモードにできます。

ポートプライオリティの比較では、数値が小さいほどプライオリティが高くなります。LACP
チャネルグループに 9つ以上のポートがある場合、LACPポートプライオリティの数値が小
さい（つまり、高いプライオリティ値の）8つのポートがチャネルグループにバンドルされ、
それより低いプライオリティのポートはホットスタンバイモードに置かれます。LACPポート
プライオリティが同じポートが2つ以上ある場合（たとえば、そのいずれもデフォルト設定の
65535に設定されている場合）、ポート番号の内部値によりプライオリティが決定されます。

LACPリンクを制御するデバイス上にポートがある場合に限り、LACPポートプライオリティ
は有効です。リンクを制御するデバイスの判別については、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードの lacp system-priorityコマンドを参照してください。

（注）

LACPポートプライオリティおよび内部ポート番号値を表示するには、特権 EXECモードで
show lacp internalコマンドを使用します。

物理ポート上でのLACPの設定については、このリリースに対応する構成ガイドを参照してく
ださい。
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次の例では、ポートで LACPポートプライオリティを設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# lacp port-priority 1000

設定を確認するには、特権 EXECモードで show lacp [channel-group-number] internal
コマンドを使用します。
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lacp rate
LinkAggregationControl Protocol（LACP）制御パケットがLACPがサポートされているインター
フェイスに入力されるレートを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドで lacp rateコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

lacp rate {normal | fast}
no lacp rate

構文の説明 LACP制御パケットが通常レート（リンクのバンドル後、30秒間隔）で入力されるよ
うに指定します。

normal

LACP制御パケットが高速レート（1秒に 1回）で入力されるように指定します。fast

コマンドデフォルト 制御パケットのデフォルトの入力レートは、リンクがバンドルされた後、30秒間隔です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン LACPタイムアウトの期間を変更するには、このコマンドを使用します。シスコスイッチの
LACPタイムアウト値はインターフェイスで LACPレートの 3倍に設定されます。lacp rateコ
マンドを使用して、スイッチの LACPタイムアウト値として 90秒または 3秒のいずれかを選
択できます。

このコマンドは、LACPがイネーブルになっているインターフェイスでのみサポートされま
す。

次に、インターフェイス GigabitEthernet 0/0の高速（1秒）入力レートを指定する例を
示します。

Device> enable
Device# configure terminall
Device(config)# interface gigabitEthernet 0/0
Device(config-if)# lacp rate fast
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lacp system-priority
Link Aggregation Control Protocol（LACP）のシステムプライオリティを設定するには、デバイ
スのグローバルコンフィギュレーションモードで lacp system-priorityコマンドを使用します。
デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lacp system-priority priority
no lacp system-priority

構文の説明 LACPのシステムプライオリティ。指定できる範囲は1～65535です。priority

コマンドデフォルト デフォルトは 32768です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン lacp system-priorityコマンドでは、ポートプライオリティを制御する LACPリンクのデバイス
が判別されます。

LACPチャネルグループは、同じタイプのイーサネットポートを 16個まで保有できます。最
大 8つのポートを activeモードに、最大 8つのポートを standbyモードにできます。LACPチャ
ネルグループに9つ以上のポートがある場合、リンクの制御側終端にあるデバイスは、ポート
プライオリティを使用して、チャネルにバンドルするポートおよびホットスタンバイモードに

置くポートを判別します。他のデバイス（リンクの非制御側終端）上のポートプライオリティ

は無視されます。

プライオリティの比較においては、数値が小さいほどプライオリティが高くなります。した

がって、LACPシステムプライオリティの数値が小さい（プライオリティ値の高い）システム
が制御システムとなります。どちらのデバイスも同じLACPシステムプライオリティである場
合（たとえば、どちらもデフォルト設定の 32768が設定されている場合）、LACPシステム ID
（デバイスのMACアドレス）により制御するデバイスが判別されます。

lacp system-priorityコマンドは、デバイス上のすべての LACP EtherChannelに適用されます。

ホットスタンバイモード（ポートステートフラグのHで出力に表示）にあるポートを判断する
には、特権 EXECモードで show etherchannel summaryコマンドを使用します。

次の例では、LACPのシステムプライオリティを設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# lacp system-priority 20000

設定を確認するには、特権 EXECモードで show lacp sys-idコマンドを入力します。
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loopdetect
ネットワークループを検出するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

loopdetectコマンドを使用します。ループ検出ガードをディセーブルにするには、コマンドの
no形式を使用します。

loopdetect [ time | action syslog | source-port ]
no loopdetect [ time | action syslog | source-port ]

構文の説明 （任意）ループ検出フレームが送信される時間間隔（秒単位）。範囲：0～
10。デフォルトは 5です。

time

（任意）ループが検出された場合にシステムメッセージを表示します。action syslog

（任意）送信元ポートを errdisableにします。source-port

コマンドデフォルト ループ検出ガードがイネーブルになっていません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1

使用上のガイドライン 要件に応じて、送信元ポートまたは宛先ポートのいずれかを errdisableにできます。キーワー
ドまたは変数を指定せずに loopdetectコマンドを設定すると、機能が有効になり、ループが検
出されたときに宛先ポートがerrdisableになります。ネットワークとの間のトラフィックフロー
を適切に制御するため、送信元ポートを errdisableに設定することをお勧めします。

loopdetect action syslogコマンドは、システムメッセージのみを表示し、設定されたポートを
errdisableにしません。no loopdetect action syslogコマンドは、システムを最後に設定されたオ
プションに戻します。

例 次に、ループ検出ガードをイネーブルにする例を示します。この例では、宛先ポート

はデフォルトで error-disabledになっており、ループ検出フレームはデフォルトの 5秒
間隔で送信されます。

Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface tengigabitethernet 1/0/18
Device(config-if)# loopdetect

次に、ループ検出フレームを送信する時間間隔を設定する例を示します。この例では、

ループ検出フレームは 7秒ごとに送信され、宛先ポートはループが検出されると
error-disabledになります。
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Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface tengigabitethernet 1/0/18
Device(config-if)# loopdetect 7

次に、機能をイネーブルにして、システムメッセージのみを表示する例を示します。

宛先ポートまたは送信元ポートで実行されるアクションはありません。

Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface tengigabitethernet 1/0/18
Device(config-if)# loopdetect action syslog

次に、機能をイネーブルにし、送信元ポートを error-disableにする例を示します。
Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface tengigabitethernet 1/0/18
Device(config-if)# loopdetect source-port

次の例は、no loopdetect action syslogコマンドの動作を示しています。例の最初の部分
では、送信元ポートを error disableにするように機能が設定されています（loopdetect
source-port）。この機能は、ポートを error-disableにしないようにシステムメッセージ
を表示するように再設定されます（loopdetect action syslog）。この例の最後の部分で
は、loopdetect action syslogコマンドの no形式が設定されています。これにより、シ
ステムは最後に設定されたオプションに戻ります。つまり、送信元ポートがerrordisable
になります。

パート1：送信元ポートを error-disableにします
Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface twentyfivegigabitethernet 1/0/20
Device(config-if)# loopdetect source-port

パート2：システムメッセージを表示し、ポートを error-disableにしないように再設定
します

Device(config-if)# loopdetect action syslog

パート3：loopdetect action syslogの no形式を使用します（Twe1/0/20を参照）

Device(config-if)# no loopdetect action syslog
Device(config-if)# end

Device# show loopdetect
Interface Interval Elapsed-Time Port-to-Errdisbale ACTION
--------- -------- ------------ --------------------- ---------
Twe1/0/1 5 3 errdisable Source Port SYSLOG
Twe1/0/20 5 0 errdisable Source Port ERRDISABLE
Twe2/0/3 5 2 errdisable Dest Port ERRDISABLE
Loopdetect is ENABLED
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関連コマンド 説明コマンド

ループ検出ガードがイネーブルになっているすべてのインターフェイスの

詳細を表示します。

show loopdetect
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mvrp vlan creation
Multiple VLAN Registration Protocol（MVRP）を使用してデバイスでダイナミック VLAN作成
をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで mvrpvlancreationコ
マンドを使用します。MVRPのダイナミック VLAN作成をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

mvrp vlan creation
no mvrp vlan creation

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト MVRPはディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.8.1a

使用上のガイドライン MVRPダイナミック VLAN作成は、仮想トランキングプロトコル（VTP）がトランスペアレ
ントモードにある場合だけ使用できます。

例 次に、コマンドシーケンスイネーブル化のMVRPダイナミック VLAN作成を表す例
を示します。デバイスは、VTPモードが正しくなく、かつダイナミックVLAN作成の
要求を拒否することを認識していることに留意してください。VTPモードがいったん
変更されると、MVRPダイナミック VLAN作成が許可されます。

Device(config)# mvrp vlan creation
%Command Rejected: VTP is in non-transparent (server) mode.
Device(config)# vtp mode transparent
Setting device to VTP TRANSPARENT mode.
Device(config)# mvrp vlan creation
%VLAN now may be dynamically created via MVRP/

関連コマンド 説明コマンド

デバイスでMVRPをグローバルにイネーブルにします。mvrp global

VTPモードのモードをデバイスで設定します。vtp mode
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mvrp registration
インターフェイスに関連付けられたMultiple Registration Protocol（MRP）Attribute Declaration
（MAD）インスタンスでレジストラを設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードでmvrpregistrationコマンドを使用します。レジストラをディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

mvrp registration {normal | fixed | forbidden}
no mvrp registration

構文の説明 レジストラは一般にMultipleVLANRegistrationProtocol（MVRP）メッセージに応
答します。normalがデフォルトの状態です。

normal

レジストラは、受信MVRPメッセージをすべて無視し、IN状態のままになりま
す。

fixed

レジストラは、受信MVRPメッセージをすべて無視し、EMPTY（MT）状態のま
まになります。

forbidden

コマンドデフォルト レジストラは normal状態に設定されています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.8.1a

使用上のガイドライン MVRPがインターフェイス上に設定されている場合にだけ、mvrpregistrationコマンドは動作
可能です。

nomvrpregistrationコマンドは、レジストラの状態をデフォルト（normal）に設定します。

このコマンドを使用して、インターフェイスに関連付けされたMADインスタンスのレジスト
ラを 3つの状態のうちの 1つに設定できます。このコマンドが効果的なのは、MVRPがそのイ
ンターフェイスで動作可能な場合だけです。

1つのトランクポートに最大で 4096個の VLANを設定できる場合、そのインターフェイスに
関連付けられているMADインスタンスにも最大で4096個の拡張サービスモジュール（ASM）
とルートスイッチモジュール（RSM）のペアが存在します。

例 次に、MADインスタンス上に fixed、forbidden、normalのレジストラを設定する例を
示します。

Device(config)# mvrp global
%MVRP is now globally enabled. MVRP is operational on IEEE 802.1q trunk ports only.
Device(config)# interface fastethernet2/1
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Device(config-if)# mvrp registration fixed
Device(config-if)# interface fastethernet2/2
Device(config-if)# mvrp registration forbidden
Device(config-if)# interface fastethernet2/3
Device(config-if)# no mvrp registration

関連コマンド 説明コマンド

1つまたはすべてのMVRPイネーブルポートで記録されたMVRP
関連の統計情報をクリアします。

clear mvrp statistics

MVRPデバッグ情報を表示します。debug mvrp

デバイスおよび特定のインターフェイスでグローバルにMVRPを
イネーブルにします。

mvrp global

MVRPによるMACテーブルエントリの自動ラーニングをイネーブ
ルにします。

mvrp mac-learning auto

一定のインターフェイス上のMRPで使用される期間タイマーを設
定します。

mvrp timer

MVRPダイナミック VLANをイネーブルにします。mvrp vlan create

デバイス内のすべてまたは特有の IEEE802.1Qトランクポートの、
管理上動作可能なMVRPの状態の詳細を表示します。

show mvrp interface

デバイスレベルでMVRPコンフィギュレーションを表示します。show mvrp summary
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mvrp timer
一定のインターフェイス上のMultiple VLAN Registration Protocol（MVRP）で使用される期間
タイマーを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでmvrp timerコ
マンドを使用します。タイマー値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mvrp timer {join | leave | leave-all | periodic} [centiseconds]
no mvrp timer

構文の説明 Applicant State Machine（ASM）に適用される 2つの送信機会にある間隔を指定
します。

join

レジストラが leave-all（LV）の状態からEMPTY（MT）の状態に移るまでの期
間を指定します。

leave

LeaveAllタイマーの期限が切れる時刻を指定します。leave-all

100センチ秒の定期的な固定値にタイマーの値を設定します。periodic

タイマー値（センチ秒）。

• Joinタイマー値の範囲は、20～ 10000000です。

• Leaveタイマー値の範囲は、60～ 10000000です。

• LeaveAllタイマー値の範囲は、10000～ 10000000です。

• Periodicタイマー値は、100センチ秒に固定されています。

centiseconds

コマンドデフォルト Joinタイマー値：20センチ秒

Leaveタイマー値：60センチ秒

LeaveAllタイマー値：10000センチ秒

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.8.1a

使用上のガイドライン nomvrptimerコマンドは、タイマー値をデフォルト値にリセットします。

例 次に、インターフェイスのタイマーレベルを設定する例を示します。

Device(config)# mvrp global
%MVRP is now globally enabled. MVRP is operational on IEE 802.1q trunk ports.
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Device(config)# interface GigabitEthernet 6/1
Device(config-if)# mvrp timer join 30
Device(config-if)# mvrp timer leave 70
Device(config-if)# mvrp timer leaveAll 15000

関連コマンド 説明コマンド

1つまたはすべてのMVRPイネーブルポートで記録されたMVRP
関連の統計情報をクリアします。

clear mvrp statistics

MVRPデバッグ情報を表示します。debug mvrp

デバイスおよび特定のインターフェイスでグローバルにMVRPを
イネーブルにします。

mvrp global

MVRPによるMACテーブルエントリの自動ラーニングをイネーブ
ルにします。

mvrp mac-learning auto

インターフェイスに関連付けられたMADインスタンスでレジスト
ラを設定します。

mvrp registration

MVRPダイナミック VLANをイネーブルにします。mvrp vlan create

デバイス内のすべてまたは特有の IEEE 802.1qトランクポートの、
管理上動作可能なMVRPの状態の詳細について表示します。

show mvrp interface

デバイスレベルでMVRPコンフィギュレーションを表示します。show mvrp summary
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name (MST)
マルチスパニングツリー（MST）のリージョン名を設定するには、MSTコンフィギュレーショ
ンサブモードで nameコマンドを使用します。デフォルト名に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

name name
no name name

構文の説明 MSTリージョンに付ける名前を指定します。最大 32文字の任意のストリングです。name

コマンドモード MSTコンフィギュレーションモード（config-mst）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 同一の VLANマッピングとコンフィギュレーションバージョン番号を持つ 2つ以上のデバイ
スは、領域名が異なると、異なるMST領域に入っているものと見なされます。

nameコマンドを使用してMSTリージョン名を設定する場合には注意してください。間違える
と、デバイスが異なる領域に入ってしまいます。設定名は、大文字と小文字が区別されるパラ

メータです。

（注）

例 次に、リージョンに名前を付ける例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# name Cisco
Device(config-mst)#

関連コマンド 説明コマンド

VLANまたはVLANセットをMSTインスタンスにマッピン
グします。

instance

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号を設定しま
す。

revision

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

MSTコンフィギュレーションサブモードを開始します。spanning-tree mst configuration
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no ptp enable
インターフェイスでPTPをディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで no ptp enableコマンドを使用します。

同じインターフェイスで PTPを再びイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュ
レーションモードで ptp enableコマンドを使用します。

no ptp enable
ptp enable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、すべてのポートで PTPがイネーブルになっています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次の例では、インターフェイスで PTPをディセーブルにする方法を示します。
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# no ptp enable

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスで PTPを設定します。ptp (interface)

Generalized Precision Time Protocol（gPTP）を
グローバルにイネーブルにします。

ptp profile dot1as
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pagp learn-method
EtherChannelポートから受信した着信パケットの送信元アドレスを学習するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで pagp learn-methodコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

pagp learn-method {aggregation-port | physical-port}
no pagp learn-method

構文の説明 論理ポートチャネルでのアドレスラーニングを指定します。デバイスは、

EtherChannelのいずれかのポートを使用して送信元にパケットを送信しま
す。この設定は、デフォルトです。集約ポートラーニングの場合、どの物

理ポートにパケットが届くかは重要ではありません。

aggregation-port

EtherChannel内の物理ポートでのアドレスラーニングを指定します。デバ
イスは、送信元アドレスを学習したものと同じ EtherChannel内のポートを
使用して送信元へパケットを送信します。チャネルのもう一方の終端では、

特定の宛先MACまたは IPアドレスに対してチャネル内の同じポートが使
用されます。

physical-port

コマンドデフォルト デフォルトは、aggregation-port（論理ポートチャネル）です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 学習方式は、リンクの両端で同一の設定にする必要があります。

コマンドラインインターフェイス（CLI）でphysical-portキーワードが指定された場合でも、
デバイスがサポートするのは集約ポートでのアドレスラーニングのみです。インターフェイス

コンフィギュレーションモードの pagp learn-methodおよび pagp port-priorityコマンドはデバ
イスのハードウェアには影響を及ぼしませんが、物理ポートによるアドレスラーニングのみを

サポートしているデバイスと PAgPの相互運用性を確保するために必要です。

デバイスのリンクパートナーが物理ラーナーである場合、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで pagp learn-method physical-portコマンドを使用して物理ポートラーナーとし
てデバイスを設定することを推奨します。また、グローバルコンフィギュレーションモード

で port-channel load-balance src-macコマンドを使用して、送信元MACアドレスに基づいて負
荷分散方式を設定することを推奨します。インターフェイスコンフィギュレーションモード

で pagp learn-methodコマンドを使用するのは、このような場合のみにしてください。
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次の例では、EtherChannel内の物理ポート上のアドレスを学習するように学習方式を
設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 2
Device(config-if)# pagp learn-method physical-port

次の例では、EtherChannel内のポートチャネル上のアドレスを学習するように学習方
式を設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 2
Device(config-if)# pagp learn-method aggregation-port

設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを入力する
か、特権 EXECモードで show pagp channel-group-number internalコマンドを入力し
ます。
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pagp port-priority
EtherChannelを経由してすべての Port Aggregation Protocol（PAgP）トラフィックが送信される
ポートを選択するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでpagpport-priority
コマンドを使用します。EtherChannelで使用されていないすべてのポートがホットスタンバイ
モードにあり、現在選択されているポートやリンクに障害が発生した場合、これらのポートは

稼働状態にできます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

pagp port-priority priority
no pagp port-priority

構文の説明 プライオリティ番号。有効な範囲は0～255です。priority

コマンドデフォルト デフォルト値は 128です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 同じEtherChannel内で動作可能でメンバーシップを持つ物理ポートの中で最も高いプライオリ
ティを持つポートが、PAgP送信用として選択されます。

コマンドラインインターフェイス（CLI）でphysical-portキーワードが指定された場合でも、
デバイスがサポートするのは集約ポートでのアドレスラーニングのみです。インターフェイス

コンフィギュレーションモードの pagp learn-methodおよび pagp port-priorityコマンドはデバ
イスのハードウェアには影響を及ぼしませんが、Catalyst 1900スイッチなど、物理ポートによ
るアドレスラーニングのみをサポートしているデバイスと PAgPの相互運用性を確保するため
に必要です。

デバイスのリンクパートナーが物理ラーナーである場合、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで pagp learn-method physical-portコマンドを使用して物理ポートラーナーとし
てデバイスを設定することを推奨します。また、グローバルコンフィギュレーションモード

で port-channel load-balance src-macコマンドを使用して、送信元MACアドレスに基づいて負
荷分散方式を設定することを推奨します。インターフェイスコンフィギュレーションモード

で pagp learn-methodコマンドを使用するのは、このような場合のみにしてください。

次の例では、ポートプライオリティを 200に設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# pagp port-priority 200
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設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを入力する
か、特権 EXECモードで show pagp channel-group-number internalコマンドを入力し
ます。
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peer (PTP)
ピア Precision Time Protocol対応（PTP対応）デバイスに接続するには、プロパティトランス
ポートサブコンフィギュレーションモードで peerコマンドを使用します。

peer { ip ip_address | vrf word ip ip_address }

構文の説明 ピア PTPデバイスの IPアドレス。ip ip_address

デフォルトのVirtual Route Forwarding（VRF）
またはユーザー定義の VRF。

vrf word

コマンドデフォルト なし

コマンドモード プロパティトランスポートコンフィギュレーション（config-property-transport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

使用上のガイドライン ピア PTP対応デバイスに接続する前に、ptp propertyコマンドを使用して PTPプロパティ名を
設定し、transport unicast ipv4 local loopback コマンドを使用してループバックインターフェ
イスからユニキャスト IPv4接続を設定する必要があります。

例 次に、ピア PTP対応デバイスに接続する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp property cisco1
Device(config-property)# transport unicast ipv4 local loopback 0
Device(config-property-transport)# peer ip 192.0.2.1
Device(config-property-transport)# end

関連コマンド 説明コマンド

IEEE 802.1ASプロファイルを PTPプロパティ名に拡張
します。

ptp dot1as extend property

PTPプロパティ名を設定します。ptp property

ループバックインターフェイスからのユニキャスト IPv4
接続を設定します。

transport unicast ipv4 local loopback
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policy-map
ポリシーマップコンフィギュレーションモードを開始し、サービスポリシーを指定する 1つ
または複数のインターフェイスに付加できるポリシーマップを作成または変更するには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで policy-mapコマンドを使用します。ポリシーマッ
プを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

policy-map [ type{ access-control| control subscriber| packet-service| performance-monitor
}] policy-map name

構文の説明 （任意）ポリシーマップタイプを指定します。type

（任意）アクセス制御固有のポリシーマップを有効にします。access-control

（任意）サブスクライバ制御ポリシードメインを有効にします。control subscriber

（任意）パケットサービスポリシーマップを有効にします。packet-service

（任意）パフォーマンスモニタリング機能のポリシーマップを有効に

します。

performance-monitor

ポリシーマップを指定します。policy-map name

コマンドデフォルト ポリシーマップは設定されません。

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

使用上のガイドライン class-mapコマンドおよび matchコマンドで一致基準がクラスマップに定義されているクラス
のポリシーを設定する前に、policy-mapコマンドを使用して、作成（追加または変更）するポ
リシーマップの名前を指定します。

クラスポリシーをポリシーマップ内で設定できるのは、クラスに一致基準が定義されている

場合だけです。

（注）

最大で64のクラスマップを設定できるため、ポリシーマップに、64を超えるクラスポリシー
を含めることはできません。

（注）
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1つのポリシーマップを同時に複数のインターフェイスに付加できます。ただし、ポリシーマッ
プをインターフェイスに付加しようとしたときにインターフェイス上の使用可能な帯域幅が複

数のポリシーで必要な合計帯域幅に満たない場合は拒否されます。このとき、ポリシーマップ

が他のインターフェイスにすでに付加されている場合は削除されます。

例：

次に、policy-mapコマンドの出力例を示します。

Device# policy-map AVB-Output-Child-Policy

policy-map AVB-Output-Child-Policy
class VOIP-PRIORITY-QUEUE
bandwidth remaining percent 30
queue-buffers ratio 10

class MULTIMEDIA-CONFERENCING-STREAMING-QUEUE
bandwidth remaining percent 15
queue-limit dscp AF41 percent 80
queue-limit dscp AF31 percent 80
queue-limit dscp AF42 percent 90
queue-limit dscp AF32 percent 90
queue-buffers ratio 10

class TRANSACTIONAL-DATA-QUEUE
bandwidth remaining percent 15
queue-limit dscp AF21 percent 80
queue-limit dscp AF22 percent 90
queue-buffers ratio 10

class BULK-SCAVENGER-DATA-QUEUE
bandwidth remaining percent 15
queue-limit dscp AF11 percent 80
queue-limit dscp AF12 percent 90
queue-limit dscp CS1 percent 80
queue-buffers ratio 15

class class-default
bandwidth remaining percent 25
queue-buffers ratio 25
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port-channel
自動作成された EtherChannelを手動チャネルに変換して、設定を EtherChannelに追加するに
は、特権 EXECモードで port-channelコマンドを使用します。

port-channel {channel-group-number persistent | persistent }

構文の説明 チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

自動作成された EtherChannelを手動チャネルに変更し、EtherChannel
への設定の追加を許可します。

persistent

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン EtherChannelの情報を表示するには、特権 EXECモードで show etherchannel summaryコマン
ドを使用します。

例 この例では、自動作成されたEtherChannelを手動チャネルに変換する方法を示します。
Device> enable
Device# port-channel 1 persistent
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port-channel auto
スイッチ上の Auto-LAG機能をグローバルで有効にするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで port-channel autoコマンドを使用します。スイッチ上の Auto-LAG機能をグ
ローバルで無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

port-channel auto
no port-channel auto

コマンドデフォルト デフォルトでは、Auto-LAG機能がグローバルで無効にされ、すべてのポートインターフェイ
スで有効になっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン EtherChannelが自動作成されたかどうかを確認するには、特権EXECモードで show etherchannel
autoコマンドを使用します。

例 次に、スイッチの Auto-LAG機能を有効にする例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# port-channel auto
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port-channel load-balance
EtherChannelのポート間での負荷分散方式を設定するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードでport-channel load-balanceコマンドを使用します。ロードバランシングメカニズム
をデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

port-channel load-balance {dst-ip | dst-mac | dst-mixed-ip-port | dst-port | extended | src-dst-ip
| src-dst-mac | src-dst-mixed-ip-port | src-dst-port | src-ip | src-mac | src-mixed-ip-port | src-port
| vlan-dst-ip | vlan-dst-mixed-ip-port | vlan-src-dst-ip | vlan-src-dst-mixed-ip-port | vlan-src-ip
| vlan-src-mixed-ip-port}

no port-channel load-balance

構文の説明 宛先ホストの IPアドレスに基づいた負荷分散を指定します。dst-ip

宛先ホストのMACアドレスに基づいた負荷分散を指定します。同
一の宛先に対するパケットは同一のポートに送信され、異なる宛先

のパケットはチャネルの異なるポートに送信されます。

dst-mac

宛先 IPv4または IPv6アドレスと TCP/UDP（レイヤ 4）ポート番号
に基づいて負荷分散を指定します。

dst-mixed-ip-port

宛先 TCP/UDP（レイヤ 4）と IPv4と IPv6の両方のポート番号に基
づいて負荷分散を指定します。

dst-port

EtherChannelのポート間の拡張ロードバランス方式を設定します。extended

送信元および宛先ホストの IPアドレスに基づいて負荷分散を指定
します。

src-dst-ip

送信元および宛先ホストのMACアドレスに基づいた負荷分散を指
定します。

src-dst-mac

送信元および宛先のホスト IPアドレスとTCP/UDP（レイヤ4）ポー
ト番号に基づいて負荷分散を指定します。

src-dst-mixed-ip-port

送信元および宛先のTCP/UDP（レイヤ4）ポート番号に基づいて負
荷分散を指定します。

src-dst-port

送信元ホストの IPアドレスに基づいた負荷分散を指定します。src-ip

送信元のMACアドレスに基づいた負荷分散を指定します。異なる
ホストからのパケットは、チャネルで異なるポートを使用し、同一

のホストからのパケットは同一のポートを使用します。

src-mac

送信元ホスト IPアドレスと TCP/UDP（レイヤ 4）ポート番号に基
づいて負荷分散を指定します。

src-mixed-ip-port
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TCP/UDP（レイヤ 4）ポート番号に基づいて負荷分散を指定しま
す。

src-port

VLANIDおよび宛先 IPアドレスに基づいて負荷分散を指定します。vlan-dst-ip

VLAN ID、宛先 IPアドレス、および TCP/UDPポート番号に基づい
て負荷分散を指定します。

vlan-dst-mixed-ip-port

VLAN IDおよび送信元と宛先の IPアドレスに基づいて負荷分散を
指定します。

vlan-src-dst-ip

VLAN ID、送信元と宛先の IPアドレス、および TCP/UDPポート番
号に基づいて負荷分散を指定します。

vlan-src-dst-mixed-ip-port

VLAN IDおよび送信元 IPアドレスに基づいて負荷分散を指定しま
す。

vlan-src-ip

VLAN ID、送信元 IPアドレス、および TCP/UDPポート番号に基づ
いて負荷分散を指定します。

vlan-src-mixed-ip-port

コマンドデフォルト Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチのデフォルト： src-mac

CiscoCatalyst 9500ハイパフォーマンスシリーズスイッチのデフォルト： src-dst-mixed-ip-port

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

このコマンドが変更されまし

た。VLANベースのロードバ
ランシングのキーワード

vlan-dst-ip、
vlan-dst-mixed-ip-port、
vlan-src-dst-ip、
vlan-src-dst-mixed-ip-port、
vlan-src-ip、および
vlan-src-mixed-ip-port がCisco
Catalyst 9500Hスイッチで追加
されました。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1

使用上のガイドライン 設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを入力するか、特権
EXECモードで show etherchannel load-balanceコマンドを入力します。
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VLANベースのロードバランシングのキーワード vlan-dst-ip、 vlan-dst-mixed-ip-port、
vlan-src-dst-ip、 vlan-src-dst-mixed-ip-port、 vlan-src-ip、および vlan-src-mixed-ip-port は
Cisco Catalyst 9500Hスイッチでのみサポートされます。

（注）

例 次に、負荷分散方式を dst-macに設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# port-channel load-balance dst-mac

関連コマンド 説明コマンド

EtherChannelロードバランシングに関する情報を表示します。show etherchannel load-balance

実行設定を表示します。show running-config
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port-channel load-balance extended
EtherChannelのポート間での負荷分散方式の組み合わせを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで port-channel load-balance extendedコマンドを使用します。拡張ロー
ドバランシングメカニズムをデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

port-channel load-balance extended{dst-ip | dst-mac | dst-port | ipv6-label | l3-proto | src-ip | src-mac
| src-port}
no port-channel load-balance extended

構文の説明 宛先ホストの IPアドレスに基づいた負荷分散を指定します。dst-ip

宛先ホストのMACアドレスに基づいた負荷分散を指定します。同一の宛先に対す
るパケットは同一のポートに送信され、異なる宛先のパケットはチャネルの異なる

ポートに送信されます。

dst-mac

宛先 TCP/UDP（レイヤ 4）と IPv4と IPv6の両方のポート番号に基づいて負荷分散
を指定します。

dst-port

送信元MACアドレスと IPv6フローラベルに基づいて負荷分散を指定します。

このキーワードは、Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチでのみサポートされてい
ます。

ipv6-label

送信元MACアドレスとレイヤ 3プロトコルに基づいて負荷分散を指定します。

このキーワードは、Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチでのみサポートされてい
ます。

l3-proto

送信元ホストの IPアドレスに基づいた負荷分散を指定します。src-ip

送信元のMACアドレスに基づいた負荷分散を指定します。異なるホストからのパ
ケットは、チャネルで異なるポートを使用し、同一のホストからのパケットは同一

のポートを使用します。

src-mac

TCP/UDP（レイヤ 4）ポート番号に基づいて負荷分散を指定します。src-port

コマンドデフォルト デフォルトは src-macです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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変更内容リリース

コマンドが変更されました。
port-channel load-balance
extendedコマンドのキーワー
ドの少なくとも 1つを強制的
に設定する必要があります。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.x

使用上のガイドライン 設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configコマンドを入力するか、特権
EXECモードで show etherchannel load-balanceコマンドを入力します。

例 次に、拡張負荷分散方式を設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# port-channel load-balance extended dst-ip dst-mac src-ip
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port-channel min-links
ポートチャネルがアクティブになるように、リンクアップ状態で、EtherChannelにバンドルす
る必要があるLACPポートの最小数を定義するには、インターフェイスコンフィギュレーショ
ンモードで port-channel min-links コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

port-channel min-links min_links_number
no port-channel min-links

構文の説明 ポートチャネル内のアクティブな LACPポートの最小数。

ポートチャネル番号が 128以下の場合、範囲は 2〜 8で、ポートチャネル
番号が 129以上の場合、範囲は 2〜 4です。

デフォルトは 1です。

min_links_number

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン LACPチャネルグループは、同じタイプのイーサネットポートを 16個まで保有できます。最
大 8個をアクティブに、最大 8個をホットスタンバイモードにできます。LACPチャネルグ
ループに9つ以上のポートがある場合、リンクの制御側終端にあるデバイスは、ポートプライ
オリティを使用して、チャネルにバンドルするポートおよびホットスタンバイモードに置く

ポートを判別します。他のデバイス（リンクの非制御側終端）上のポートプライオリティは無

視されます。

port-channel min-links コマンドには、lacp max-bundleコマンドで指定される数より小さい数
を指定する必要があります。

ホットスタンバイモード（ポートステートフラグのHで出力に表示）にあるポートを判断する
には、特権 EXECモードで show etherchannel summaryコマンドを使用します。

次に、ポートチャネル 2がアクティブになる前に、少なくとも 3個のアクティブな
LACPポートを指定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 2
Device(config-if)# port-channel min-links 3
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ptp dot1as extend property
IEEE 802.1ASプロファイルを Precision Time Protocolプロパティ（PTPプロパティ）名に拡張
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ptp dot1as extend propertyコマンド
を使用します。

ptp dot1as extend property word

構文の説明 PTPプロパティ名word

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

例 次に、IEEE 802.1ASプロファイルを PTPプロパティ名に拡張する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp property cisco1
Device(config-property)# transport unicast ipv4 local loopback 0
Device(config-property-transport)# peer ip 192.0.2.1
Device(config-property-transport)# end
Device# configure terminal
Device(config)# ptp dot1as extend property cisco1
Device(config)# end

関連コマンド 説明コマンド

ピア PTP対応デバイスに接続します。peer

PTPプロパティ名を設定します。ptp property

（任意）送信元 IPインターフェイスを設定します。source ip interface

ループバックインターフェイスからのユニキャスト IPv4
接続を設定します。

transport unicast ipv4 local
loopback
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ptp ip dscp
PTPメッセージの IP DSCP値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
ptp ip dscpコマンドを使用します。設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

ptp ip dscp value message { event | general }

no ptp ip dscp value message { event | general }

構文の説明 IP DSCP値。範囲は 0～ 63です。value

PTPのイベントメッセージの IPDSCP値を設定します。event

PTPの一般的なメッセージの IPDSCP値を設定します。general

コマンドデフォルト PTPは一般メッセージに 0x2fを使用し、イベントメッセージに 0x3bを使用します

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、IPv4 UDPトランスポートモードの IEEE 1588 PTPプロファイルにのみ使用
します。

例 次に、PTPメッセージの IP DSCP値を設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp transport-protocol ipv4 udp
Device(config)# ptp mode boundary delay-req
Device(config)# interface range gigabitethernet1/0/1-gigabitethernet1/0/2
Device(config-if-range)# ptp sync interval -3
Device(config-if-range)# ptp delay-req interval -3
Device(config-if-range)# exit
Device(config)# ptp ip dscp 46 message general
Device(config)# ptp ip dscp 46 message event
Device(config)# end

関連コマンド 説明コマンド

ピア遅延要求メカニズムを使用して、デバイスを境界クロック

モードに設定します。

ptp mode boundary delay-req

レイヤ 2/3コマンド
67

レイヤ 2/3コマンド
ptp ip dscp



説明コマンド

インターフェイス範囲での PTP同期メッセージの送信間隔を設
定します。

ptp sync interval

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延要求メッセージ間
で許可される対数平均間隔を設定します。

ptp delay-req interval
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ptp priority1 value
PTPクロックのアドバタイズ時に使用するプライオリティ 1の値を指定するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで ptp priority1 valueコマンドを使用します。

ptp priority1 value

構文の説明 このクロックに使用するプライオリティ 1の番号を指定します。

指定できる範囲は 0～ 255です。デフォルト値は 128です。

priority1の値が 255に設定されると、クロックはグランドマスタになるこ
とはできません。

（注）

value

コマンドデフォルト デフォルトは 128です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.8.1a

例

次に、priority1の値を指定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp priority1 120

関連コマンド 説明コマンド

このクロックに使用するプライオリティ 2の
番号を指定します。

ptp priority2 value

インターフェイスで PTPをディセーブルにし
ます。

no ptp enable

Generalized Precision Time Protocol（gPTP）を
グローバルにイネーブルにします。

ptp profile dot1as
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ptp priority2 value
PTPクロックのアドバタイズ時に使用するプライオリティ 2の番号を指定するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで ptp priority2 valueコマンドを使用します。

ptp priority2 value

構文の説明 このクロックに使用するプライオリティ2の番号を指定します。

指定できる範囲は 0～ 255です。デフォルト値は 128です。

value

コマンドデフォルト デフォルトは 128です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.8.1a

例

次に、priority2の値を指定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp priority 2 120

関連コマンド 説明コマンド

このクロックに使用するプライオリティ 1の
番号を指定します。

ptp priority1 value

インターフェイスで PTPをディセーブルにし
ます。

no ptp enable

Generalized Precision Time Protocol（gPTP）を
グローバルにイネーブルにします。

ptp profile dot1as
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ptp profile dot1as
Generalized Precision Time Protocol（gPTP）をグローバルにイネーブルにするには、グローバル
コンフィギュレーションモードで ptp profile dot1asコマンドを使用します。gPTPをディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ptp profile dot1as
no ptp profile dot1as

コマンドデフォルト PTPはインターフェイスでディセーブルになっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次に、gPTPをイネーブルにする例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp profile dot1as

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスで PTPを設定します。ptp (interface)

インターフェイスで PTPをディセーブルにし
ます。

no ptp enable
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ptp property
Precision Time Protocolプロパティ（PTPプロパティ）名を設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードでptp propertyコマンドを使用します。PTPプロパティ名を削除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

ptp property word
no ptp property word

構文の説明 PTPプロパティ名。word

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

使用上のガイドライン 同じプロパティ名で異なる境界クロックに接続する複数の IPv4ユニキャスト接続を設定でき
ます。

例 次に、PTPプロパティ名を設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp property cisco1
Device(config-property)#

関連コマンド 説明コマンド

ピア PTP対応デバイスに接続します。peer

IEEE 802.1ASプロファイルを PTPプロパティ名に拡張し
ます。

ptp dot1as extend property

（任意）送信元 IPインターフェイスを設定します。source ip interface

ループバックインターフェイスからのユニキャスト IPv4
接続を設定します。

transport unicast ipv4 local
loopback
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ptp role primary
インターフェイスを永続的にプライマリ（マスタ）と設定するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで ptp role primary コマンドを使用します。プライマリ（マス
ター）と設定されたインターフェイスを削除するには、 no ptp role primary コマンドを使用し
ます。

ptp role primary
no ptp role primary

コマンドデフォルト インターフェイスは、ベストマスタークロックアルゴリズム（BMCA）に基づいてプライマ
リ（マスター）またはセカンダリ（スレーブ）として設定されます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

使用上のガイドライン ポートを永続的に設定すると、ポートに接続されているクロックをグランドマスタークロック

として選択できる場合でも、ポートはプライマリ（マスター）のままになります。

ptp role primary コマンドの使用は、同期が必要なデバイスに接続されているネットワーク上
のエンドノードとして使用されるポートに限定する必要があります。

（注）

show ptp port interface_id コマンドを使用して、ポートがプライマリ（マスター）として設定
されているかどうかを確認します。

例 次に、インターフェイスをプライマリ（マスター）として永続的に設定する例を示し

ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet1/0/1
Device(config-if)# ptp role primary

関連コマンド 説明コマンド

ポートの詳細を表示します。show ptp port interface_id
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rep admin vlan
Resilient Ethernet Protocol（REP）のREP管理VLANを設定して、ハードウェアフラッドレイヤ
（HFL）メッセージを送信するには、グローバルコンフィギュレーションモードで rep admin
vlanコマンドを使用します。VLAN 1が管理 VLANになるようにデフォルトの設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

rep admin vlan vlan-id segment segment-id
no rep admin vlan vlan-id segment segment-id

構文の説明 48ビット静的MACアドレス。vlan-id

REPセグメントの管理VLANを設定しま
す。

segment

管理 VLANが割り当てられているセグメ
ントを指定します。セグメント ID番号の
範囲は 1〜 1024です

segment-id

コマンドデフォルト

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

segmentキーワードが導入され
ました。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1
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rep block port
Resilient Ethernet Protocol（REP）プライマリエッジポートで REP VLANロードバランシングを
設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで rep block portコマンドを
使用します。VLAN1が管理VLANになるようにデフォルトの設定に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred} vlan {vlan-list | all}
no rep block port {id port-id | neighbor-offset | preferred}

構文の説明 REPを有効にすると自動的に生成される一意のポート IDを入力して VLANブ
ロッキング代替ポートを指定します。REPポート IDは、16文字の 16進数値
です。

id port-id

ネイバーのオフセット番号を入力することによる、VLANブロック代替ポー
ト。範囲は -256～ +256です。値 0は無効です。

neighbor-offset

すでに VLANロードバランシングの優先代替ポートとして指定されている通
常セグメントポートを選択します。

preferred

ブロックされる VLANを指定します。vlan

表示される VLAN IDまたは VLAN IDの範囲。ブロックする VLAN ID（1～
4094の範囲）を入力するか、ブロックするLANIDの範囲または連続番号（1-3、
22、41-44など）を入力します。

vlan-list

すべての VLANをブロックします。all

コマンドデフォルト 特権 EXECモードで rep preempt segmentコマンドを入力した後のデフォルト動作では（手動
プリエンプションの場合）、プライマリエッジポートですべての VLANをブロックします。
この動作は、rep block portコマンドを設定するまで継続されます。

プライマリエッジポートで代替ポートを判別できない場合は、デフォルトのアクションはプ

リエンプションなし、および VLANロードバランシングなしです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン オフセット番号を入力して代替ポートを選択する場合、オフセット番号はエッジポートのダウ

ンストリームネイバーポートを識別します。プライマリエッジポートはオフセット番号 1で
す。1を超える正数はプライマリエッジポートのダウンストリームネイバーを識別します。
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負の番号は、セカンダリエッジポート（オフセット番号 –1）とダウンストリームネイバーを
識別します。

番号 1はプライマリエッジポート自体のオフセット番号なので、オフセット番号 1は入力し
ないでください。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードで、rep preempt delay secondsコマンドを入
力することでプリエンプション遅延時間を設定しており、リンク障害とリカバリが発生した場

合、別のリンク障害が発生することなく設定したプリエンプション期間が経過すると、VLAN
ロードバランシングが開始されます。ロードバランシング設定で指定された代替ポートは、設

定された VLANをブロックし、その他すべてのセグメントポートのブロックを解除します。
プライマリエッジポートで VLANバランシングの代替ポートを決定できない場合、デフォル
トのアクションはプリエンプションなしになります。

セグメント内のポートごとに、一意のポート IDが割り当てられます。ポートのポート IDを判
別するには、特権 EXECモードで show interfaces interface-id rep detailコマンドを入力しま
す。

例 次に、REP VLANロードバランシングを設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep block port id 0009001818D68700 vlan 1-100

関連コマンド 説明コマンド

管理 VLANを含め、すべてのインターフェイスまたは指定したイン
ターフェイスの詳細 REP設定およびステータスを表示します。

show interfaces rep
detail

レイヤ 2/3コマンド
76

レイヤ 2/3コマンド
rep block port



rep lsl-age-timer
Resilient Ethernet Protocol（REP）リンクステータスレイヤ（LSL）のエージアウトタイマー値
を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで rep lsl-age-timerコマン
ドを使用します。デフォルトのエージアウトタイマー値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

rep lsl-age-timer milliseconds
no rep lsl-age-timer milliseconds

構文の説明 ミリ秒単位の REP LSLエージアウトタイマー値。範囲は 120～ 10000の 40の倍
数です。

milliseconds

コマンドデフォルト デフォルトの LSLエージアウトタイマー値は 5ミリ秒です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン REPの設定可能なタイマーを設定する際には、最初に REP LSLの再試行回数を設定し、その
後、REP LSLのエージアウトタイマー値を設定することを推奨します。

例 次に、REP LSLエージアウトタイマー値を設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 1 edge primary
Device(config-if)# rep lsl-age-timer 2000

関連コマンド 説明コマンド

STCNを受信する物理インターフェイスまたはポートチャ
ネルを指定します。

interface interface-type
interface-name

インターフェイス上で REPをイネーブルにし、セグメン
ト IDを割り当てます。

rep segment
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rep lsl-retries
REPリンクステータスレイヤ（LSL）の再試行回数を設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで rep lsl-retriesコマンドを使用します。デフォルトの再試行回数
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

rep lsl-retries number-of-retries
no rep lsl-retries number-of-retries

構文の説明 LSLの再試行回数。再試行回数の範囲は、3～ 10です。number-of-retries

コマンドデフォルト デフォルトの再試行回数は 5回です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン rep lsl-retriesコマンドは、REPリンクを無効にする前に再試行回数を設定するために使用され
ます。REPの設定可能なタイマーを設定する際には、最初にREPLSLの再試行回数を設定し、
その後、REP LSLのエージアウトタイマー値を設定することを推奨します。

次に、REP LSLの再試行回数を設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 2 edge primary
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rep preempt delay
セグメントポートの障害およびリカバリの発生後、ResilientEthernet Protocol（REP）VLANロー
ドバランシングがトリガーされるまでの待機時間を設定するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで rep preempt delayコマンドを使用します。設定した遅延を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

rep preempt delay seconds
no rep preempt delay

構文の説明 REPプリエンプションを遅延する秒数です。範囲は 15～ 300秒です。デフォルトは
遅延なしの手動プリエンプションです。

seconds

コマンドデフォルト REPプリエンプション遅延は設定されていません。デフォルトは遅延なしの手動プリエンプ
ションです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン REPプライマリエッジポート上にこのコマンドを入力します。

リンク障害とリカバリ後に自動的に VLANロードバランシングをトリガーする場合は、この
コマンドを入力してプリエンプション時間遅延を設定します。

VLANロードバランシングが設定されている場合、セグメントポート障害とリカバリの後、
VLANロードバランシングが発生する前にREPプライマリエッジポートで遅延タイマーが起
動されます。各リンク障害が発生した後にタイマーが再起動することに注意してください。タ

イマーが満了となると、（インターフェイスコンフィギュレーションモードで rep block port
コマンドを使用して設定された）VLANロードバランシングを実行するように REPプライマ
リエッジポートが代替ポートに通知し、新規トポロジ用のセグメントが準備されます。設定さ

れた VLANリストは代替ポートでブロックされ、他のすべての VLANはプライマリエッジ
ポートでブロックされます。

設定を確認するには、show interfaces repコマンドを入力します。

例 次に、プライマリエッジポートで REPプリエンプション時間遅延を 100秒に設定す
る例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep preempt delay 100
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関連コマンド 説明コマンド

VLANロードバランシングを設定します。rep block port

管理 VLANを含め、すべてのインターフェイスまたは指定したイン
ターフェイスの詳細 REP設定およびステータスを表示します。

show interfaces rep
detail
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rep preempt segment
Resilient Ethernet Protocol（REP）VLANロードバランシングがセグメントで手動で開始される
ようにするには、特権 EXECモードで rep preempt segmentコマンドを使用します。

rep preempt segment segment-id

構文の説明 REPセグメントの IDです。有効な範囲は 1～ 1024です。segment-id

コマンドデフォルト デフォルト動作は手動プリエンプションです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン デバイスのプライマリエッジポートがあるセグメントで、次のコマンドを入力します。

VLANロードバランシングのプリエンプションを設定する前に、他のすべてのセグメントの
設定が完了していることを確認してください。VLANロードバランシングのプリエンプション
はネットワークを中断する可能性があるため、rep preempt segment segment-idコマンドを入

力すると、このコマンドの実行前に確認メッセージが表示されます。

プライマリエッジポートで、インターフェイスコンフィギュレーションモードからreppreempt
delay secondsコマンドを入力せずに、プリエンプション時間遅延を設定する場合、デフォル

ト設定はセグメントでの VLANロードバランシングの手動トリガーです。

特権 EXECモードで show rep topologyコマンドを入力して、セグメント内のどのポートがプ
ライマリエッジポートなのかを確認します。

VLANロードバランシングを設定しない場合、rep preempt segment segment-idコマンドを入

力すると、デフォルトの動作が実行されます。つまりプライマリエッジポートがすべてのVLAN
をブロックします。

REPプライマリエッジポートのインターフェイスコンフィギュレーションモードで rep block
portコマンドを入力して VLANロードバランシングを設定してから、手動でプリエンプショ
ンを開始できます。

例 次に、セグメント 100で手動で REPプリエンプションをトリガーする例を示します。
Device> enable
Device# rep preempt segment 100
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関連コマンド 説明コマンド

VLANロードバランシングを設定します。rep block port

ポート障害とリカバリの後からREPVLANロードバランシングがトリガー
されるまでの待機期間を設定します。

rep preempt
delay

セグメントまたはすべてのセグメントの REPトポロジ情報を表示します。show rep
topology
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rep segment
インターフェイスで Resilient Ethernet Protocol（REP）を有効にし、そのインターフェイスにセ
グメント IDを割り当てるには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでrepsegment
コマンドを使用します。インターフェイスで REPを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

rep segment segment-id [edge [no-neighbor] [primary]] [preferred]
no rep segment

構文の説明 REPが有効になっているセグメント。セグメント IDをインターフェイスに割り
当てます。有効な範囲は 1～ 1024です。

segment-id

（任意）エッジポートとしてポートを設定します。各セグメントにあるエッジ

ポートは 2つだけです。
edge

（任意）セグメントエッジを外部 REPネイバーなしに指定します。no-neighbor

（任意）プライマリエッジポート（VLANロードバランシングを設定できる
ポート）としてポートを指定します。1セグメント内のプライマリエッジポー
トは 1つだけです。

primary

（任意）ポートを優先代替ポートまたは VLANロードバランシングの優先ポー
トに指定します。

ポートを優先ポートに設定しても、代替ポートになるとは限りませ

ん。同等に可能性のあるポートよりやや可能性が高くなるだけです。

通常、前に障害が発生したポートが、代替ポートとなります。

（注）

preferred

コマンドデフォルト REPはインターフェイスでディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン REPポートは、レイヤ 2 IEEE 802.1Qポートまたは 802.1ADポートのいずれかである必要があ
ります。各 REPセグメント上には、プライマリエッジポートとセカンダリエッジポートの
2種類のエッジポートを設定しなければいけません。

REPがデバイスの2つのポートでイネーブルである場合、両方のポートが通常セグメントポー
トまたはエッジポートのいずれかである必要があります。REPポートは以下の規則に従いま
す。
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•セグメント内のデバイスにポートが 1つだけ設定されている場合、そのポートはエッジ
ポートになります。

• 1つのデバイス上で 2つのポートが同じセグメントに属する場合、どちらのポートも通常
セグメントポートである必要があります。

• 1つのデバイス上で 2つのポートが同じセグメントに属し、1つがエッジポートとして設
定され、もう1つが通常のセグメントポートとして設定された場合（設定ミス）、エッジ
ポートは通常セグメントポートとして処理されます。

REPインターフェイスはブロックステートで起動し、安全にブロック解除可能と通知される
までブロックステートのままになります。突然の接続切断を避けるために、これを意識してお

く必要があります。

注意

REPがインターフェイスでイネーブルの場合、デフォルトでは通常のセグメントポートであ
るポートに対してイネーブルになります。

例 次に、通常（非エッジ）セグメントポートで REPを有効にする例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 100

次に、ポートで REPをイネーブルし、そのポートを REPプライマリエッジポートと
して指定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 100 edge primary

次に、ポートで REPをイネーブルし、そのポートを REPセカンダリエッジポートと
して指定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 100 edge

次に、REPをネイバーなしのエッジポートとして有効にする例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep segment 1 edge no-neighbor primary
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rep stcn
セグメントトポロジ変更通知（STCN）を他のインターフェイスまたは他のセグメントに送信
するように Resilient Ethernet Protocol（REP）エッジポートを設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで rep stcnコマンドを使用します。インターフェイスまたはセ
グメントへの STCNの送信タスクを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

rep stcn {interface interface-id | segment segment-id-list}
no rep stcn {interface | segment}

構文の説明 STCNを受信する物理インターフェイスまたはポートチャネルを指定
します。

interface interface-id

STCNを受信する 1つの REPセグメントまたは REPセグメントの一
覧を指定します。セグメントの範囲は 1～ 1024です。また、一連の
セグメント（たとえば3～5、77、100）を設定することもできます。

segment segment-id-list

コマンドデフォルト 他のインターフェイスおよびセグメントへの STCN送信は、無効になっています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 設定を確認するには、特権 EXECモードで show interfaces rep detailコマンドを入力します。

例 次に、セグメント 25～ 50に STCNを送信するようにREPエッジポートを設定する例
を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface TenGigabitEthernet 4/1
Device(config-if)# rep stcn segment 25-50
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revision
マルチスパニングツリー（802.1s）（MST）コンフィギュレーションにリビジョン番号を設定
するには、MSTコンフィギュレーションサブモードで revisionコマンドを使用します。デフォ
ルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

revision version
no revision

構文の説明 設定のリビジョン番号を指定します。有効値は 0～ 65535です。version

コマンドデフォルト version：0

コマンドモード MSTコンフィギュレーションモード（config-mst）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 設定が同じでも、リビジョン番号が異なるデバイスは、2つの異なるリージョンに属している
と見なされます。

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号を設定するのにrevisionコマンドを使用する場
合には注意が必要です。設定を間違えると、スイッチは異なったリージョンに置かれる可能性

があります。

（注）

例 次に、MSTコンフィギュレーショのリビジョン番号を設定する例を示します。
Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)# revision 5
Device(config-mst)#

関連コマンド 説明コマンド

VLANまたは VLANセットをMSTインスタンスに
マッピングします。

instance

MSTリージョンの名前を設定します。name（MSTコンフィギュレーション
サブモード）

スパニングツリーステートに関する情報を表示しま

す。

show spanning-tree

レイヤ 2/3コマンド
86

レイヤ 2/3コマンド
revision



説明コマンド

MSTコンフィギュレーションサブモードを開始しま
す。

spanning-tree mst configuration
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show avb domain
AVBドメインの情報を表示するには、show avb domainコマンドを使用します。

show avb domain

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード（#）

例：

次に、show avb domainコマンドの出力例を示します。

Device# show avb domain

AVB Class-A
Priority Code Point : 3
VLAN : 2
Core ports : 1
Boundary ports : 67

AVB Class-B
Priority Code Point : 2
VLAN : 2
Core ports : 1
Boundary ports : 67

--------------------------------------------------------------------------------
Interface State Delay PCP VID Information
--------------------------------------------------------------------------------
Te1/0/1 down N/A Oper state not up
Te1/0/2 down N/A Oper state not up
Te1/0/3 down N/A Oper state not up
Te1/0/4 down N/A Oper state not up
Te1/0/5 up N/A Port is not asCapable
Te1/0/6 down N/A Oper state not up
Te1/0/7 down N/A Oper state not up
Te1/0/8 down N/A Oper state not up
Te1/0/9 down N/A Oper state not up
Te1/0/10 down N/A Oper state not up
Te1/0/11 down N/A Oper state not up
Te1/0/12 down N/A Oper state not up
Te1/0/13 down N/A Oper state not up
Te1/0/14 down N/A Oper state not up
Te1/0/15 down N/A Oper state not up
Te1/0/16 down N/A Oper state not up
Te1/0/17 down N/A Oper state not up
Te1/0/18 down N/A Oper state not up
Te1/0/19 up N/A Port is not asCapable
Te1/0/20 down N/A Oper state not up
Te1/0/21 down N/A Oper state not up
Te1/0/22 down N/A Oper state not up
Te1/0/23 up N/A Port is not asCapable
Te1/0/24 down N/A Oper state not up
Te1/0/25 down N/A Oper state not up
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Te1/0/26 down N/A Oper state not up
Te1/0/27 down N/A Oper state not up
Te1/0/28 down N/A Oper state not up
Te1/0/29 up N/A Port is not asCapable
Te1/0/30 down N/A Oper state not up
Te1/0/31 down N/A Oper state not up
Te1/0/32 down N/A Oper state not up
Te1/0/33 down N/A Oper state not up
Te1/0/34 down N/A Oper state not up
Te1/0/35 up N/A Port is not asCapable
Te1/0/36 down N/A Oper state not up
Te1/0/37 down N/A Oper state not up
Te1/0/38 down N/A Oper state not up
Te1/0/39 up 507ns

Class- A core 3 2
Class- B core 2 2

Te1/0/40 down N/A Oper state not up
Te1/0/41 down N/A Oper state not up
Te1/0/42 down N/A Oper state not up
Te1/0/43 down N/A Oper state not up
Te1/0/44 down N/A Oper state not up
Te1/0/45 down N/A Oper state not up
Te1/0/46 down N/A Oper state not up
Te1/0/47 down N/A Oper state not up
Te1/0/48 down N/A Oper state not up
Te1/1/1 down N/A Oper state not up
Te1/1/2 down N/A Oper state not up
Te1/1/3 down N/A Oper state not up
Te1/1/4 down N/A Oper state not up
Te1/1/5 down N/A Oper state not up
Te1/1/6 down N/A Oper state not up
Te1/1/7 down N/A Oper state not up
Te1/1/8 down N/A Oper state not up
Te1/1/9 down N/A Oper state not up
Te1/1/10 down N/A Oper state not up
Te1/1/11 down N/A Oper state not up
Te1/1/12 down N/A Oper state not up
Te1/1/13 down N/A Oper state not up
Te1/1/14 down N/A Oper state not up
Te1/1/15 down N/A Oper state not up
Te1/1/16 down N/A Oper state not up
Fo1/1/1 down N/A Oper state not up
Fo1/1/2 down N/A Oper state not up
Fo1/1/3 down N/A Oper state not up
Fo1/1/4 down N/A Oper state not up
.
.
.
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show avb streams
AVBストリームの情報を表示するには、show avb streamsコマンドを使用します。

show avb streams

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード（#）

例：

次に、show avb streamsコマンドの出力例を示します。

Device# show avb streams

Stream ID: 0011.0100.0001:1 Incoming Interface: Te1/1/1
Destination : 91E0.F000.FE00
Class : A
Rank : 1
Bandwidth : 6400 Kbit/s

Outgoing Interfaces:
----------------------------------------------------------------------------
Interface State Time of Last Update Information
----------------------------------------------------------------------------
Te1/1/1 Ready Tue Apr 26 01:25:40.634

Stream ID: 0011.0100.0002:2 Incoming Interface: Te1/1/1
Destination : 91E0.F000.FE01
Class : A
Rank : 1
Bandwidth : 6400 Kbit/s

Outgoing Interfaces:
----------------------------------------------------------------------------
Interface State Time of Last Update Information
----------------------------------------------------------------------------
Te1/1/1 Ready Tue Apr 26 01:25:40.634

.

.

.
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show dot1q-tunnel
IEEE 802.1Qトンネルポートに関する情報を表示するには、EXECモードで show dot1q-tunnel
コマンドを使用します。

show dot1q-tunnel [interface interface-id]

構文の説明 （任意）IEEE 802.1Qトンネリング情報を表示するインターフェイスを
指定します。有効なインターフェイスには、物理ポートとポートチャ

ネルが含まれます。

interface interface-id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1

例 次の例では、show dot1q-tunnelコマンドの出力を示します。

Device# show dot1q-tunnel

dot1q-tunnel mode LAN Port(s)
-----------------------------
Gi1/0/1
Gi1/0/2
Gi1/0/3
Gi1/0/6
Po2

Device# show dot1q-tunnel interface gigabitethernet1/0/1

dot1q-tunnel mode LAN Port(s)
-----------------------------
Gi1/0/1
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show etherchannel
チャネルの EtherChannel情報を表示するには、ユーザ EXECモードで show etherchannelコマ
ンドを使用します。

show etherchannel [{channel-group-number | {detail | port | port-channel | protocol | summary
}}] | [{detail | load-balance | port | port-channel | protocol | summary}]

構文の説明 （任意）チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

（任意）詳細な EtherChannel情報を表示します。detail

（任意）ポートチャネル内のポート間の負荷分散

方式、またはフレーム配布方式を表示します。

load-balance

（任意）EtherChannelポートの情報を表示します。port

（任意）ポートチャネル情報を表示します。port-channel

（任意）EtherChannelで使用されるプロトコルを表
示します。

protocol

（任意）各チャネルグループのサマリーを 1行で
表示します。

summary

コマンドモード ユーザ EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン チャネルグループ番号を指定しない場合は、すべてのチャネルグループが表示されます。

出力では、パッシブポートリストフィールドはレイヤ 3のポートチャネルだけで表示されま
す。このフィールドは、まだ起動していない物理ポートがチャネルグループ内で設定されてい

ること（および間接的にチャネルグループ内で唯一のポートチャネルであること）を意味し

ます。

次に、show etherchannel channel-group-number detailコマンドの出力例を示します。

Device> show etherchannel 1 detail
Group state = L2
Ports: 2 Maxports = 16
Port-channels: 1 Max Port-channels = 16
Protocol: LACP

Ports in the group:
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-------------------
Port: Gi1/0/1
------------
Port state = Up Mstr In-Bndl
Channel group = 1 Mode = Active Gcchange = -
Port-channel = Po1GC = - Pseudo port-channel = Po1
Port index = 0Load = 0x00 Protocol = LACP

Flags: S - Device is sending Slow LACPDUs F - Device is sending fast LACPDU
A - Device is in active mode. P - Device is in passive mode.

Local information:
LACP port Admin Oper Port Port

Port Flags State Priority Key Key Number State
Gi1/0/1 SA bndl 32768 0x1 0x1 0x101 0x3D
Gi1/0/2 A bndl 32768 0x0 0x1 0x0 0x3D

Age of the port in the current state: 01d:20h:06m:04s

Port-channels in the group:
----------------------

Port-channel: Po1 (Primary Aggregator)

Age of the Port-channel = 01d:20h:20m:26s
Logical slot/port = 10/1 Number of ports = 2
HotStandBy port = null
Port state = Port-channel Ag-Inuse
Protocol = LACP

Ports in the Port-channel:

Index Load Port EC state No of bits
------+------+------+------------------+-----------
0 00 Gi1/0/1 Active 0
0 00 Gi1/0/2 Active 0

Time since last port bundled: 01d:20h:24m:44s Gi1/0/2

次に、show etherchannel channel-group-number summaryコマンドの出力例を示しま
す。

Device> show etherchannel 1 summary
Flags: D - down P - in port-channel

I - stand-alone s - suspended
H - Hot-standby (LACP only)
R - Layer3 S - Layer2
u - unsuitable for bundling
U - in use f - failed to allocate aggregator
d - default port

Number of channel-groups in use: 1
Number of aggregators: 1

Group Port-channel Protocol Ports
------+-------------+-----------+----------------------------------------
1 Po1(SU) LACP Gi1/0/1(P) Gi1/0/2(P)

次に、show etherchannel channel-group-number port-channelコマンドの出力例を示し
ます。
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Device> show etherchannel 1 port-channel
Port-channels in the group:
----------------------
Port-channel: Po1 (Primary Aggregator)
------------
Age of the Port-channel = 01d:20h:24m:50s
Logical slot/port = 10/1 Number of ports = 2
Logical slot/port = 10/1 Number of ports = 2
Port state = Port-channel Ag-Inuse
Protocol = LACP

Ports in the Port-channel:

Index Load Port EC state No of bits
------+------+------+------------------+-----------
0 00 Gi1/0/1 Active 0
0 00 Gi1/0/2 Active 0

Time since last port bundled: 01d:20h:24m:44s Gi1/0/2

次に、show etherchannel protocolコマンドの出力例を示します。

Device# show etherchannel protocol
Channel-group listing:
-----------------------
Group: 1
----------
Protocol: LACP
Group: 2
----------
Protocol: PAgP
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show interfaces rep detail
管理 VLANを含む、すべてのインターフェイスまたは指定されたインターフェイスの詳細な
Resilient Ethernet Protocol（REP）の設定およびステータスを表示するには、特権 EXECモード
で show interfaces rep detailコマンドを使用します。

show interfaces [interface-id] rep detail

構文の説明 （任意）ポート IDを表示するために使用される物理インターフェイス。interface-id

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、1つ以上のセグメントまたは 1つのインターフェイスに STCNを送信先する
ために、セグメントエッジポートで入力します。

設定を確認するには、特権 EXECモードで show interfaces rep detailコマンドを入力します。

例 次に、指定されたインターフェイスに関するREP設定とステータスを表示する例を示
します。

Device> enable
Device# show interfaces TenGigabitEthernet4/1 rep detail

TenGigabitEthernet4/1 REP enabled
Segment-id: 3 (Primary Edge)
PortID: 03010015FA66FF80
Preferred flag: No
Operational Link Status: TWO_WAY
Current Key: 02040015FA66FF804050
Port Role: Open
Blocked VLAN: <empty>
Admin-vlan: 1
Preempt Delay Timer: disabled
Configured Load-balancing Block Port: none
Configured Load-balancing Block VLAN: none
STCN Propagate to: none
LSL PDU rx: 999, tx: 652
HFL PDU rx: 0, tx: 0
BPA TLV rx: 500, tx: 4
BPA (STCN, LSL) TLV rx: 0, tx: 0
BPA (STCN, HFL) TLV rx: 0, tx: 0
EPA-ELECTION TLV rx: 6, tx: 5
EPA-COMMAND TLV rx: 0, tx: 0
EPA-INFO TLV rx: 135, tx: 136
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関連コマンド 説明コマンド

REPがHFLメッセージを送信するためのREP管理VLANを設定します。rep admin
vlan
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show l2protocol-tunnel
レイヤ 2プロトコルトンネルポートに関する情報を表示するには、EXECモードで show
l2protocol-tunnelコマンドを使用します。

show l2protocol-tunnel [interface interface-id] summary

構文の説明 （任意）プロトコルトンネリング情報を表示するインターフェイスを指

定します。有効なインターフェイスは物理ポートとポートチャネルで

す。

ポートチャネル範囲は 1～ 128です。

interface interface-id

（任意）レイヤ 2プロトコルサマリー情報だけを表示します。summary

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1

使用上のガイドライン l2protocol-tunnelインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してアクセスまた
は IEEE 802.1Qトンネルポートのレイヤ 2プロトコルトンネリングをイネーブルにした後、次
のパラメータの一部またはすべてを設定できます。

•トンネリングするプロトコルタイプ

•シャットダウンしきい値

•ドロップしきい値

show l2protocol-tunnel interfaceコマンドを入力すると、すべてのパラメータが設定されたアク
ティブポートに関する情報だけが表示されます。

show l2protocol-tunnel summaryコマンドを入力すると、一部またはすべてのパラメータが設
定されたアクティブポートに関する情報だけが表示されます。

例 次に、 show l2protocol-tunnelコマンドの出力例を示します。

Device> show l2protocol-tunnel

COS for Encapsulated Packets: 5
Drop Threshold for Encapsulated Packets: 0

Port Protocol Shutdown Drop Encapsulation Decapsulation Drop
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Threshold Threshold Counter Counter Counter
---------- -------- --------- --------- ------------- ------------- -------------
Gi3/0/3 --- ---- ---- ---- ---- ----

--- ---- ---- ---- ---- ----
--- ---- ---- ---- ---- ----
pagp ---- ---- 0 242500
lacp ---- ---- 24268 242640
udld ---- ---- 0 897960

Gi3/0/4 --- ---- ---- ---- ---- ----
--- ---- ---- ---- ---- ----
--- ---- ---- ---- ---- ----
pagp 1000 ---- 24249 242700
lacp ---- ---- 24256 242660
udld ---- ---- 0 897960

Gi6/0/1 cdp ---- ---- 134482 1344820
--- ---- ---- ---- ---- ----
--- ---- ---- ---- ---- ----
pagp 1000 ---- 0 242500
lacp 500 ---- 0 485320
udld 300 ---- 44899 448980

Gi6/0/2 cdp ---- ---- 134482 1344820
--- ---- ---- ---- ---- ----
--- ---- ---- ---- ---- ----
pagp ---- 1000 0 242700
lacp ---- ---- 0 485220
udld 300 ---- 44899 448980

次に、 show l2protocol-tunnel summaryコマンドの出力例を示します。

Device> show l2protocol-tunnel summary

COS for Encapsulated Packets: 5
Drop Threshold for Encapsulated Packets: 0

Port Protocol Shutdown Drop Status
Threshold Threshold
(cdp/stp/vtp) (cdp/stp/vtp)
(pagp/lacp/udld) (pagp/lacp/udld)

------- ------------- ---------------- ---------------- ----------
Gi3/0/2 pagp lacp udld ----/----/---- ----/----/---- up
Gi4/0/3 pagp lacp udld 1000/ 500/---- ----/----/---- up
Gi9/0/1 pagp ---- ---- ----/----/---- 1000/----/---- down
Gi9/0/2 pagp ---- ---- ----/----/---- 1000/----/---- down
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show lacp
LinkAggregationControl Protocol（LACP）チャネルグループ情報を表示するには、ユーザEXEC
モードで show lacpコマンドを使用します。

show lacp [channel-group-number] {counters | internal | neighbor | sys-id}

構文の説明 （任意）チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

トラフィック情報を表示します。counters

内部情報を表示します。internal

ネイバーの情報を表示します。neighbor

LACPによって使用されるシステム識別子を表示します。システム識
別子は、LACPシステムプライオリティとデバイスMACアドレスで
構成されています。

sys-id

コマンドモード ユーザ EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン show lacpコマンドを入力すると、アクティブなチャネルグループの情報が表示されます。特
定のチャネル情報を表示するには、チャネルグループ番号を指定して show lacpコマンドを入
力します。

チャネルグループを指定しない場合は、すべてのチャネルグループが表示されます。

channel-group-numberを入力すると、sys-id以外のすべてのキーワードでチャネルグループを指
定できます。

次の例では、show lacp countersユーザ EXECコマンドの出力を示します。次の表に、
この出力で表示されるフィールドについて説明します。

Device> show lacp counters
LACPDUs Marker Marker Response LACPDUs

Port Sent Recv Sent Recv Sent Recv Pkts Err
---------------------------------------------------------------------
Channel group:1
Gi2/0/1 19 10 0 0 0 0 0
Gi2/0/2 14 6 0 0 0 0 0
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表 1 : show lacp countersのフィールドの説明

説明フィールド

ポートによって送受信された LACPパケット
数

LACPDUs Sentおよび Recv

ポートによって送受信された LACP Markerパ
ケット数

Marker Sentおよび Recv

ポートによって送受信された LACP Marker応
答パケット数

Marker Response Sentおよび Recv

ポートの LACPによって受信された、未知で
不正なパケット数

LACPDUs Pktsおよび Err

次に、show lacp internalコマンドの出力例を示します。

Device> show lacp 1 internal
Flags: S - Device is requesting Slow LACPDUs

F - Device is requesting Fast LACPDUs
A - Device is in Active mode P - Device is in Passive mode

Channel group 1
LACP port Admin Oper Port Port

Port Flags State Priority Key Key Number State
Gi2/0/1 SA bndl 32768 0x3 0x3 0x4 0x3D
Gi2/0/2 SA bndl 32768 0x3 0x3 0x5 0x3D

次の表に、出力されるフィールドの説明を示します。
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表 2 : show lacp internalのフィールドの説明

説明フィールド

特定のポートの状態。次に使用可能な値を示

します。

• –：ポートの状態は不明です。

• bndl：ポートがアグリゲータに接続され、
他のポートとバンドルされています。

• susp：ポートが中断されている状態で、
アグリゲータには接続されていません。

• hot-sby：ポートがホットスタンバイの状
態です。

• indiv：ポートは他のポートとバンドルで
きません。

• indep：ポートは独立状態です。バンドル
されていませんが、データトラフィック

を処理することができます。この場合、

LACPは相手側ポートで実行されていま
せん。

• down：ポートがダウンしています。

State

ポートのプライオリティ設定。ハードウェア

の制限により互換性のあるすべてのポートを

集約できない場合、LACPはポートプライオ
リティを使用してポートをスタンバイモード

にします。

LACP Port Priority

ポートに割り当てられた管理用のキー。LACP
は自動的に管理用のキー値を生成します（16
進数）。管理キーにより、他のポートととも

に集約されるポートの機能が定義されます。

ポートが他のポートと集約できるかどうかは、

ポートの物理特性（たとえば、データレート

やデュプレックス機能）と設定に指定された

制限によって決定されます。

Admin Key

ポートで使用される実行時の操作キー。LACP
は自動的に値を生成します（16進数）。

Oper Key

ポート番号。Port Number
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説明フィールド

ポートの状態変数。1つのオクテット内で個々
のビットとしてエンコードされ、次のような

意味になります。

• bit0：LACPのアクティビティ

• bit1：LACPのタイムアウト

• bit2：集約

• bit3：同期

• bit4：収集

• bit5：配信

• bit6：デフォルト

• bit7：期限切れ

上のリストでは、bit7がMSBで
bit0は LSBです。

（注）

Port State

次に、show lacp neighborコマンドの出力例を示します。

Device> show lacp neighbor
Flags: S - Device is sending Slow LACPDUs F - Device is sending Fast LACPDUs

A - Device is in Active mode P - Device is in Passive mode

Channel group 3 neighbors

Partner’s information:

Partner Partner Partner
Port System ID Port Number Age Flags
Gi2/0/1 32768,0007.eb49.5e80 0xC 19s SP

LACP Partner Partner Partner
Port Priority Oper Key Port State
32768 0x3 0x3C

Partner’s information:

Partner Partner Partner
Port System ID Port Number Age Flags
Gi2/0/2 32768,0007.eb49.5e80 0xD 15s SP

LACP Partner Partner Partner
Port Priority Oper Key Port State
32768 0x3 0x3C

次に、show lacp sys-idコマンドの出力例を示します。

Device> show lacp sys-id
32765,0002.4b29.3a00
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システム IDは、システムプライオリティおよびシステムMACアドレスで構成されて
います。最初の 2バイトはシステムプライオリティ、最後の 6バイトはグローバルに
管理されているシステム関連の個々のMACアドレスです。
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show loopdetect
ループ検出ガードがイネーブルになっているすべてのインターフェイスの詳細を表示するに

は、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show loopdetectコマンドを使用します。

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1

例 次に、show loopdetectコマンドの出力例を示します。

Device# show loopdetect
Interface Interval Elapsed-Time Port-to-Errdisbale ACTION
--------- -------- ------------ --------------------- ---------
Twe1/0/1 5 3 errdisable Source Port SYSLOG
Twe1/0/20 5 0 errdisable Source Port ERRDISABLE
Twe2/0/3 5 2 errdisable Dest Port ERRDISABLE
Loopdetect is ENABLED

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3 : show loopdetectのフィールドの説明

説明フィールド

ループ検出ガードがイネーブルになっているインターフェイスを表示し

ます。

Interface

ループ検出フレームを送信する間隔の設定を、秒単位で表示します。Interval

ループ検出フレームを送信する間隔の設定内で、経過した時間を表示し

ます。

Elapsed-Time

error-disabledに設定されているポートを表示します。Port-to-Errdisbale

ネットワークループを検出したときにシステムが実行するアクションを

表示します。

Action
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show msrp port bandwidth
Multiple StreamReservation Protocol（MSRP）ポート帯域幅情報を表示するには、show msrp port
bandwidthコマンドを使用します。

show msrp port bandwidth

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード（#）

例：

次に、show msrp port bandwidthコマンドの出力例を示します。

Device# show msrp port bandwidth

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet Capacity Assigned Available Reserved
Interface (Kbit/s) A | B A | B A | B
--------------------------------------------------------------------------------
Te1/0/1 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/2 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/3 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/4 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/5 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/6 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/8 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/9 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/10 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/11 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/12 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/13 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/14 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/15 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/16 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/17 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/18 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/19 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/20 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/21 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/22 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/23 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/0/24 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Gi1/1/1 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Gi1/1/2 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Gi1/1/3 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Gi1/1/4 1000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/1 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/2 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/3 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/4 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/5 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/6 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/7 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Te1/1/8 10000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
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Fo1/1/1 40000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
Fo1/1/2 40000000 75 | 0 75 | 75 0 | 0
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show msrp streams
Multiple Stream Reservation Protocol（MSRP）ストリームに関する情報を表示するには、show
msrp streamsコマンドを使用します。

show msrp streams [ detailed | brief ]

構文の説明 MSRPストリームの詳細情報を表示します。detailed

MSRPストリームの概要情報を表示します。brief

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード（#）

例：

次に、show msrp streamsコマンドの出力例を示します。

Device# show msrp streams

--------------------------------------------------------------------------------
Stream ID Talker Listener
Advertise Fail Ready ReadyFail AskFail
R | D R | D R | D R | D R | D
--------------------------------------------------------------------------------
yy:yy:yy:yy:yy:yy:0001 1 | 2 0 | 0 1 | 0 0 | 1 1 | 0
zz:zz:zz:zz:zz:zz:0002 1 | 0 0 | 1 1 | 0 0 | 0 0 | 1

次に、show msrp streams detailedコマンドの出力例を示します。

Device# show msrp streams detailed

Stream ID: 0011.0100.0001:1
Stream Age: 01:57:46 (since Mon Apr 25 23:41:11.413)
Create Time: Mon Apr 25 23:41:11.413
Destination Address: 91E0.F000.FE00
VLAN Identifier: 1
Data Frame Priority: 3 (Class A)
MaxFrameSize: 100
MaxIntervalFrames: 1 frames/125us
Stream Bandwidth: 6400 Kbit/s
Rank: 1
Received Accumulated Latency: 20
Stream Attributes Table:
----------------------------------------------------------------------------
Interface Attr State Direction Type
----------------------------------------------------------------------------
Gi1/0/1 Register Talker Advertise
Attribute Age: 01:57:46 (since Mon Apr 25 23:41:11.413)
MRP Applicant: Very Anxious Observer, send None
MRP Registrar: In
Accumulated Latency: 20
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----
Te1/1/1 Declare Talker Advertise
Attribute Age: 00:19:52 (since Tue Apr 26 01:19:05.525)
MRP Applicant: Quiet Active, send None
MRP Registrar: In
Accumulated Latency: 20

----
Te1/1/1 Register Listener Ready
Attribute Age: 00:13:17 (since Tue Apr 26 01:25:40.635)
MRP Applicant: Very Anxious Observer, send None
MRP Registrar: In

----
Gi1/0/1 Declare Listener Ready
Attribute Age: 00:13:17 (since Tue Apr 26 01:25:40.649)
MRP Applicant: Quiet Active, send None
MRP Registrar: In

次に、show msrp streams briefコマンドの出力例を示します。

Device# show msrp streams brief

Legend: R = Registered, D = Declared.
--------------------------------------------------------------------------------
Stream ID Destination Bandwidth Talkers Listeners Fail

Address (Kbit/s) R | D R | D
--------------------------------------------------------------------------------
0011.0100.0001:1 91E0.F000.FE00 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0002:2 91E0.F000.FE01 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0003:3 91E0.F000.FE02 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0004:4 91E0.F000.FE03 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0005:5 91E0.F000.FE04 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0006:6 91E0.F000.FE05 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0007:7 91E0.F000.FE06 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0008:8 91E0.F000.FE07 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.0009:9 91E0.F000.FE08 6400 1 | 1 1 | 1 No
0011.0100.000A:10 91E0.F000.FE09 6400 1 | 1 1 | 1 No

レイヤ 2/3コマンド
108

レイヤ 2/3コマンド
show msrp streams



show pagp
ポート集約プロトコル（PAgP）のチャネルグループ情報を表示するには、EXECモードで show
pagpコマンドを使用します。

show pagp [channel-group-number] {counters | dual-active | internal | neighbor}

構文の説明 （任意）チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

トラフィック情報を表示します。counters

デュアルアクティブステータスが表示されます。dual-active

内部情報を表示します。internal

ネイバーの情報を表示します。neighbor

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン show pagpコマンドを入力すると、アクティブなチャネルグループの情報が表示されます。非
アクティブポートチャネルの情報を表示するには、チャネルグループ番号を指定してshowpagp
コマンドを入力します。

例 次に、show pagp 1 countersコマンドの出力例を示します。

Device> show pagp 1 counters
Information Flush

Port Sent Recv Sent Recv
----------------------------------------
Channel group: 1
Gi1/0/1 45 42 0 0
Gi1/0/2 45 41 0 0

次に、show pagp dual-activeコマンドの出力例を示します。

Device> show pagp dual-active
PAgP dual-active detection enabled: Yes
PAgP dual-active version: 1.1

Channel group 1
Dual-Active Partner Partner Partner

Port Detect Capable Name Port Version
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Gi1/0/1 No -p2 Gi3/0/3 N/A
Gi1/0/2 No -p2 Gi3/0/4 N/A

<output truncated>

次に、show pagp 1 internal コマンドの出力例を示します。

Device> show pagp 1 internal
Flags: S - Device is sending Slow hello. C - Device is in Consistent state.

A - Device is in Auto mode.
Timers: H - Hello timer is running. Q - Quit timer is running.

S - Switching timer is running. I - Interface timer is running.

Channel group 1
Hello Partner PAgP Learning Group

Port Flags State Timers Interval Count Priority Method Ifindex
Gi1/0/1 SC U6/S7 H 30s 1 128 Any 16
Gi1/0/2 SC U6/S7 H 30s 1 128 Any 16

次に、show pagp 1 neighborコマンドの出力例を示します。

Device> show pagp 1 neighbor

Flags: S - Device is sending Slow hello. C - Device is in Consistent state.
A - Device is in Auto mode. P - Device learns on physical port.

Channel group 1 neighbors
Partner Partner Partner Partner Group

Port Name Device ID Port Age Flags Cap.
Gi1/0/1 -p2 0002.4b29.4600 Gi01//1 9s SC 10001
Gi1/0/2 -p2 0002.4b29.4600 Gi1/0/2 24s SC 10001
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show platform etherchannel
プラットフォーム依存 EtherChannel情報を表示するには、特権 EXECモードで show platform
etherchannelコマンドを使用します。

show platform etherchannel channel-group-number {group-mask | load-balance mac src-mac
dst-mac [ip src-ip dst-ip [port src-port dst-port]]} [switch switch-number]

構文の説明 チャネルグループ番号。

指定できる範囲は 1～ 128です。

channel-group-number

EtherChannelグループマスクを表示します。group-mask

EtherChannelロードバランシングのハッシュアルゴリズムをテストし
ます。

load-balance

送信元と宛先のMACアドレスを指定します。mac src-mac
dst-mac

（任意）送信元と宛先の IPアドレスを指定します。ip src-ip dst-ip

（任意）送信元と宛先のレイヤポート番号を指定します。port src-port
dst-port

（任意）スタックメンバを指定します。switch
switch-number

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、テクニカルサポート担当者とともに問題解決を行う場合にだけ使用してくだ

さい。

テクニカルサポート担当者がこのコマンドの使用を推奨した場合以外には使用しないでくださ

い。
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show platform hardware fed active vlan ingress
特定の VLANに対してネイティブ VLANタギングが有効になっているか無効になっているか
を表示するには、以下を使用します。 show platform hardware fed active vlan ingress

show platform hardware fed active vlan vlan ID ingress

構文の説明

説明構文

VLAN IDを指定します。vlan vlan ID

入力方向のスパニングツリープロトコル

（STP）状態情報を指定します。
ingress

コマンドモード 特権 EXECモード（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1

例

次に、show platform hardware fed active vlan ingressコマンドの出力例を示します。

Device# show platform hardware fed active vlan 1 ingress
VLAN STP State in hardware

vlan id is:: 1

Interfaces in forwarding state: : Hu1/0/45(Tagged)

flood list: : Hu1/0/45
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show platform pm
プラットフォーム依存のポートマネージャ情報を表示するには、特権 EXECモードで show
platform pmコマンドを使用します。

show platform pm {etherchannel channel-group-number group-mask | interface-numbers |
port-data interface-id | port-state}

構文の説明 指定されたチャネルグループの EtherChannelグループマ
スクテーブルを表示します。

指定できる範囲は 1～ 128です。

etherchannel channel-group-number
group-mask

インターフェイス番号情報を表示します。interface-numbers

指定されたインターフェイスのポートデータ情報を表示し

ます。

port-data interface-id

ポートの状態情報を表示します。port-state

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、テクニカルサポート担当者とともに問題解決を行う場合にだけ使用してくだ

さい。

テクニカルサポート担当者がこのコマンドの使用を推奨した場合以外には使用しないでくださ

い。
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show platform software fed active ptp interface loopback
指定したループバックインターフェイスの Precision Time Protocol（PTP）接続の詳細およびイ
ベントを表示するには、特権 EXECモードで show platform software fed active ptp interface
loopbackコマンドを使用します。

show platform software fed active php interface value

構文の説明 ループバックインターフェイス番号。サポー

トされるセッションの最大数は 127です。
value

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

例 次に、show platform software fed active ptp interface loopbackコマンドの出力例を示し
ます。

Device> enable
Device# show platform software fed active ptp interface loopback 0
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show platform software fed switch ptp
ポートの PTPステータスに関する情報を表示するには、show platform software fed switch ptp
コマンドを使用します。

show platform software fed switch{ switch-number| active| standby} ptp{ domain domain-value
| if-id value | test }

構文の説明 スイッチに関する情報を表示します。

switch-number引数の有効な値は 0～ 9です。
switch switch-number

スイッチのアクティブインスタンスに関する

情報を表示します。

active

スイッチのスタンバイインスタンスに関する

情報を表示します。

standby

指定したドメインに関する情報を表示します。domain domain-value

指定したインターフェイスに関する情報を表

示します。

if-id value

PTPテストを実行します。test

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード（#）

例：

次に、show platform software fed switch active ptp if-id 0x20コマンドの出力例を示します。

Device# show platform software fed switch active ptp if-id 0x20

Displaying port data for if_id 20
=======================================

Port Mac Address 04:6C:9D:4E:3A:9A
Port Clock Identity 04:6C:9D:FF:FE:4E:3A:80
Port number 28
PTP Version 2
domain_value 0
dot1as capable: FALSE
sync_recpt_timeout_time_interval 375000000 nanoseconds
sync_interval 125000000 nanoseconds
neighbor_rate_ratio 0.000000
neighbor_prop_delay 0 nanoseconds
compute_neighbor_rate_ratio: TRUE
compute_neighbor_prop_delay: TRUE
port_enabled: TRUE
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ptt_port_enabled: TRUE
current_log_pdelay_req_interval 0
pdelay_req_interval 0 nanoseconds
allowed_lost_responses 3
neighbor_prop_delay_threshold 2000 nanoseconds
is_measuring_delay : FALSE
Port state: : MASTER
sync_seq_num 22023
delay_req_seq_num 23857
num sync messages transmitted 0
num sync messages received 0
num followup messages transmitted 0
num followup messages received 0
num pdelay requests transmitted 285695
num pdelay requests received 0
num pdelay responses transmitted 0
num pdelay responses received 0
num pdelay followup responses transmitted 0
num pdelay followup responses received 0
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show ptp brief
インターフェイスの PTPの簡単なステータスを表示するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで show ptp briefコマンドを使用します。

show ptp brief

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次に、show ptp briefコマンドの出力例を示します。

Device# show ptp brief

Interface Domain PTP State
FortyGigabitEthernet1/1/1 0 FAULTY
FortyGigabitEthernet1/1/2 0 SLAVE
GigabitEthernet1/1/1 0 FAULTY
GigabitEthernet1/1/2 0 FAULTY
GigabitEthernet1/1/3 0 FAULTY
GigabitEthernet1/1/4 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/1 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/2 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/3 0 MASTER
TenGigabitEthernet1/0/4 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/5 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/6 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/7 0 MASTER
TenGigabitEthernet1/0/8 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/9 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/10 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/11 0 MASTER
TenGigabitEthernet1/0/12 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/13 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/14 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/15 0 FAULTY
TenGigabitEthernet1/0/16 0 FAULTY
.
.
.

関連コマンド 説明コマンド

PTPクロック情報を表示します。show ptp clock

親クロックの情報を表示します。show ptp parent

PTPポート情報を表示します。show ptp port
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説明コマンド

PTPクロックタイムのプロパティを表示しま
す。

show ptp time-property
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show ptp clock
PTPクロック情報を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモードで show ptp
clockコマンドを使用します。

show ptp clock

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次に、show ptp clockコマンドの出力例を示します。

Device# show ptp clock

PTP CLOCK INFO
PTP Device Type: Boundary clock
PTP Device Profile: IEEE 802/1AS Profile
Clock Identity: 0x4:6C:9D:FF:FE:4F:95:0
Clock Domain: 0
Number of PTP ports: 38
PTP Packet priority: 4
Priority1: 128
Priority2: 128
Clock Quality:

Class: 248
Accuracy: Unknown
Offset (log variance): 16640

Offset From Master(ns): 0
Mean Path Delay(ns): 0
Steps Removed: 3
Local clock time: 00:12:13 UTC Jan 1 1970

-----------------------------------------------------------

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの PTPの簡易ステータスを
表示します。

show ptp brief

親クロックの情報を表示します。show ptp parent

PTPポート情報を表示します。show ptp port

PTPクロックタイムのプロパティを表示しま
す。

show ptp time-property
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show ptp parent
PTP親クロック情報を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモードで show ptp
parentコマンドを使用します。

show ptp parent

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次に、show ptp parentコマンドの出力例を示します。

Device# show ptp parent

Steps Removed: 3
Local clock time: 00:12:13 UTC Jan 1 1970

---------------------------------------------------------------------------

This command can be used to view the parent clock information.

Device#show ptp parent

PTP PARENT PROPERTIES
Parent Clock:
Parent Clock Identity: 0xB0:7D:47:FF:FE:9E:B6:80
Parent Port Number: 3
Observed Parent Offset (log variance): 16640
Observed Parent Clock Phase Change Rate: N/A

Grandmaster Clock:
Grandmaster Clock Identity: 0x4:6C:9D:FF:FE:67:3A:80
Grandmaster Clock Quality:

Class: 248
Accuracy: Unknown
Offset (log variance): 16640
Priority1: 0
Priority2: 128

---------------------------------------------------------------------------

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの PTPの簡易ステータスを
表示します。

show ptp brief

PTPクロック情報を表示します。show ptp clock
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説明コマンド

PTPポート情報を表示します。show ptp port

PTPクロックタイムのプロパティを表示しま
す。

show ptp time-property
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show ptp port
PTPポート情報を表示するには、グローバルコンフィギュレーションモードで show ptp port
コマンドを使用します。

show ptp port

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.8.1a

例 次に、show ptp portコマンドの出力例を示します。

Device# show ptp port

PTP PORT DATASET: FortyGigabitEthernet1/1/1
Port identity: clock identity: 0x4:6C:9D:FF:FE:4E:3A:80
Port identity: port number: 1
PTP version: 2
Port state: FAULTY
Delay request interval(log mean): 5
Announce receipt time out: 3
Peer mean path delay(ns): 0
Announce interval(log mean): 1
Sync interval(log mean): 0
Delay Mechanism: End to End
Peer delay request interval(log mean): 0
Sync fault limit: 500000000

PTP PORT DATASET: FortyGigabitEthernet1/1/2
Port identity: clock identity: 0x4:6C:9D:FF:FE:4E:3A:80
Port identity: port number: 2
PTP version: 2
Port state: FAULTY
Delay request interval(log mean): 5
Announce receipt time out: 3
Peer mean path delay(ns): 0
Announce interval(log mean): 1
--More—

----------------------------------------------------------------------------------

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの PTPの簡易ステータスを
表示します。

show ptp brief

PTPクロック情報を表示します。show ptp clock
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説明コマンド

親クロックの情報を表示します。show ptp parent

PTPクロックタイムのプロパティを表示しま
す。

show ptp time-property
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show ptp port loopback
ループバックインターフェイスの Precision Time Protocol（PTP）設定を表示するには、特権
EXECモードで show ptp port loopbackコマンドを使用します。

show ptp port loopback value

構文の説明 ループバックインターフェイス番号。サポー

トされるセッションの最大数は 127です。
value

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

例 次に、show ptp port loopbackコマンドの出力例を示します。

Device> enable
Device# show ptp port loopback
PTP PORT DATASET: Loopback0
Port identity: clock identity: 0xF8:F:6F:FF:FE:CB:4D:C0
Port identity: port number: 34818
PTP version: 2
PTP port number: 2
PTP slot number: 17
Port state: SLAVE
Delay request interval(log mean): 0
Announce receipt time out: 3
Neighbor prop delay(ns): 0
Announce interval(log mean): 0
Sync interval(log mean): -2
Delay Mechanism: End to End
Peer delay request interval(log mean): 0
Sync fault limit: 500000000

ptp role primary : Disabled
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show ptp transport properties
PrecisionTimeProtocol（PTP）プロファイルとそのプロパティを表示するには、特権EXECモー
ドで show ptp transport propertiesコマンドを使用します。

show ptp transport properties

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

例 次に、show ptp transport propertiesコマンドの出力例を示します。

Device> enable
Device# show ptp transport properties
Profile Property flow1 extended to : Dot1as
S.No Transport Interface SourceIP Vrf PeerIp Ptp State
---- --------- --------------- --------------- ---------- --------------- ---------------

1 IPv4 Loopback0 4.4.4.4 192.168.2.2 SLAVE
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show rep topology
セグメント、またはセグメント内のプライマリおよびセカンダリエッジポートを含むすべての

セグメントの Resilient Ethernet Protocol（REP）トポロジ情報を表示するには、特権 EXECモー
ドで show rep topologyコマンドを使用します。

show rep topology [segment segment-id] [archive] [detail]

構文の説明 （任意）REPトポロジ情報を表示するセグメントを指定します。
セグメント IDの範囲は 1～ 1024です。

segment segment-id

（任意）セグメントの前のトポロジを表示します。このキーワー

ドは、リンク障害のトラブルシューティングに役立ちます。

archive

（任意）REPトポロジの詳細情報を表示します。detail

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、show rep topologyコマンドの出力例を示します。

Device# show rep topology

REP Segment 1
BridgeName PortName Edge Role
---------------- ---------- ---- ----
10.64.106.63 Te5/4 Pri Open
10.64.106.228 Te3/4 Open
10.64.106.228 Te3/3 Open
10.64.106.67 Te4/3 Open
10.64.106.67 Te4/4 Alt
10.64.106.63 Te4/4 Sec Open

REP Segment 3
BridgeName PortName Edge Role
---------------- ---------- ---- ----
10.64.106.63 Gi50/1 Pri Open
SVT_3400_2 Gi0/3 Open
SVT_3400_2 Gi0/4 Open
10.64.106.68 Gi40/2 Open
10.64.106.68 Gi40/1 Open
10.64.106.63 Gi50/2 Sec Alt

次に、show rep topology detailコマンドの出力例を示します。

Device# show rep topology detail

REP Segment 1
10.64.106.63, Te5/4 (Primary Edge)

レイヤ 2/3コマンド
126

レイヤ 2/3コマンド
show rep topology



Open Port, all vlans forwarding
Bridge MAC: 0005.9b2e.1700
Port Number: 010
Port Priority: 000
Neighbor Number: 1 / [-6]

10.64.106.228, Te3/4 (Intermediate)
Open Port, all vlans forwarding
Bridge MAC: 0005.9b1b.1f20
Port Number: 010
Port Priority: 000
Neighbor Number: 2 / [-5]

10.64.106.228, Te3/3 (Intermediate)
Open Port, all vlans forwarding
Bridge MAC: 0005.9b1b.1f20
Port Number: 00E
Port Priority: 000
Neighbor Number: 3 / [-4]

10.64.106.67, Te4/3 (Intermediate)
Open Port, all vlans forwarding
Bridge MAC: 0005.9b2e.1800
Port Number: 008
Port Priority: 000
Neighbor Number: 4 / [-3]

10.64.106.67, Te4/4 (Intermediate)
Alternate Port, some vlans blocked
Bridge MAC: 0005.9b2e.1800
Port Number: 00A
Port Priority: 000
Neighbor Number: 5 / [-2]

10.64.106.63, Te4/4 (Secondary Edge)
Open Port, all vlans forwarding
Bridge MAC: 0005.9b2e.1700
Port Number: 00A
Port Priority: 000
Neighbor Number: 6 / [-1]
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show spanning-tree
指定されたスパニングツリーインスタンスのスパニングツリー情報を表示するには、特権

EXECモードで show spanning-treeコマンドを使用します。

show spanning-tree [bridge-group] [{ active | backbonefast | blockedports | bridge [id] | detail |
inconsistentports | instances | interface interface-type interface-number | mst [{ list | configuration
[digest] }] | pathcost method | root | summary [totals] | uplinkfast | vlan vlan-id }]

構文の説明 （任意）ブリッジグループ番号を指定します。指定できる範囲は 1
～ 255です。

bridge-group

（任意）アクティブインターフェイスに関するスパニングツリー情

報だけを表示します。

active

（任意）スパニングツリーBackboneFastステータスを表示します。backbonefast

（任意）ブロックされたポート情報を表示します。blockedports

（任意）このスイッチのステータスおよび設定を表示します。bridge

（任意）ステータスおよび設定の詳細を表示します。detail

（任意）不整合ポートに関する情報を表示します。inconsistentports

（任意）最大 STPインスタンスに関する情報を表示します。instances

（任意）インターフェイスのタイプおよび番号を指定します。各イ

ンターフェイス識別子は、前後のものとの区切りを示すためにス

ペースを使用して入力します。インターフェイスの範囲は入力でき

ません。有効なインターフェイスには、物理ポートおよび仮想LAN
（VLAN）があります。有効な値については、「使用上のガイドラ
イン」を参照してください。

interface interface-type
interface-number

（任意）複数のスパニングツリーを指定します。mst

（任意）複数のスパニングツリーインスタンスのリストを指定しま

す。

list

（任意）マルチスパニングツリーの現在のリージョン設定を表示し

ます。

configuration digest

（任意）使用されているデフォルトパスコスト計算方式を表示し

ます。有効な値については、「使用上のガイドライン」セクション

を参照してください。

pathcost method

（任意）ルートスイッチのステータスおよび設定を表示します。root
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（任意）ポートステートのサマリーを指定します。summary

（任意）スパニングツリーステートセクションのすべての行を表

示します。

totals

（任意）スパニングツリー UplinkFastステータスを表示します。uplinkfast

（任意）VLAN IDを指定します。指定できる範囲は 1～ 4094で
す。

vlan-idの値を省略すると、このコマンドはすべての VLANのスパ
ニングツリーインスタンスに適用されます。

vlan vlan-id

（任意）スパニングツリーブリッジを識別します。id

（任意）インターフェイスに関連付けられたイーサネットチャネル

を識別します。

port-channel number

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン show spanning-treeコマンドで使用できるキーワードおよび引数は、ご使用のプラットフォー
ムおよび設置されて動作可能なネットワークモジュールによって異なります。

257～ 282の port-channel number値は、コンテントスイッチングモジュール（CSM）および
ファイアウォールサービスモジュール（FWSM）でのみサポートされています。

interface-number引数では、モジュールおよびポート番号を指定します。interface-numberの有
効な値は、指定するインターフェイスタイプと、使用するシャーシおよびモジュールによって

異なります。たとえば、13スロットシャーシに48ポート10/100BASE-Tイーサネットモジュー
ルが搭載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイスを指定すると、モ

ジュール番号の有効値は 2～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になります。

多数のVLANが存在し、スパニングツリーのアクティブステートをチェックする場合は、show
spanning-tree summary totalコマンドを入力します。VLANのリストをスクロールしなくても
VLANの総数を表示できます。

キーワード pathcoast methodの有効値は次のとおりです。

• append：（アペンド動作をサポートしている）URLにリダイレクト出力をアペンドしま
す。

• begin：一致した行から開始します。

• exclude：一致した行を除外します。
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• include：一致した行を含みます。

• redirect：URLに出力をリダイレクトします。

• tee：URLに出力をコピーします。

VLANまたはインターフェイスに対して show spanning-treeコマンドを実行すると、スイッチ
ルータは VLANまたはインターフェイスのさまざまなポートステートを表示します。スパニ
ングツリーの有効なポートステートは、learning、forwarding、blocking、disabled、および loopback
です。

Device#
show spanning-tree
VLAN0001
Spanning tree enabled protocol rstp
Root ID Priority 32769

Address 5c71.0dfe.8380
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 32769 (priority 32768 sys-id-ext 1)
Address 5c71.0dfe.8380
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300 sec

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
Gi1/0/1 Desg FWD 20000 128.1 P2p
Gi1/0/18 Desg FWD 20000 128.18 P2p
Gi1/0/21 Desg FWD 20000 128.21 P2p
Te1/0/25 Desg FWD 20000 128.25 P2p
Te1/0/37 Desg FWD 2000 128.37 P2p
Te1/0/38 Desg FWD 2000 128.38 P2p
Te1/0/45 Desg FWD 20000 128.45 P2p
Te1/0/48 Desg FWD 20000 128.48 P2p

ポートステートの定義については、以下の表を参照してください。

表 4 : show spanning-tree vlanコマンドのポートステート

定義フィールド

ブロック：ポートがBPDUパケットを送信およびリッスンしているが、トラフィッ
クを転送していない。

BLK

無効：ポートがBPDUパケットを送信およびリッスンしておらず、トラフィック
を転送していない。

DIS

転送：ポートがBPDUパケットを送信およびリッスンし、トラフィックを転送し
ている。

FWD

ループバック：ポートが自身の BPDUパケットを再受信する。LBK

リスニング：ポートスパニングツリーが最初にルートブリッジ用のBPDUパケッ
トのリスニングを開始する。

LIS
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定義フィールド

ラーニング：ポートが BPDUパケットのプロポーザルビットを設定し、送信す
る。

LRN

次の例では、インターフェイス情報のサマリーを表示する方法を示します。

Device#
show spanning-tree
VLAN0001
Spanning tree enabled protocol rstp
Root ID Priority 32769

Address 6cb2.ae4a.4fc0
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 32769 (priority 32768 sys-id-ext 1)
Address 6cb2.ae4a.4fc0
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300 sec

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
Fif1/0/17 Desg FWD 2000 128.17 P2p
Fif1/0/19 Desg FWD 800 128.19 P2p
Fif1/0/21 Desg FWD 2000 128.21 P2p
Fif1/0/23 Desg FWD 2000 128.23 P2p
TwoH1/0/42 Desg FWD 500 128.42 P2p
Fou1/0/44 Desg FWD 50 128.44 P2p
Fif2/0/17 Back BLK 2000 128.185 P2p
Fif2/0/19 Back BLK 800 128.187 P2p
Fif2/0/21 Back BLK 2000 128.189 P2p
Fif2/0/23 Back BLK 2000 128.191 P2p
Fou2/0/43 Desg FWD 50 128.211 P2p
Fou2/0/44 Back BLK 50 128.212 P2p
Hu5/0/13 Desg FWD 500 128.685 P2p
Hu5/0/15 Desg FWD 500 128.687 P2p
Hu5/0/21 Back BLK 500 128.693 P2p
Hu5/0/23 Back BLK 500 128.695 P2p
Fou6/0/27 Back BLK 50 128.867 P2p
Hu6/0/29 Desg FWD 200 128.869 P2p
Hu6/0/30 Back BLK 200 128.870 P2p

次の表に、この例で表示されるフィールドについて説明します。

表 5 : show spanning-treeコマンド出力のフィールド

定義フィールド

ポート IDおよびプライオリティ番号Port ID Prio.Nbr

ポートコストCost

ステータス情報。Sts

次に、現在のブリッジのスパニングツリー情報だけを表示する例を示します。
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Device# show spanning-tree bridge

Hello Max Fwd
Vlan Bridge ID Time Age Dly Protocol
---------------- --------------------------------- ----- --- --- --------
VLAN0001 32769 (32768, 1) 5c71.0dfe.8380 2 20 15 rstp

次に、インターフェイスに関する詳細情報を表示する例を示します。

Device#
show spanning-tree detail
VLAN0001 is executing the rstp compatible Spanning Tree protocol
Bridge Identifier has priority 32768, sysid 1, address 5c71.0dfe.8380
Configured hello time 2, max age 20, forward delay 15, transmit hold-count 6
We are the root of the spanning tree
Topology change flag not set, detected flag not set
Number of topology changes 27 last change occurred 4d19h ago

from TenGigabitEthernet1/0/48
Times: hold 1, topology change 35, notification 2

hello 2, max age 20, forward delay 15
Timers: hello 0, topology change 0, notification 0, aging 300

Port 1 (GigabitEthernet1/0/1) of VLAN0001 is designated forwarding
Port path cost 20000, Port priority 128, Port Identifier 128.1.
Designated root has priority 32769, address 5c71.0dfe.8380
Designated bridge has priority 32769, address 5c71.0dfe.8380
Designated port id is 128.1, designated path cost 0
Timers: message age 0, forward delay 0, hold 0
Number of transitions to forwarding state: 1
Link type is point-to-point by default
BPDU: sent 208695, received 1

Port 18 (GigabitEthernet1/0/18) of VLAN0001 is designated forwarding
!
!
<<output truncated>>

次に、ポートステートのサマリーを表示する例を示します。

Device#
show spanning-tree summary
Switch is in rapid-pvst mode
Root bridge for: VLAN0001
Extended system ID is enabled
Portfast Default is disabled
PortFast BPDU Guard Default is disabled
Portfast BPDU Filter Default is disabled
Loopguard Default is disabled
EtherChannel misconfig guard is enabled
UplinkFast is disabled
BackboneFast is enabled but inactive in rapid-pvst mode
Configured Pathcost method used is long

Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
VLAN0001 1 0 0 26 27
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
1 vlan 1 0 0 26 27

次の例では、スパニングツリーステートセクションのすべての行を表示する方法を示

します。
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Device#
show spanning-tree summary total Switch is in rapid-pvst mode
Root bridge for: VLAN0001
Extended system ID is enabled
Portfast Default is disabled
PortFast BPDU Guard Default is disabled
Portfast BPDU Filter Default is disabled
Loopguard Default is disabled
EtherChannel misconfig guard is enabled
UplinkFast is disabled
BackboneFast is enabled but inactive in rapid-pvst mode
Configured Pathcost method used is long

Name Blocking Listening Learning Forwarding STP Active
---------------------- -------- --------- -------- ---------- ----------
1 vlan 1 0 0 26 27

次に、特定の VLANのスパニングツリーに関する情報を表示する例を示します。

Device#
show spanning-tree vlan 200
VLAN0001
Spanning tree enabled protocol rstp
Root ID Priority 32769

Address 5c71.0dfe.8380
This bridge is the root
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec

Bridge ID Priority 32769 (priority 32768 sys-id-ext 1)
Address 5c71.0dfe.8380
Hello Time 2 sec Max Age 20 sec Forward Delay 15 sec
Aging Time 300 sec

Interface Role Sts Cost Prio.Nbr Type
------------------- ---- --- --------- -------- --------------------------------
Gi1/0/1 Desg FWD 20000 128.1 P2p
Gi1/0/18 Desg FWD 20000 128.18 P2p
Gi1/0/21 Desg FWD 20000 128.21 P2p
Te1/0/25 Desg FWD 20000 128.25 P2p
Te1/0/37 Desg FWD 2000 128.37 P2p
Te1/0/38 Desg FWD 2000 128.38 P2p
Te1/0/45 Desg FWD 20000 128.45 P2p
Te1/0/48 Desg FWD 20000 128.48 P2p
!
!
<<output truncated>>

次の表に、この例で表示されるフィールドについて説明します。

表 6 : show spanning-tree vlanコマンドの出力フィールド

定義フィールド

現在の802.1wロール。有効値は、Boun（boundary）、Desg（designated）、Root、
Altn（alternate）、および Back（backup）です。

Role

スパニングツリーステート：有効値は BKN*（broken）1、BLK（blocking）、
DWN（down）、LTN（listening）、LBK（listening）、LRN（learning）、および
FWD（learning）です。

Sts
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定義フィールド

ポートコストCost

ポートプライオリティとポート番号で構成されるポート IDPrio.Nbr

ステータス情報。有効値は次のとおりです。

• P2p/Shr：スパニングツリーは、このインターフェイスを（共有された）ポ
イントツーポイントインターフェイスと見なします。

• Edge：PortFastが設定され（defaultコマンドをグローバルに使用して、また
は直接インターフェイス上でのいずれか）、BPDUは受信されていません。

• *ROOT_Inc、*LOOP_Inc、*PVID_Inc、および *TYPE_Inc：ポートは不整合
のため故障状態（BKN*）です。ポートは（それぞれ）ルート不整合、ルー
プガード不整合、PVID（ポートVLAN ID）不整合、またはタイプ不整合で
す。

• Bound(type)：MSTモードで、境界ポートを識別し、ネイバーのタイプ（STP、
RSTP、または PVST）を指定します。

• Peer(STP)：PVRST rapid-pvstモードで、前のバージョンの 802.1Dブリッジ
に接続されているポートを識別します。

Status

1 *については、ステータスフィールドの定義を参照
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show spanning-tree mst
マルチスパニングツリー（MST）プロトコルを表示するには、特権 EXECモードで show
spanning-tree mstコマンドを使用します。

show spanning-tree mst [{ configuration [digest] | instance-id-number }] [ interface interface ] [
detail ] [ service instance ]

構文の説明 （任意）インスタンス ID番号。有効な範囲は 0～ 4094です。instance-id-number

（任意）MSTプロトコルに関する詳細情報を表示します。detail

（任意）インターフェイスに関する情報を表示します。有効な数値につ

いては、「「使用上のガイドライン」」セクションを参照してください。

interface

（任意）リージョンコンフィギュレーション情報を表示します。configuration

（任意）現在のMST設定 ID（MSTCI）に含まれるMessage Digest 5
（MD5）アルゴリズムに関する情報を表示します。

digest

（任意）インターフェイスタイプに関する情報を表示します。interface

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン interface引数の有効値は、指定したインターフェイスタイプおよび使用されているシャーシお
よびモジュールによって決まります。たとえば、13スロットシャーシに48ポート10/100BASE-T
イーサネットモジュールが搭載されている場合に、ギガビットイーサネットインターフェイ

スを指定すると、モジュール番号の有効値は 2～ 13、ポート番号の有効値は 1～ 48になりま
す。

port-channel numberの有効値は、1～ 282の範囲の最大 64個の値です。257～ 282の
port-channelnumber値は、コンテントスイッチングモジュール（CSM）およびファイアウォー
ルサービスモジュール（FWSM）でのみサポートされています。

vlanの有効値は 1～ 4094です。

show spanning-tree mst configuration コマンドの出力表示に、警告メッセージが表示されるこ
とがあります。このメッセージは、セカンダリ VLANを、関連付けられているプライマリ
VLANと同じインスタンスにマッピングしなかった場合に表示されます。表示には、関連付け
られているプライマリVLANと同じインスタンスにマッピングされていないセカンダリVLAN
のリストが含まれます。警告メッセージは次のとおりです。
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These secondary vlans are not mapped to the same instance as their primary:
-> 3

出力がポート単位で同時に標準ブリッジと先行標準プリッジの両方に適用される場合、show
spanning-tree mst configuration digest コマンドの出力表示に、2つの異なるダイジェストが表
示されます。

先行標準のPortFastブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）だけを送信するようにポー
トを設定する場合、先行標準フラグが show spanning-treeコマンドに表示されます。先行標準
フラグの種類は次のとおりです。

• Pre-STDまたはpre-standard（長形式）：ポートが先行標準BPDUを送信するように設定さ
れている場合、およびこのインターフェイス上で先行標準ネイバーブリッジが検出された

場合に、このフラグが表示されます。

• Pre-STD-Cfまたは pre-standard (config)（長形式）：先行標準 BPDUを送信するようにポー
トを設定し、そのポートで先行標準BPDUが受信されない場合、自動検出メカニズムが失
敗した場合、または先行標準ネイバーが存在しない場合に設定が間違っている場合、この

フラグが表示されます。

• Pre-STD-Rxまたは pre-standard (rcvd)（長形式）：先行標準 BPDUがポートで受信され、
先行標準BPDUを送信するようにポートを設定していない場合に、このフラグが表示され
ます。ポートは先行標準BPDUを送信しますが、先行標準ネイバーとのやりとりを自動検
出メカニズムだけに依存しないようにポートの設定を変更することを推奨します。

設定が先行標準に適合していない場合（たとえば、単一のMSTインスタンス IDが 16以上の
場合）、先行標準ダイジェストは計算されず、次の出力が表示されます。

Device# show spanning-tree mst configuration digest

Name [region1]
Revision 2 Instances configured 3
Digest 0x3C60DBF24B03EBF09C5922F456D18A03
Pre-std Digest N/A, configuration not pre-standard compatible

MST BPDUには、リージョン名、リージョンリビジョン、およびMSTコンフィギュレーショ
ンの VLANとインスタンス間マッピングのMD5ダイジェストで構成されるMSTCIが含まれ
ます。

出力の説明については、show spanning-tree mst コマンドフィールド説明の表を参照してくだ
さい。

例 次に、リージョン設定に関する情報を表示する例を示します。

Device# show spanning-tree mst configuration

Name [train]
Revision 2702
Instance Vlans mapped
-------- ---------------------------------------------------------------------
0 1-9,11-19,21-29,31-39,41-4094
1 10,20,30,40
-------------------------------------------------------------------------------
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次に、追加のMSTプロトコル値を表示する例を示します。
Device# show spanning-tree mst 3 detail

###### MST03 vlans mapped: 3,3000-3999
Bridge address 0002.172c.f400 priority 32771 (32768 sysid 3)
Root this switch for MST03
GigabitEthernet1/1 of MST03 is boundary forwarding
Port info port id 128.1 priority 128
cost 20000
Designated root address 0002.172c.f400 priority 32771
cost 0
Designated bridge address 0002.172c.f400 priority 32771 port
id 128.1
Timers: message expires in 0 sec, forward delay 0, forward transitions 1
Bpdus (MRecords) sent 4, received 0
FastEthernet4/1 of MST03 is designated forwarding
Port info port id 128.193 priority 128 cost
200000
Designated root address 0002.172c.f400 priority 32771
cost 0
Designated bridge address 0002.172c.f400 priority 32771 port id
128.193
Timers: message expires in 0 sec, forward delay 0, forward transitions 1
Bpdus (MRecords) sent 254, received 1
FastEthernet4/2 of MST03 is backup blocking
Port info port id 128.194 priority 128 cost
200000
Designated root address 0002.172c.f400 priority 32771
cost 0
Designated bridge address 0002.172c.f400 priority 32771 port id
128.193
Timers: message expires in 2 sec, forward delay 0, forward transitions 1
Bpdus (MRecords) sent 3, received 252

次に、現在のMSTCIに含まれているMD5ダイジェストを表示する例を示します。
Device# show spanning-tree mst configuration digest

Name [mst-config]
Revision 10 Instances configured 25
Digest 0x40D5ECA178C657835C83BBCB16723192
Pre-std Digest 0x27BF112A75B72781ED928D9EC5BB4251

関連コマンド 説明コマンド

任意のMSTインスタンスのパスコストおよびポートプラ
イオリティパラメータを設定します。

spanning-tree mst

Cisco 7600シリーズルータ上のすべてのインスタンスに対
して転送遅延タイマーを設定します。

spanning-tree mst forward-time

Cisco 7600シリーズルータ上のすべてのインスタンスに対
してハロータイム遅延タイマーを設定します。

spanning-tree mst hello-time

BPDUが廃棄される前に領域内で可能なホップカウントを
指定します。

spanning-tree mst max-hops
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show udld
すべてのポートまたは指定されたポートの単方向リンク検出（UDLD）の管理ステータスおよ
び動作ステータスを表示するには、ユーザ EXECモードで show udldコマンドを使用します。

show udld [ANI | AccessTunnel | Auto-Template | BDI | CEM-PG | GMPLS |
GigabitEthernet | HundredGigE | InternalInterface | LISP | Loopback | Null |
PROTECTION_GROUP | Port-channel | SDH_ACR | SERIAL-ACR | Serial-PG |
TLS-VIF | Tunnel | Tunnel-tp | TwentyFiveGigE | VirtualPortGroup | Vlan | nve]
interface_number
show udld neighbors
show udld fast-hello interface_number

構文の説明 （任意）自律型ネットワーク仮想インターフェイスの

UDLD動作ステータスを表示します。
ANI

（任意）アクセストンネルインターフェイスのUDLD
動作ステータスを表示します。

AccessTunnel

（任意）自動テンプレートインターフェイスの UDLD
動作ステータスを表示します。範囲は 1～ 999です。

Auto-Template

（任意）ブリッジドメインインターフェイスの UDLD
動作ステータスを表示します。

BDI

（任意）保護グループを使用した回線エミュレーショ

ンインターフェイスのUDLD動作ステータスを表示し
ます。

CEM-PG

（任意）MPLSインターフェイスの UDLD動作ステー
タスを表示します。

GMPLS

（任意）GigabitEthernetインターフェイスの UDLD動
作ステータスを表示します。

GigabitEthernet

（任意）100ギガビットイーサネットインターフェイ
スの UDLD動作ステータスを表示します。

HundredGigE

（任意）内部インターフェイスの UDLD動作ステータ
スを表示します。範囲は 0～ 9です。

InternalInterface

（任意）Locator/ID Separation Protocol仮想インターフェ
イスの UDLD動作ステータスを表示します。

LISP

（任意）ループバックインターフェイスのUDLD動作
ステータスを表示します。指定できる範囲は 0～
2147483647です。

Loopback
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（任意）nullインターフェイスの UDLD動作ステータ
スを表示します。

Null

（任意）保護グループコントローラのUDLD動作ステー
タスを表示します。

PROTECTION_GROUP

（任意）イーサネットチャネルインターフェイスの

UDLD動作ステータスを表示します。

指定できる範囲は 1～ 128です。

Port-channel

（任意）仮想 SDH-ACRコントローラの UDLD動作ス
テータスを表示します。

SDH_ACR

（任意）ACRを使用したシリアルインターフェイスの
UDLD動作ステータスを表示します。

SERIAL-ACR

（任意）保護グループを使用したシリアルインターフェ

イスの UDLD動作ステータスを表示します。
Serial-PG

（任意）TLS仮想インターフェイスのUDLD動作ステー
タスを表示します。

TLS-VIF

（任意）トンネルインターフェイスの UDLD動作ス
テータスを表示します。指定できる範囲は 0～
2147483647です。

Tunnel

（任意）MPLSトランスポートプロファイルインター
フェイスの UDLD動作ステータスを表示します。

Tunnel-tp

（任意）25ギガビットイーサネットインターフェイス
の UDLD動作ステータスを表示します。

TwentyFiveGigE

（任意）仮想ポートグループの UDLD動作ステータス
を表示します。

VirtualPortGroup

（任意）VLANインターフェイスの UDLD動作ステー
タスを表示します。指定できる範囲は 1～ 4095です。

Vlan

（任意）インターフェイスの IDおよびポート番号で
す。有効なインターフェイスとしては、物理ポート、

VLAN、ポートチャネルなどがあります。

interface_number

（任意）ネットワーク仮想化エンドポイントインター

フェイスの UDLD動作ステータスを表示します。
nve

（任意）ネイバー情報だけを表示します。neighbors

（任意）fast-helloが設定されているポートとその
fast-hello動作ステータスを表示します。

fast-hello
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（任意）特定のインターフェイスの fast-hello情報を表
示します。

fast-hello interface_number

コマンドモード ユーザ EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

fast-helloキーワードがこのコ
マンドに追加されました。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン インターフェイス IDを入力しない場合は、すべてのインターフェイスの管理上および運用上
の UDLDステータスが表示されます。

次に例を示します。

次の例では、show udld interface-idコマンドの出力を示します。ここでは、UDLDは
リンクの両端でイネーブルに設定されていて、リンクが双方向であることをUDLDが
検出します。

Device> show udld TwentyFiveGigE1/0/1
Interface TwentyFiveGigE1/0/1
---
Port enable administrative configuration setting: Enabled
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 7000 ms
Time out interval: 5000 ms

Port fast-hello configuration setting: Enabled
Port fast-hello interval: 200 ms
Port fast-hello operational state: Enabled
Neighbor fast-hello configuration setting: Enabled
Neighbor fast-hello interval: 200 ms

Entry 1
---
Expiration time: 1400 ms
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: 0A74286120
Port ID: Hu1/0/2
Neighbor echo 1 device: 0A74286A80
Neighbor echo 1 port: Hu1/0/10

TLV Message interval: 15
TLV fast-hello interval: 500 ms
TLV Time out interval: 5
TLV CDP Device name: SkyFox-59

次の例では、show udld fast-hello interface-idコマンドの出力を示します。ここでは、

UDLDはリンクの両端でイネーブルに設定されていて、リンクが双方向であることを
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UDLDが検出します。ポートの fast-hello情報がUDLD動作ステータスとともに表示さ
れます。

Device> show udld fast-hello hundredGigE 1/0/10
Interface hundredGigE 1/0/10
---Port enable administrative configuration setting: Enabled
Port enable operational state: Enabled
Current bidirectional state: Bidirectional
Current operational state: Advertisement - Single neighbor detected
Message interval: 500 ms
Time out interval: 5000 ms

Port fast-hello configuration setting: Enabled
Port fast-hello interval: 500 ms
Port fast-hello operational state: Enabled
Neighbor fast-hello configuration setting: Enabled
Neighbor fast-hello interval: 500 ms

Entry 1
---
Expiration time: 1400 ms
Cache Device index: 1
Current neighbor state: Bidirectional
Device ID: 0A74286120
Port ID: Hu1/0/2
Neighbor echo 1 device: 0A74286A80
Neighbor echo 1 port: Hu1/0/10

TLV Message interval: 15
TLV fast-hello interval: 500 ms
TLV Time out interval: 5
TLV CDP Device name: SkyFox-59

次に、show udld fast-helloグローバルコマンドの出力例を示します。

Device> show udld fast-hello
Total ports on which fast hello can be configured: 32
Total ports with fast hello configured: 3
Total ports with fast hello operational: 3
Total ports with fast hello non-operational: 0

Port-ID Hello Neighbor-Hello Neighbor-Device Neighbor-Port Status
------- ----- -------------- --------------- ------------- ------
Hu1/0/10 500 500 0A74286120 Hu1/0/2 Operational
Hu1/0/12 500 500 0A74286120 Hu1/0/18 Operational
Hu1/0/14 500 500 0A74286120 Hu1/0/4 Operational

次に、show udld neighborsコマンドの出力例を示します。

Device> enable
Device# show udld neighbors
Port Device Name Device ID Port-ID OperState
-------- -------------------- ---------- -------- --------------
Gi2/0/1 Switch-A 1 Gi2/0/1 Bidirectional
Gi3/0/1 Switch-A 2 Gi3/0/1 Bidirectional
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show vlan dot1q tag native
ネイティブ VLAN上のタギングのステータスを表示するには、show vlan dot1q tag nativeコマ
ンドを使用します。

show vlan dot1q tag native

構文の説明

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXECモード（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例

次に、show vlan dot1q tag nativeコマンドの出力例を示します。

Device# show vlan dot1q tag native
*Feb 1 06:47:30.719: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
dot1q native vlan tagging is enabled globally

Per Port Native Vlan Tagging State
----------------------------------

Port Operational Native VLAN
Mode Tagging State

-------------------------------------------

Hu1/0/45 trunk enabled
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source ip interface
送信元 IPアドレスを設定するには、プロパティトランスポートサブコンフィギュレーション
モードで source ip interfaceコマンドを使用します。

source ip interface interface_id

構文の説明 発信元の IPアドレス。interface_id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード プロパティトランスポート（config-property-transport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

使用上のガイドライン このコマンドはオプションです。このコマンドは、peerコマンドの代わりに使用します。

例 次に、送信元 IPアドレスを設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp property cisco1
Device(config-property)# transport unicast ipv4 local loopback 0
Device(config-property-transport)# source ip interface GigabitEthernet 1/0/1
Device(config-property-transport)# end

関連コマンド 説明コマンド

IEEE 802.1ASプロファイルを PTPプロパティ名に拡張
します。

ptp dot1as extend property

PTPプロパティ名を設定します。ptp property

ループバックインターフェイスからのユニキャスト IPv4
接続を設定します。

transport unicast ipv4 local loopback
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spanning-tree backbonefast
BackboneFastをイネーブルにして、スイッチ上のブロックされたポートを即座にリスニング
モードに切り替えられるようにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

spanning-tree backbonefastコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

spanning-tree backbonefast
no spanning-tree backbonefast

構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト BackboneFastはディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン イーサネットスイッチネットワークモジュールを含む Ciscoデバイスすべてで BackboneFast
をイネーブルにする必要があります。BackboneFastは、スパニングツリーのトポロジ変更後、
ネットワークバックボーンに高速コンバージェンスを提供します。これにより、スイッチは間

接リンク障害を検出し、通常のスパニングツリールールを使用している場合よりも早く、スパ

ニングツリーの再設定を開始できるようになります。

設定を確認するには、show spanning-tree特権 EXECコマンドを使用します。

例 次に、デバイスで BackboneFastをイネーブルにする例を示します。

Device(config)# spanning-tree backbonefast

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree
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spanning-tree bpdufilter
インターフェイス上でブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フィルタリングをイネー
ブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードまたはテンプレートコン

フィギュレーションモードで spanning-tree bpdufilterコマンドを使用します。デフォルト設定
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree bpdufilter { enable | disable }
no spanning-tree bpdufilter

構文の説明 インターフェイスでの BPDUフィルタリングをイネーブルにします。enable

インターフェイスでのBPDUフィルタリングをディセーブルにします。disable

コマンドデフォルト spanning-tree portfast edge bpdufilter defaultコマンドの入力時点ですでに設定されている設
定。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-template）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン

spanning-tree bpdufilter enableコマンドを入力するときは注意してください。インターフェイ
ス上でBPDUフィルタリングをイネーブルにすることは、このインターフェイスのスパニング
ツリーをディセーブルにすることと類似しています。このコマンドを正しく使用しない場合、

ブリッジングループが発生する可能性があります。

注意

spanning-tree bpdufilter enableコマンドを入力して BPDUフィルタリングをイネーブルにする
と、PortFast設定が無効になります。

すべてのサービスプロバイダーエッジスイッチにレイヤ 2プロトコルトンネリングを設定す
る場合は、spanning-tree bpdufilter enableコマンドを入力して、802.1Qトンネルポート上でス
パニングツリー BPDUフィルタリングをイネーブルにする必要があります。

BPDUフィルタリングにより、ポートはBPDUを送受信できなくなります。この設定は、イン
ターフェイスがトランキングであるかどうかに関係なく、そのインターフェイス全体に適用で

きます。このコマンドには次の 3つの状態があります。
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• spanning-tree bpdufilter enable：インターフェイス上の BPDUフィルタリングを無条件に
イネーブルにします。

• spanning-tree bpdufilter disable：インターフェイス上の BPDUフィルタリングを無条件に
ディセーブルにします。

• no spanning-tree bpdufilter：動作中の PortFastインターフェイスに spanning-tree portfast
bpdufilter defaultコマンドが設定されている場合、そのインターフェイスで BPDUフィル
タリングをイネーブルにします。

PortFast用に設定済みのすべてのポートで BPDUフィルタリングをイネーブルにするには、
spanning-tree portfast bpdufilter defaultコマンドを使用します。

例 次に、現在のインターフェイス上で BPDUフィルタリングをイネーブルにする例を示
します。

Device(config-if)# spanning-tree bpdufilter enable
Device(config-if)#

次に、インターフェイステンプレートを使用してインターフェイスでBPDUフィルタ
リングをイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree bpdufilter enable
Device(config-template)# end

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示しま

す。

show spanning-tree

すべての PortFastポートで、BPDUフィルタリングを
デフォルトでイネーブルにします。

spanning-tree portfast edge bpdufilter
default
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spanning-tree bpduguard
インターフェイス上でブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）ガードをイネーブルに
するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードおよびテンプレートコンフィギュ

レーションモードで spanning-tree bpduguardコマンドを使用します。デフォルト設定に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree bpduguard { enable | disable }
no spanning-tree bpduguard

構文の説明 インターフェイス上での BPDUガードをイネーブルにします。enable

インターフェイス上でのBPDUガードをディセーブルにします。disable

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-template）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン BPDUガードを使用すると、ポートはBPDUを受信できなくなります。通常、この機能は、ア
クセスポートがスパニングツリーに参加しないようにネットワーク管理者によって設定され

るサービスプロバイダーの環境で使用されます。ポートが引き続きBPDUを受信する場合は、
保護対策としてポートが error-disabledステートに置かれます。このコマンドには次の 3つの状
態があります。

• spanning-tree bpduguard enable：インターフェイスでBPDUガードを無条件でイネーブル
にします。

• spanning-tree bpduguard disable：インターフェイスで BPDUガードを無条件でディセー
ブルにします。

• no spanning-tree bpduguard：インターフェイスが PortFast動作ステートにある場合、およ
び spanning-tree portfast bpduguard defaultコマンドが設定されている場合、インターフェ
イス上で BPDUガードがイネーブルになります。

例 次の例では、インターフェイス上で BPDUガードをイネーブルにする方法を示しま
す。

Device(config-if)# spanning-tree bpduguard enable
Device(config-if)#
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次に、インターフェイステンプレートを使用してインターフェイスでBPDUガードを
イネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree bpduguard enable
Device(config-template)# end

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示しま

す。

show spanning-tree

すべての PortFastポートで、BPDUガードをデフォル
トでイネーブルにします。

spanning-tree portfast edge bpduguard
default
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spanning-tree bridge assurance
デバイスのすべてのネットワークポートで Bridge Assuranceをイネーブルにするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで spanning-tree bridge assuranceコマンドを使用します。
Bridge Assuranceをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree bridge assurance
no spanning-tree bridge assurance

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト Bridge Assuranceはイネーブルになっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン BridgeAssuranceは、単方向リンク障害または他のソフトウェア障害、およびスパニングツリー
アルゴリズムの停止後もデータトラフィックを転送し続けているデバイスから、ネットワーク

を保護します。

BridgeAssuranceは、ポイントツーポイントリンクであるスパニングツリーネットワークポー
トでのみイネーブルになります。Bridge Assuranceはリンクの両端で常にイネーブルにする必
要があります。リンクの一端のデバイスで Bridge Assuranceがイネーブルであっても、他端の
デバイスが Bridge Assuranceをサポートしていない、または Bridge Assuranceがイネーブルで
はない場合、接続ポートはブロックされます。

Bridge Assuranceをディセーブルにすると、すべての設定済みネットワークポートが標準のス
パニングツリーポートとして動作します。

例 次に、スイッチのすべてのネットワークポートでBridgeAssuranceをイネーブルにする
例を示します。

Device(config)#
spanning-tree bridge assurance
Device(config)#

次に、スイッチのすべてのネットワークポートでBridgeAssuranceをディセーブルにす
る例を示します。

Device(config)#
no spanning-tree bridge assurance
Device(config)#
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関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree
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spanning-tree cost
スパニングツリープロトコル（STP）計算に使用するインターフェイスのパスコストを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-tree costコマンドを使
用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree cost cost
no spanning-tree cost

構文の説明 パスコスト。有効な範囲は 1～ 200000000です。cost

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-template）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 引数costの値を指定する場合、値が大きいほどコストは高くなります。指定されたプロトコル
タイプに関係なく、この値が適用されます。

ループが発生した場合、スパニングツリーはパスコストを使用して、フォワーディングステー

トにするインターフェイスを選択します。低いパスコストは高速送信を表します。

例 次に、インターフェイスにアクセスし、このインターフェイスに関連するスパニング

ツリー VLANにパスコスト値 250を設定する例を示します。

Router(config)# interface ethernet 2/0
Router(config-if)# spanning-tree cost 250

次に、インターフェイステンプレートを使用して、インターフェイスに関連するスパ

ニングツリー VLANにパスコスト値 250を設定する例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree cost 250
Device(config-template)# end

関連コマンド 説明コマンド

指定されたスパニングツリーインスタンスのスパニングツ

リー情報を表示します。

show spanning-tree
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説明コマンド

2つのブリッジがルートブリッジとなるために競合している
場合に、インターフェイスにプライオリティを設定します。

spanning-tree port-priority

リンクがアップした時点で、インターフェイスがタイマーの

経過を待たずにただちにフォワーディングステートに移行

した場合に、PortFastモードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast（グロー
バル）

リンクがアップした時点で、インターフェイスがタイマーの

経過を待たずにただちにフォワーディングステートに移行

した場合に、PortFastモードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast （イン
ターフェイス）

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning-tree uplinkfast

STPを VLAN単位で設定します。spanning-tree vlan
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spanning-tree etherchannel guard misconfig
チャネルの設定ミスによるループが検出された場合に、エラーメッセージを表示するには、グ

ローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree etherchannel guard misconfigコマン
ドを使用します。エラーメッセージをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

spanning-tree etherchannel guard misconfig
no spanning-tree etherchannel guard misconfig

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト エラーメッセージが表示されます。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン EtherChannelはポート集約プロトコル（PAgP）、または Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用し、インターフェイスの EtherChannelモードが channel-group group-number
mode onコマンドを使用してイネーブル化されている場合は機能しません。

spanning-tree etherchannel guard misconfigコマンドは、設定不備と誤接続の 2種類のエラーを
検出します。設定不備エラーは、ポートチャネルと個々のポート間のエラーです。誤接続エ

ラーは、複数のポートをチャネリングしているデバイスと、エラーを検出するのに十分なスパ

ニングツリープロトコル（STP）のブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を使用して
いないデバイスとの間のエラーです。このエラーでは、スイッチが非ルートデバイスである場

合にのみ、デバイスは EtherChannelをエラーディセーブルにします。

EtherChannelガードの設定ミスが検出されると、次のエラーメッセージが表示されます。

msgdef(CHNL_MISCFG, SPANTREE, LOG_CRIT, 0, “Detected loop due to etherchannel
misconfiguration of %s %s”)

不良構成に関与しているローカルポートを特定するには、show interfaces status err-disabledコ
マンドを入力します。リモート装置のEtherChannel設定を調べるには、リモート装置上で show
etherchannel summaryコマンドを入力します。

設定を修正したら、対応するポートチャネルインターフェイス上で shutdownコマンドと no
shutdownコマンドを入力します。

例 次に、EtherChannelガードの設定ミス機能をイネーブルにする例を示します。
Device(config)# spanning-tree etherchannel guard misconfig
Device(config)#
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関連コマンド 説明コマンド

チャネルの EtherChannel情報を表示します。show etherchannel summary

インターフェイスステータスを表示したり、LANポート
で errdisableステートにあるインターフェイスだけのリス
トを表示したりします。

show interfaces status err-disabled

インターフェイスをディセーブルにします。shutdown
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spanning-tree extend system-id
1024個のMAC（メディアアクセスコントロール）アドレスをサポートするシャーシ上で拡
張システム ID機能をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
spanning-tree extend system-idコマンドを使用します。拡張システム IDをディセーブルにする
には、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree extend system-id
no spanning-tree extend system-id

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 1024個のMACアドレスをサポートしないシステム上でイネーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 拡張システム IDをイネーブルまたはディセーブルにすると、すべてのアクティブなスパニン
グツリープロトコル（STP）インスタンスのブリッジ IDが更新されるため、これによってス
パニングツリートポロジーが変更される場合があります。

例 次に、拡張システム IDをイネーブルにする例を示します。

Device(config)# spanning-tree extend system-id
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree
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spanning-tree guard
ガードモードをイネーブルまたはディセーブルにするには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードまたはテンプレートコンフィギュレーションモードで spanning-tree guard
コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree guard { loop | root | none }
no spanning-tree guard

構文の説明 インターフェイスでループガードモードをイネーブルにします。loop

インターフェイスでルートガードモードをイネーブルにします。root

ガードモードを Noneに設定します。none

コマンドデフォルト ガードモードはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-template）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次の例では、ルートガードをイネーブルにする方法を示します。

Device(config-if)# spanning-tree guard root
Device(config-if)#

次の例は、インターフェイステンプレートを使用してインターフェイスでルートガー

ドをイネーブルにする方法を示しています。

Device# configure terminal
Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree guard root
Device(config-template)# end

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree

所定のブリッジのすべてのポート上でデフォルトとしてルー

プガードをイネーブルにします。

spanning-tree loopguard default
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spanning-tree link-type
ポートにリンクタイプを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードお

よびテンプレートコンフィギュレーションモードで spanning-tree link-typeコマンドを使用し
ます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree link-type { point-to-point | shared }
no spanning-tree link-type

構文の説明 インターフェイスがポイントツーポイントリンクになるように指定します。point-to-point

インターフェイスが共有メディアになるように指定します。shared

コマンドデフォルト リンクタイプは、明示的に設定しなければ、デュプレックス設定から自動的に生成されます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-template）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン Rapid Spanning Tree Protocol Plus（RSTP+）高速トランジションが機能するのは、2つのブリッ
ジ間のポイントツーポイントリンク上だけです。

デフォルトでは、スイッチはデュプレックスモードからポートのリンクタイプを判断します。

つまり、全二重ポートはポイントツーポイントリンクと見なされ、半二重設定は共有リンク上

にあると見なされます。

ポートを共有リンクとして指定した場合は、デュプレックス設定に関係なく、RSTP+高速トラ
ンジションは禁止されます。

ポート（ローカルポート）をポイントツーポイントリンクでリモートポートと接続し、ローカ

ルポートが指定ポートになると、デバイスはリモートポートとネゴシエーションし、ローカル

ポートをフォワーディングステートにすばやく変更します。

例 次に、ポートを共有リンクとして設定する例を示します。

Device(config-if)# spanning-tree link-type shared
Device(config-if)#

次に、インターフェイステンプレートを使用してポートを共有リンクとして設定する

例を示します。

Device# configure terminal
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Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree link-type shared
Device(config-template)# end

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree interface
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spanning-tree loopguard default
指定されたブリッジのすべてのポート上でループガードをデフォルトでイネーブルにするに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree loopguard defaultコマンドを
使用します。ループガードをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

spanning-tree loopguard default
no spanning-tree loopguard default

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ループガードはディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン ループガードを使用すると、ブリッジネットワークのセキュリティを高めることができます。

また、単方向リンクの原因となる障害によって代替ポートまたはルートポートが指定ポートと

して使用されることがなくなります。

ループガードが動作するのは、スパニングツリーがポイントツーポイントと見なすポート上だ

けです。

ループガードポートを個別に設定すると、このコマンドが上書きされます。

例 次に、ループガードをイネーブルにする例を示します。

Device(config)# spanning-tree loopguard default
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree

ガードモードをイネーブルまたはディセーブルにします。spanning-tree guard
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spanning-tree mode
Per-VLAN Spanning Tree+（PVST+）、Rapid-PVST+、およびマルチスパニングツリー（MST）
モードの間で切り替えるには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree
modeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

spanning-tree mode [{ pvst | mst | rapid-pvst }]
no spanning-tree mode

構文の説明 （任意）PVST+モードpvst

（任意）MSTモードmst

（任意）高速 PVST+モードrapid-pvst

コマンドデフォルト pvst

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン

spanning-tree modeコマンドを使用して PVST+、Rapid-PVST+、およびMSTモードを切り替
える場合は、慎重に行ってください。このコマンドを入力すると、以前のモードのスパニング

ツリーインスタンスはすべて停止し、新しいモードで再開されます。このコマンドを使用する

と、ユーザトラフィックが中断されることがあります。

（注）

例 次に、MSTモードに切り替える例を示します。
Device(config)# spanning-tree mode mst
Device(config)#

次に、デフォルトモード（PVST+）に戻す例を示します。
Device(config)# no spanning-tree mode
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

レイヤ 2/3コマンド
160

レイヤ 2/3コマンド
spanning-tree mode



spanning-tree mst
プライオリティパラメータを設定するか、デバイスをマルチスパニングツリー（MST）インス
タンスのルートとして設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

spanning-tree mstコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

spanning-tree mst instance-id { priority priority | root { primary | secondary } }
no spanning-tree mst instance-id { { priority priority | root { primary | secondary } } }

構文の説明 1つのインスタンスのポートプライオリティ。指定できる範囲は0～61440
で、4096ずつ増加します。

priority priority

デバイスをルートとして設定します。root

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、プライオリティを設定する例を示します。

Device(config-if)#
spanning-tree mst 0 priority 1
Device(config-if)#

次に、デバイスをプライオリティルートとして設定する例を示します。

Device(config-if)#
spanning-tree mst 0 root primary
Device(config-if)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst configuration
MSTコンフィギュレーションサブモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで spanning-tree mst configurationコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst configuration
no spanning-tree mst configuration

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、マルチスパニングツリー（MST）の設定値がすべてのパラメータのデフォ
ルト値になります。

• VLANはどのMSTインスタンスにもマッピングされません（すべての VLANは Common
and Internal Spanning Tree [CIST]インスタンスにマッピングされます）。

•領域名は空の文字列になります。

•リビジョン番号は 0です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン MSTコンフィギュレーションは、次の 3つの主要パラメータから構成されます。

•インスタンス VLANマッピング（instanceコマンドを参照）。

•リージョン名：nameコマンド（MSTコンフィギュレーションサブモード）を参照。

•コンフィギュレーションリビジョン番号（revisionコマンドを参照）。

MSTコンフィギュレーションサブモードは、abortコマンドと exitコマンドで終了できます。
これら 2つのコマンドの違いは、変更内容を保存するかどうかです。

exitコマンドは、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了する前に、すべての変更内
容をコミットします。セカンダリ VLANが、対応付けられたプライマリ VLANと同じインス
タンスにマッピングされていない場合に、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了す
ると、警告メッセージが表示され、対応付けられたプライマリ VLANと同じインスタンスに
マッピングされていないセカンダリ VLANが一覧表示されます。警告メッセージは次のとお
りです。

These secondary vlans are not mapped to the same instance as their primary:
-> 3
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abortコマンドは、変更を実行しないで、MSTコンフィギュレーションサブモードを終了しま
す。

MSTコンフィギュレーションサブモードパラメータを変更すると、接続損失が発生する可能
性があります。サービスの中断を減らすには、MSTコンフィギュレーションサブモードを開
始する場合、現在のMSTコンフィギュレーションのコピーを変更します。コンフィギュレー
ションの編集が終了したら、exitキーワードを使用してすべての変更内容を一度に適用するか、
または abortキーワードを使用して変更をコンフィギュレーションにコミットせずにサブモー
ドを終了します。

2名のユーザがまったく同時に新しいコンフィギュレーションを実行することは通常ありませ
んが、その場合は次の警告メッセージが表示されます。

% MST CFG:Configuration change lost because of concurrent access

例 次に、MSTコンフィギュレーションサブモードを開始する例を示します。
Device(config)# spanning-tree mst configuration
Device(config-mst)#

次の例では、MSTコンフィギュレーションをデフォルト設定にリセットする方法を示
します。

Device(config)# no spanning-tree mst configuration
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

VLANまたは VLANセットをMSTインスタンスにマッピングしま
す。

instance

MSTリージョンの名前を設定します。name（MST）

MSTコンフィギュレーションのリビジョン番号を設定します。revision

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst forward-time
転送遅延タイマーをデバイス上のすべてのインスタンスに設定するには、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで spanning-tree mst forward-timeコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst forward-time seconds
no spanning-tree mst forward-time

構文の説明 デバイス上のすべてのインスタンスに設定される転送遅延タイマーの秒数。有効な

範囲は 4～ 30秒です。
seconds

コマンドデフォルト 15秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、転送遅延タイマーを設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst forward-time 20
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

レイヤ 2/3コマンド
164

レイヤ 2/3コマンド
spanning-tree mst forward-time



spanning-tree mst hello-time
ハロータイム遅延タイマーをデバイス上のすべてのインスタンスに設定するには、グローバル

コンフィギュレーションモードで spanning-tree mst hello-timeコマンドを使用します。デフォ
ルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst hello-time seconds
no spanning-tree mst hello-time

構文の説明 デバイス上のすべてのインスタンスに設定されるハロータイムタイム遅延タイマー

の秒数。有効な範囲は 1～ 10秒です。
seconds

コマンドデフォルト 2秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン hello-time値を指定しない場合は、ネットワーク直径から値が計算されます。

例 次に、ハロータイム遅延タイマーを設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst hello-time 3
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst max-age
最大経過時間タイマーをデバイス上のすべてのインスタンスに設定するには、グローバルコン

フィギュレーションモードで spanning-tree mst max-ageコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst max-age seconds
no spanning-tree mst max-age

構文の説明 デバイス上のすべてのインスタンスに設定される最大経過時間タイマーの秒数。有

効な範囲は 6～ 40秒です。
seconds

コマンドデフォルト 20秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、最大経過時間タイマーを設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst max-age 40
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

レイヤ 2/3コマンド
166

レイヤ 2/3コマンド
spanning-tree mst max-age



spanning-tree mst max-hops
ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）が廃棄されるまでの領域内の最大ホップ数を
指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree mst max-hopsコマ
ンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst max-hops hopnumber
no spanning-tree mst max-hops

構文の説明 BPDUが廃棄されるまでに領域内で可能なホップ数。範囲は 1～ 255ホップで
す。

hopnumber

コマンドデフォルト 20 hops

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、許容されるホップ数を設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst max-hops 25
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

レイヤ 2/3コマンド
167

レイヤ 2/3コマンド
spanning-tree mst max-hops



spanning-tree mst pre-standard
先行標準のブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）だけを送信するようにポートを設
定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで spanning-treemstpre-standard
コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst pre-standard
no spanning-tree mst pre-standard

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトでは、先行標準ネイバーを自動的に検出します。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン デフォルト設定であっても、ポートは先行標準および標準 BPDUの両方を受信できます。

先行標準 BPDUは、IEEE標準が完成する前に作成された Cisco IOSマルチスパニングツリー
（MST）実装に基づいています。標準 BPDUは、最終 IEEE標準に基づいています。

先行標準の BPDUだけを送信するようにポートを設定する場合、先行標準フラグが show
spanning-treeコマンドに表示されます。先行標準フラグの種類は次のとおりです。

• Pre-STDまたはpre-standard（長形式）：ポートが先行標準BPDUを送信するように設定さ
れている場合、およびこのインターフェイス上で先行標準ネイバーブリッジが検出された

場合に、このフラグが表示されます。

• Pre-STD-Cfまたは pre-standard (config)（長形式）：先行標準 BPDUを送信するようにポー
トを設定し、そのポートで先行標準BPDUが受信されない場合、自動検出メカニズムが失
敗した場合、または先行標準ネイバーが存在しない場合に設定が間違っている場合、この

フラグが表示されます。

• Pre-STD-Rxまたは pre-standard (rcvd)（長形式）：先行標準 BPDUがポートで受信され、
先行標準BPDUを送信するようにポートを設定していない場合に、このフラグが表示され
ます。ポートは先行標準BPDUを送信しますが、先行標準ネイバーとのやりとりを自動検
出メカニズムだけに依存しないようにポートの設定を変更することを推奨します。

MSTの設定が先行標準に適合しない場合（インスタンス IDが 15より大きい場合）、ポート
上の STPの設定に関係なく、標準MST BPDUだけが送信されます。

例 次に、先行標準 BPDUだけを送信するようにポートを設定する例を示します。
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Router(config-if)# spanning-tree mst pre-standard
Router(config-if)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst priority
インスタンスのブリッジプライオリティを設定するには、グローバルコンフィギュレーション

モードで spanning-tree mst priorityコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst instance priority priority
no spanning-tree mst priority

構文の説明 インスタンス ID番号を指定します。有効値は 0～ 4094です。instance

ブリッジプライオリティを指定します。有効値および詳細については、「使

用上のガイドライン」を参照してください。

priority priority

コマンドデフォルト priority：32768

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン ブリッジプライオリティは、4096ずつ増分して設定できます。優先順位を設定する場合、有
効な値は、0、4096、8192、12288、16384、20480,24576、28672、32768、36864、40960、45056、
49152、53248、57344、および 61440です。

スイッチをルートにする場合は、priorityを 0に設定します。

instanceは、単一インスタンスまたはインスタンス範囲（0～ 3、5、7～ 9など）として入力
できます。

例 次に、ブリッジプライオリティを設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree mst 0 priority 4096
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst root
インスタンスのプライマリルートスイッチおよびセカンダリルートスイッチを指定し、タイ

マー値を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree mst root
コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree mst instance root { primary | secondary } [ diameter diameter [ hello-time
seconds ] ]
no spanning-tree mst instance root

構文の説明 インスタンス ID番号。有効な範囲は 0～ 4094です。instance

スパニングツリーインスタンスのルートを作成するのに十分な高い優先

順位（小さな値）を指定します。

primary

プライマリルートに障害が発生した場合に、セカンダリルートとなる

ようにスイッチを指定します。

secondary

（任意）ネットワークの直径に基づく、ルートスイッチのタイマー値を

指定します。指定できる範囲は 1～ 7です。
diameter diameter

（任意）ルートスイッチが設定メッセージを生成する間隔を指定しま

す。

hello-time seconds

コマンドデフォルト spanning-tree mst rootコマンドには、デフォルト設定はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン instanceは、単一インスタンスまたはインスタンス範囲（0～ 3、5、7～ 9など）として入力
できます。

spanning-tree mst root secondaryの値は 16384です。

diameter diameterおよび hello-time secondsキーワードと引数は、インスタンス 0だけに使用で
きます。

seconds引数を指定しない場合、この引数の値はネットワークの直径から計算されます。

例 次に、インスタンスのプライマリルートスイッチとタイマー値を指定する例を示しま

す。
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Router(config)# spanning-tree mst 0 root primary diameter 7 hello-time 2
Router(config)# spanning-tree mst 5 root primary
Router(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree mst simulate pvst global
Per-VLANSpanningTree（PVST）シミュレーションをグローバルにイネーブルにするには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree mst simulate pvst globalコマンドを
入力します。PVSTシミュレーションをグローバルにディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を入力します。

spanning-tree mst simulate pvst global
no spanning-tree mst simulate pvst global

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト PVSTシミュレーションは、イネーブルになっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがサポー

トされるようになりま

した。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン PVSTシミュレーションはデフォルトでイネーブルになっているので、デバイス上のすべての
インターフェイスは多重スパニングツリー（MST）と Rapid Per-VLAN Spanning Tree Plus
（PVST+）間で相互運用されます。MSTをデフォルトのスパニングツリープロトコル（STP）
モードとして実行していないデバイスに誤って接続するのを避けるには、PVSTシミュレーショ
ンをディセーブルにします。Rapid PVST+シミュレーションをディセーブルにした場合、MST
がイネーブルなポートがRapidPVST+がイネーブルなポートに接続されていることが検出され
ると、MSTがイネーブルなポートは、ブロッキングステートに移行します。このポートは、
ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）の受信が停止されるまで、一貫性のないステー
トのままになり、それから、ポートは、通常の STP送信プロセスに戻ります。

ポートのグローバルなPVSTシミュレーション設定を上書きするには、インターフェイスコマ
ンドモードで spanning-tree mst simulate pvstインターフェイスコマンドを入力します。

例 次に、Rapid PVST+を実行している接続先デバイスとの自動的な相互運用を回避する
例を示します。

Device(config)#
no spanning-tree mst simulate pvst global
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree pathcost method
デフォルトのパスコスト計算方式を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで spanning-tree pathcost methodコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

spanning-tree pathcost method { long | short }
no spanning-tree pathcost method

構文の説明 デフォルトポートパスコスト用の 32ビットベース値を指定します。long

デフォルトポートパスコスト用の 16ビットベース値を指定します。short

コマンドデフォルト short

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン longパスコスト計算方式では、パスコスト計算に 32ビットをすべて利用して、1～ 200000000
の値を生成します。

shortパスコスト計算方式（16ビット）では、1～ 65535の値を生成します。

例 次に、デフォルトのパスコスト計算方式を longに設定する例を示します。

Device(config
#) spanning-tree pathcost method long
Device(config
#)

次に、デフォルトのパスコスト計算方式を shortに設定する例を示します。

Device(config
#) spanning-tree pathcost method short
Device(config
#)

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree
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spanning-tree port-priority
2つのブリッジがルートブリッジとなるために競合している場合に、インターフェイスにプラ
イオリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードおよびテンプ

レートコンフィギュレーションモードで spanning-tree port-priorityコマンドを使用します。
デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree port-priority port-priority
no spanning-tree port-priority

構文の説明 ポートプライオリティです。指定できる範囲は 0～ 240で、16ずつ増加しま
す。デフォルト値は 128です。

port-priority

コマンドデフォルト デフォルトのポートの優先順位は 128です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

テンプレートコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 設定した優先順位により、ルートブリッジとして指定した2つのブリッジ間の関係が解消され
ます。

例 次に、スパニングツリーインスタンス20がインターフェイスイーサネット2/0のルー
トブリッジとして選択される可能性を高める例を示します。

Device(config)# interface ethernet 2/0
Device(config-if)# spanning-tree port-priority 20
Device(config-if)#

次に、インターフェイステンプレートを使用して、スパニングツリーインスタンス

20がインターフェイスのルートブリッジとして選択される可能性を高める例を示しま
す。

Device# configure terminal
Device(config)# template user-template1
Device(config-template)# spanning-tree port-priority 20
Device(config-template)# end
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関連コマンド 説明コマンド

指定されたスパニングツリーインスタンスのスパニングツ

リー情報を表示します。

show spanning-tree

STP計算に使用するインターフェイスのパスコストを設定
します。

spanning-tree cost

リンクがアップした時点で、インターフェイスがタイマー

の経過を待たずにただちにフォワーディングステートに移

行した場合に、PortFastモードをイネーブルにします。

spanning-tree portfast （グロー
バル）

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning-tree uplinkfast

STPを VLAN単位で設定します。spanning-tree vlan
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spanning-tree portfast edge bpdufilter default
すべてのPortFastポートで、ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フィルタリングを
デフォルトでイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでspanning-tree
portfast edge bpdufilter defaultコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

spanning-tree portfast edge bpdufilter default
no spanning-tree portfast edge bpdufilter default

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ディセーブル

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン spanning-tree portfast edge bpdufilterコマンドは、PortFastポートで BPDUフィルタリングを
グローバルにイネーブルにします。BPDUフィルタリングにより、ポートはいずれのBPDUも
送受信できなくなります。

portfast edge bpdufilter defaultコマンドを無効にするには、インターフェイスごとに BPDU
フィルタリングを設定します。

BPDUフィルタリングをイネーブルにする場合は注意してください。ポート単位でイネーブル
にする場合とグローバルにイネーブルする場合では、機能が異なります。グローバルにイネー

ブル化された BPDUフィルタリングは、PortFast動作ステートのポートにのみ適用されます。
ポートは数個の BPDUをリンクアップ時に送出してから、実際に、発信 BPDUのフィルタリ
ングを開始します。エッジポートに着信したBPDUは、ただちにPortFast動作ステータスを失
い、BPDUフィルタリングがディセーブルになります。BPDUフィルタリングをポート上で
ローカルにイネーブルにすると、デバイスがそのポート上でBPDUを送受信しなくなります。

（注）

このコマンドを使用するときは注意してください。このコマンドを誤って使用すると、ブリッ

ジングループに陥る可能性があります。

注意

例 次の例では、BPDUフィルタリングをデフォルトでイネーブルにする方法を示します。
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Device(config)#
spanning-tree portfast edge bpdufilter default
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

インターフェイス上で BPDUフィルタリングをイネーブルにしま
す。

spanning-tree bpdufilter
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spanning-tree portfast edge bpduguard default
すべてのPortFastポートで、ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）ガードをデフォル
トでイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-treeportfast
edge bpduguard defaultコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

spanning-tree portfast edge bpduguard default
no spanning-tree portfast edge bpduguard default

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ディセーブル

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン

このコマンドを使用するときは注意してください。このコマンドを使用するのは、エンドス

テーションに接続されているインターフェイスでだけにしてください。さもなければ、不慮の

トポロジループからデータパケットループが発生し、デバイスやネットワークの稼働が中断

される可能性があります。

注意

BPDUガードは、BPDUを受信したポートをディセーブルにします。BPDUガードは、PortFast
がイネーブルに設定されており、PortFast動作ステートになっているポートに対してのみ適用
されます。

例 次の例では、BPDUガードをデフォルトでイネーブルにする方法を示します。

Device(config)#
spanning-tree portfast edge bpduguard default
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst

インターフェイス上で BPDUフィルタリングをイネーブルにしま
す。

spanning-tree bpdufilter

レイヤ 2/3コマンド
179

レイヤ 2/3コマンド
spanning-tree portfast edge bpduguard default



spanning-tree portfast default
すべてのアクセスポートで、PortFastをデフォルトでイネーブルにするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで spanning-tree portfast {edge | network | normal} defaultコマンド
を使用します。すべてのアクセスポートで、PortFastをデフォルトでディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree portfast { edge [{ bpdufilter | bpduguard }] | network | normal } default
no spanning-tree portfast { edge [{ bpdufilter | bpduguard }] | network | normal } default

構文の説明 すべての PortFastポートで、PortFastエッジ BPDUフィルタリングをデフォルト
でイネーブルにします。

bpdufilter

すべての PortFastポートで、PortFastエッジ BPDUガードをデフォルトでイネー
ブルにします。

bpduguard

すべてのスイッチポート上でPortFastエッジモードをデフォルトでイネーブルに
します。

edge

すべてのスイッチポート上でPortFastネットワークモードをデフォルトでイネー
ブルにします。

network

すべてのスイッチポート上でPortFast通常モードをデフォルトでイネーブルにし
ます。

normal

コマンドデフォルト すべてのアクセスポート上で PortFastをデフォルトでディセーブルにします。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン

このコマンドを使用するときは注意してください。このコマンドは、端末に接続されているイ

ンターフェイスに対してだけ使用してください。そうでない場合、予想外のトポロジループが

原因でデータパケットループが発生し、ルータ、スイッチ、およびネットワークの動作が中断

する可能性があります。

（注）

リンクがアップすると、PortFastモードがイネーブルに設定されたインターフェイスは標準の
転送遅延時間の経過を待たずに、ただちにスパニングツリーフォワーディングステートに移

行します。
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インターフェイスごとに個別にPortFastモードをイネーブルにするには、spanning-tree portfast
（インターフェイス）コマンドを使用します。

例 次に、すべてのアクセスポート上でデフォルトでBPDUガードを備えたをPortFastエッ
ジモードをイネーブルにする例を示します。

Device(config)#
spanning-tree portfast edge bpduguard default
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree

特定のインターフェイス上で PortFastをイネーブルにしま
す。

spanning-tree portfast (interface)
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spanning-tree transmit hold-count
送信ホールドカウントを指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

spanning-tree transmit hold-countコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

spanning-tree transmit hold-count value
no spanning-tree transmit hold-count

構文の説明 一時停止するまで 1秒間に送信されるブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）
の数。有効な範囲は 1～ 20です。

value

コマンドデフォルト value：6

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、すべてのスパニングツリーモードでサポートされています。

送信ホールドカウントは、一時停止するまで 1秒間に送信される BPDUの数を決定します。

このパラメータをより高い値に変更すると、特に高速Per-VLANSpanningTree（PVST）モード
で、CPU利用率に重大な影響を与える可能性があります。このパラメータを低い値に設定する
と、一部のシナリオでコンバージェンスが低速になる可能性があります。デフォルト設定から

値を変更しないことを推奨します。

（注）

value設定を変更する場合は、show running-configコマンドを入力して、変更内容を確認しま
す。

コマンドを削除する場合は、show spanning-tree mstコマンドを使用して、削除内容を確認し
ます。

例 次に、送信ホールドカウントを指定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree transmit hold-count 8
Device(config)#
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関連コマンド 説明コマンド

モジュールまたはレイヤ 2 VLANのステータスおよび設定を表示
します。

show running-config

MSTプロトコルに関する情報を表示します。show spanning-tree mst
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spanning-tree uplinkfast
UplinkFastをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで spanning-tree
uplinkfastコマンドを使用します。UplinkFastをディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

spanning-tree uplinkfast [ max-update-rate packets-per-second ]
no spanning-tree uplinkfast [max-update-rate]

構文の説明 （任意）更新パケット送信時の最高速度（1秒あたりのパ
ケット数）を指定します。有効な範囲は 0～ 32000です。

max-update-rate
packets-per-second

コマンドデフォルト デフォルトの設定は次のとおりです。

• UplinkFastはディセーブルです。

• packets-per-second は 150パケット/秒です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入さ

れました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン spanning-tree uplinkfast max-update-rateコマンドを使用すると、UplinkFastがイネーブルにな
り（まだイネーブルでない場合）、更新パケットの送信速度が変更されます。デフォルトの速

度に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

例 次の例では、UplinkFastをイネーブルにして、最大速度を 200パケット/秒に設定する
方法を示します。

Device(config)#
spanning-tree uplinkfast max-update-rate 200
Device(config)#

関連コマンド 説明コマンド

スパニングツリーステートに関する情報を表示します。show spanning-tree
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spanning-tree vlan
仮想 LAN（VLAN）単位でスパニングツリープロトコル（STP）を設定するには、グローバル
コンフィギュレーションモードで spanning-tree vlanコマンドを使用します。デフォルト設定
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spanning-tree vlan vlan-id [{ forward-time seconds | hello-time seconds | max-age seconds |
priority priority | root [{ primary | secondary }] }]
no spanning-tree vlan vlan-id [{ forward-time | hello-time | max-age | priority | root }]

構文の説明 VLAN ID番号。指定できる範囲は 1～ 4094です。vlan id

（任意） STP転送遅延時間を設定します。有効な範囲は 4～ 30秒で
す。

forward-time seconds

（任意）ルートスイッチが設定メッセージを生成する間隔を秒単位で

指定します。有効な範囲は 1～ 10秒です。
hello-time seconds

（任意）ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）内の情報が有
効である最大期間（秒数）を設定します。有効値の範囲は 6～ 40秒で
す。

max-age seconds

（任意）STPブリッジプライオリティを設定します。有効値の範囲は
0～ 65535です。

priority priority

（任意）このスイッチを強制的にルートブリッジにします。root primary

（任意）プライマリルートに障害が発生した場合に、このスイッチが

ルートスイッチとして機能するように指定します。

root secondary

コマンドデフォルト デフォルトは、次のとおりです。

• forward-time：15秒

• hello-time：2秒

• max-age：20秒

• priority：IEEE STPがイネーブルの場合のデフォルトは 32768、STPがイネーブルの場合
のデフォルトは 128。

• root：STPルートなし

no spanning-tree vlan vlan_idコマンドを発行すると、次のパラメータがデフォルトにリセット
されます。

• priority：IEEE STPがイネーブルの場合のデフォルトは 32768、STPがイネーブルの場合
のデフォルトは 128。
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• hello-time：2秒

• forward-time：15秒

• max-age：20秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

変更内容リリース

このコマンドが導入

されました。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン

• no spanning-tree vlan vlan-idコマンドを使用して、VLAN上のスパニングツリーをディセー
ブルにする場合は、VLANのすべてのスイッチおよびブリッジのスパニングツリーがディ
セーブルになっていることを確認してください。VLAN内の一部のスイッチおよびブリッ
ジのスパニングツリーをディセーブルにし、同じ VLAN内の別のスイッチおよびブリッ
ジのスパニングツリーをイネーブルにしておくことはできません。なぜなら、スパニング

ツリーがイネーブルになっているスイッチおよびブリッジは、ネットワークの物理トポロ

ジについて不完全な情報しか持たないからです。

•物理的なループの存在しないトポロジーであっても、スパニングツリーをディセーブルに
することは推奨しません。スパニングツリーは誤設定やケーブル障害を防ぐ役割を果たし

ます。VLANに物理ループが存在しないことを確認せずに、VLANでスパニングツリー
をディセーブルにしないでください。

注意

max-age secondsパラメータが設定されているときに、ブリッジが指定インターバル内にルー
トブリッジからブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を受信しない場合は、ネット
ワークが変更されていると見なされ、スパニングツリートポロジーが再計算されます。

spanning-tree root primaryコマンドを入力すると、スイッチのブリッジプライオリティが8192
に変更されます。spanning-tree root primaryコマンドを入力したにもかかわらず、スイッチが
ルートスイッチにならなかった場合は、このスイッチのブリッジプライオリティが現在のブ

リッジのブリッジプライオリティよりも100だけ小さい値に変更されます。それでもスイッチ
がルートにならない場合は、エラーが発生します。

spanning-tree root secondaryコマンドを入力すると、スイッチのブリッジプライオリティが
16384に変更されます。ルートスイッチに障害が発生した場合は、このスイッチが次のルート
スイッチになります。

spanning-tree rootコマンドは、バックボーンスイッチでのみ使用してください。

spanning-tree etherchannel guard misconfigコマンドは、設定不備と誤接続の 2種類のエラーを
検出します。設定不備エラーは、ポートチャネルと個々のポート間のエラーです。誤接続エ

ラーは、複数のポートをチャネリングしているスイッチと、エラーを検出するのに十分なスパ
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ニングツリープロトコル（STP）のブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）を使用して
いないスイッチとの間のエラーです。このエラーでは、スイッチが非ルートスイッチである場

合にのみ、スイッチは EtherChannelをエラーディセーブルにします。

例 次に、VLAN 200でスパニングツリーをイネーブルにする例を示します。

Device(config)# spanning-tree vlan 200

次に、スイッチを VLAN 10のルートスイッチとして設定し、ネットワーク直径を 4
に設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree vlan 10 root primary diameter 4

次に、スイッチを VLAN 10のセカンダリルートスイッチとして設定し、ネットワー
ク直径を 4に設定する例を示します。

Device(config)# spanning-tree vlan 10 root secondary diameter 4

関連コマンド 説明コマンド

STP計算に使用するインターフェイスのパスコストを設定
します。

spanning-tree cost

チャネルの設定不備によるループが検出されると、エラー

メッセージを表示します。

spanning-tree etherchannel guard
misconfig

2つのブリッジがルートブリッジとなるために競合してい
る場合に、インターフェイスにプライオリティを設定しま

す。

spanning-tree port-priority

UplinkFast機能をイネーブルにします。spanning-tree uplinkfast

指定されたスパニングツリーインスタンスのスパニングツ

リー情報を表示します。

show spanning-tree
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switchport
レイヤ 3モードになっているインターフェイスをレイヤ 2設定用のレイヤ 2モードに配置する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで switchportコマンドを使用します。
インターフェイスをレイヤ 3モードに配置するには、このコマンドの no形式を使用します。

switchport
no switchport

コマンドデフォルト デフォルトでは、すべてのインターフェイスがレイヤ 2モードです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン インターフェイスをルーテッドインターフェイスの状態に設定して、レイヤ2の設定をすべて
削除するには、no switchportコマンド（パラメータの指定なし）を使用します。このコマンド
は、ルーテッドポートに IPアドレスを割り当てる前に使用する必要があります。

no switchportコマンドを入力するとポートがシャットダウンされて、その後再び有効になりま
す。その際に、ポートの接続先のデバイスでメッセージが生成されることがあります。

レイヤ 2モードからレイヤ 3モード（またはその逆）にインターフェイスを変更すると、影響
を受けたインターフェイスに関連する以前の設定情報が失われる可能性があり、インターフェ

イスがデフォルト設定に戻ります。

インターフェイスがレイヤ 3インターフェイスとして設定されている場合、最初に switchport
コマンドを入力して、そのインターフェイスをレイヤ 2ポートとして設定する必要がありま
す。その後、switchport access vlanコマンドおよび switchport modeコマンドを入力します。

（注）

switchportコマンドは、シスコルーテッドポートをサポートしないプラットフォームでは使
用できません。このようなプラットフォーム上のすべての物理ポートは、レイヤ2のスイッチ
ドインターフェイスとして想定されます。

インターフェイスのポートステータスを確認するには、show running-config 特権 EXECコマ
ンドを入力します。

例 次の例では、インターフェイスをレイヤ 2ポートとして運用することを中止し、シス
コのルーテッドポートにする方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
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Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# no switchport

次の例では、ポートのインターフェイスをシスコのルーテッドポートとして運用する

ことを中止し、レイヤ 2のスイッチドインターフェイスに変更する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport
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switchport access vlan
ポートをスタティックアクセスポートとして設定するには、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードで switchport access vlanコマンドを使用します。デバイスのアクセスモード
をデフォルトの VLANモードにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

switchport access vlan {vlan-id}
no switchport access vlan

構文の説明 アクセスモードVLANのVLAN ID。範囲は 1 ~ 4094。vlan-id

コマンドデフォルト デフォルトのアクセスVLANおよびトランクインターフェイスネイティブVLANは、プラッ
トフォームまたはインターフェイスハードウェアに対応したデフォルト VLANです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン switchport access vlanコマンドを有効にするには、事前にポートをアクセスモードにする必要
があります。

スイッチポートのモードが access vlan vlan-idに設定されている場合、ポートは指定された

VLANのメンバとして動作します。アクセスポートを割り当てることができるのは、1つの
VLANだけです。

no switchport accessコマンドを使用すると、アクセスモードVLANがデバイスに適したデフォ
ルト VLANにリセットされます。

例 次の例では、アクセスモードで動作するスイッチドポートインターフェイスが、デ

フォルト VLANではなく VLAN 2で動作するように変更します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport access vlan 2
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switchport dot1q ethertype
インターフェイスにプログラミングする EtherType値を指定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで switchport dot1q ethertypeコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

switchport dot1q ethertype value
no switchport dot1q ethertype value

構文の説明 802.1Qカプセル化の EtherType値。有効値は 0x600～ 0xFFFFです。value

コマンドデフォルト valueは 0x8100です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.1

使用上のガイドライン カスタム EtherTypeフィールド値をトランクポートおよびアクセスポートで設定できます。

各ポートがサポートする EtherTypeフィールド値は 1つだけです。カスタム EtherTypeフィー
ルド値で設定されたポートは、他の EtherTypeフィールド値を持つフレームをタグ付きフレー
ムとして認識しません。

no switchport dot1q ethertypeコマンドは、EtherTypeをデバイスのデフォルト値にリセットし
ます。

カスタム EtherTypeフィールド値で設定されたポートは、他の EtherTypeフィールド値を持つ
フレームをタグなしフレームとして認識します。カスタム EtherTypeフィールド値で設定され
たトランクポートは、他の EtherTypeフィールド値でタグ付けされたフレームをネイティブ
VLAN内に入れます。カスタム EtherTypeフィールド値で設定されたアクセスポートまたはト
ンネルポートは、他のEtherTypeフィールド値でタグ付けされたフレームをアクセスVLAN内
に入れます。

（注）

カスタム EtherTypeフィールド値は、EtherChannel内のポートでは設定できません。

カスタム EtherTypeフィールド値を使用して設定されたポートからは EtherChannelを形成でき
ません。

例 次に、インターフェイスでプログラミングされる EtherType値を設定する例を示しま
す。

Device> enable
Device# configure terminal
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Device(config)# switchport dot1q ethertype
Device(config-if)# switchport dot1q ethertype 1234
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switchport mode
ポートの VLANメンバーシップモードを設定するには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで switchport modeコマンドを使用します。モードをデバイスに適したデフォル
ト設定にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

switchport mode {access | dynamic | {auto | desirable} | trunk}
noswitchport mode {access | dynamic | {auto | desirable} | trunk}

構文の説明 ポートをアクセスモードに設定します（ switchport access vlan インターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドの設定に応じて、スタティックアクセ

スまたはダイナミックアクセスのいずれか）。ポートは無条件にアクセスす

るように設定され、非カプセル化（タグなし）フレームを送受信する単一の

非トランクVLANインターフェイスとして動作します。アクセスポートを割
り当てることができるのは、1つの VLANだけです。

access

ポートトランキングモードのダイナミックパラメータを autoに設定して、
インターフェイスがリンクをトランクリンクに変換するように指定します。

これがデフォルトのスイッチポートモードになります。

dynamic auto

ポートトランキングモードのダイナミックパラメータを desirableに設定し
て、インターフェイスがリンクをトランクリンクにアクティブに変換するよ

うに指定します。

dynamic
desirable

ポートを無条件にトランクに設定します。ポートはトランキング VLANレイ
ヤ 2インターフェイスです。ポートは、送信元の VLANを識別するカプセル
化（タグ付き）フレームを送受信します。トランクは、2つのスイッチ間、ま
たはスイッチとルータ間のポイントツーポイントリンクです。

trunk

コマンドデフォルト デフォルトモードは dynamic autoです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン accessまたは trunkキーワードによる設定が有効となるのは、switchport modeコマンドを使用
して適切なモードでポートを設定した場合のみです。スタティックアクセスおよびトランクの

設定は保存されますが、同時にアクティブにできるのはいずれかの設定だけです。

accessモードを開始すると、インターフェイスは永続的な非トランキングモードになり、隣接
インターフェイスがリンクから非トランクリンクへの変換に合意しない場合でも、この変換を

行うようにネゴシエートします。
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trunkモードを開始すると、インターフェイスは永続的なトランキングモードになり、接続先
のインターフェイスがリンクからトランクリンクへの変換に合意しない場合でも、この変換を

行うようにネゴシエートします。

dynamic autoモードを開始すると、隣接インターフェイスが trunkまたは desirableモードに
設定された場合に、インターフェイスはリンクをトランクリンクに変換します。

dynamic desirableモードを開始すると、隣接インターフェイスが trunk、desirable、または
autoモードに設定された場合に、インターフェイスはトランクインターフェイスになります。

トランキングを自動ネゴシエーションするには、インターフェイスが同じ VLANトランキン
グプロトコル（VTP）ドメインに存在する必要があります。トランクネゴシエーションは、
ポイントツーポイントプロトコルである Dynamic Trunking Protocol（DTP）によって管理され
ます。ただし、一部のインターネットワーキングデバイスによって DTPフレームが不正に転
送されて、矛盾した設定となる場合があります。この問題を避けるには、DTPをサポートしな
いデバイスに接続されたインターフェイスが DTPフレームを転送しないように設定し、DTP
をオフにします。

•これらのリンク上でトランキングを行わない場合は、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで switchport mode accessコマンドを使用して、トランキングをディセーブ
ルにします。

• DTPをサポートしていないデバイスへのトランキングをイネーブルにするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで switchport mode trunkおよび switchport
nonegotiateコマンドを使用して、インターフェイスがトランクになっても DTPフレーム
を生成しないように設定します。

アクセスポートとトランクポートは、互いに排他的な関係にあります。

IEEE 802.1X機能は、次の方法でスイッチポートモードに作用します。

•トランクポートで IEEE 802.1Xをイネーブルにしようとすると、エラーメッセージが表
示され、IEEE802.1Xはイネーブルになりません。IEEE802.1X対応ポートのモードをトラ
ンクに変更しようとしても、ポートモードは変更されません。

•ポート設定で IEEE 802.1Xを dynamic autoまたは dynamic desirableにイネーブルにしよ
うとすると、エラーメッセージが表示され、IEEE 802.1Xはイネーブルになりません。
IEEE 802.1X対応ポートのモードを dynamic autoまたは dynamic desirableに変更しようと
しても、ポートモードは変更されません。

•ダイナミックアクセス（VLAN Query Protocol（VQP））ポートで IEEE 802.1Xをイネー
ブルにしようとすると、エラーメッセージが表示され、IEEE 802.1Xはイネーブルになり
ません。IEEE 802.1X対応ポートを変更してダイナミック VLANを割り当てようとして
も、エラーメッセージが表示され、VLAN設定は変更されません。

設定を確認するには、特権 EXECモードで show interfaces interface-id switchport コマンドを
入力して、Administrative Mode行と Operational Mode行の情報を調べます。

例 次の例では、ポートをアクセスモードに設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
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Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport mode access

次の例では、ポートを dynamic desirableモードに設定する方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport mode dynamic desirable

次の例では、ポートをトランクモードに設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport mode trunk
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switchport nonegotiate
ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）ネゴシエーションパケットがレイヤ2インター
フェイス上で送信されないように指定するには、インターフェイスコンフィギュレーション

モードで switchport nonegotiateコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

switchport nonegotiate
no switchport nonegotiate

コマンドデフォルト デフォルトでは、トランキングステータスを学習するために、DTPネゴシエーションを使用
します。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン no switchport nonegotiateコマンドは nonegotiateステータスを解除します。

このコマンドが有効なのは、インターフェイススイッチポートモードがアクセスまたはトラ

ンク（switchport mode accessまたは switchport mode trunkインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドで設定）の場合だけです。dynamic（autoまたは desirable）モードでこの
コマンドを実行しようとすると、エラーが返されます。

DTPをサポートしないインターネットワーキングデバイスでは、DTPフレームが正しく転送
されず、設定に矛盾が生じることがあります。この問題を回避するには、switchportnonegotiate
コマンドを使用して DTPをオフにし、DTPをサポートしていないデバイスに接続されたイン
ターフェイスが DTPフレームを転送しないように設定します。

switchport nonegotiateコマンドを入力した場合、このインターフェイスでは DTPネゴシエー
ションパケットが送信されません。デバイスがトランキングを実行するかどうかは、modeパ
ラメータ（accessまたは trunk.）によって決まります。

•これらのリンク上でトランキングを行わない場合は、switchport mode accessインターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドを使用して、トランキングをディセーブルにしま

す。

• DTPをサポートしていないデバイス上のトランキングをイネーブルにするには、switchport
mode trunkおよび switchport nonegotiateインターフェイスコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して、インターフェイスがトランクになっても DTPフレームを生成しないよ
うに設定します。
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次の例では、ポートに対してトランキングモードのネゴシエートを制限し、（モード

の設定に応じて）トランクポートまたはアクセスポートとして動作させる方法を示し

ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Device(config-if)# switchport nonegotiate

設定を確認するには、特権 EXECモードで show interfaces interface-id switchportコマ
ンドを入力します。
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switchport trunk
インターフェイスがトランキングモードの場合、トランクの特性を設定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで switchport trunkコマンドを使用します。トランキ
ング特性をデフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

キーワード native vlan tagは、Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチ -ハイパフォーマンスでの
みサポートされています。

（注）

switchport trunk {allowed vlan vlan-list | native vlan {tag |vlan-id} | pruning vlan vlan-list
}
no switchport trunk {allowed vlan | native vlan[tag] | pruning vlan}

構文の説明 トランキングモードの場合に、このインターフェイス上でタグ付き

形式のトラフィックを送受信できる許可 VLANのリストを設定しま
す。vlan-listの選択については、「使用上のガイドライン」を参照し
てください。

allowed vlan vlan-list

インターフェイスが IEEE802.1Qトランキングモードの場合に、タグ
なしトラフィックを送受信するようにネイティブ VLANを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 4094です。

native vlan vlan-id

特定のトランクポートでネイティブ VLANタギングをイネーブルに
します。

native vlan tag

トランキングモードの場合に、VTPプルーニングに適格な VLANの
リストを設定します。vlan-listの選択については、「使用上のガイド
ライン」を参照してください。

pruning vlan vlan-list

コマンドデフォルト VLAN 1は、ポートのデフォルトのネイティブ VLAN IDです。

すべての VLANリストのデフォルトには、すべての VLANが含まれます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

このコマンドが変更されました。CiscoCatalyst9500ハイパフォー
マンスシリーズのスイッチ用に native vlan tagキーワードが追
加されました。

Cisco IOSXEGibraltar 16.11.1

使用上のガイドライン vlan-listの形式は、all | none | [add | remove | except] vlan-atom [,vlan-atom...]です。:

レイヤ 2/3コマンド
198

レイヤ 2/3コマンド
switchport trunk



• all 1～ 4094のすべての VLANを指定します。これはデフォルトです。このキーワード
は、リストのすべての VLANを同時に設定することを許可しないコマンド上では使用で
きません。

• none空のリストを指定します。特定の VLANを設定するか、または少なくとも 1つの
VLANを設定する必要があるコマンドでは、このキーワードを使用できません。

• addリストを置き換えるのではなく、現在設定されている VLANに VLANの定義済みリ
ストを追加します。有効な IDは1～1005です。場合によっては、拡張範囲VLAN（VLAN
IDが 1005より上）を使用できます。

許可 VLANリストに拡張範囲 VLANを追加できますが、プルー
ニング適格 VLANリストには追加できません。

（注）

カンマを使い、連続しない VLAN IDを区切ります。IDの範囲を指定するには、ハイフン
を使用します。

• removeリストを置き換えるのではなく、現在設定されている VLANから VLANの定義済
みリストを削除します。有効な IDは 1～ 1005です。場合によっては、拡張範囲 VLAN
IDを使用できます。

許可VLANリストから拡張範囲VLANを削除できますが、プルー
ニング適格リストからは削除できません。

（注）

• except定義済み VLANリスト以外の、計算する必要がある VLANを示します（指定され
ている VLAN以外の VLANが追加されます）。有効な IDの範囲は 1～ 1005です。カン
マを使い、連続しない VLAN IDを区切ります。IDの範囲を指定するには、ハイフンを使
用します。

• vlan-atomは、1～ 4094内の単一の VLAN番号、または 2つの VLAN番号で指定された連
続した範囲の VLANで、小さい方の値を先頭にハイフンで区切ります。

ネイティブ VLAN：

• IEEE 802.1Qトランクポートで受信されたすべてのタグなしトラフィックは、ポートに設
定されたネイティブ VLANによって転送されます。

•パケットのVLAN IDが送信側ポートのネイティブVLAN IDと同じであれば、そのパケッ
トはタグなしで送信されます。ネイティブ VLAN IDと異なる場合は、スイッチはそのパ
ケットをタグ付きで送信します。

• switchport trunk native vlan tagコマンドを実行するには、vlan dot1q tag nativeグローバル
コマンドをイネーブルにする必要があります。

• native vlanコマンドの no形式は、ネイティブモード VLANを、デバイスに適したデフォ
ルト VLANにリセットします。

レイヤ 2/3コマンド
199

レイヤ 2/3コマンド
switchport trunk



許可 VLAN：

•スパニングツリーループまたはストームのリスクを減らすには、許可リストから VLAN
1を削除して個々の VLANトランクポートの VLAN 1をディセーブルにできます。トラ
ンクポートから VLAN 1を削除した場合、インターフェイスは管理トラフィック（Cisco
Discovery Protocol（CDP）、ポート集約プロトコル（PAgP）、Link Aggregation Control
Protocol（LACP）、ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）、および VLAN 1の
VLANトランキングプロトコル（VTP））を送受信し続けます。

• allowed vlanコマンドのno形式は、リストをデフォルトリスト（すべてのVLANを許可）
にリセットします。

トランクプルーニング：

•プルーニング適格リストは、トランクポートだけに適用されます。

•トランクポートごとに独自の適格リストがあります。

• VLANをプルーニングしない場合は、プルーニング適格リストからVLANを削除します。
プルーニング不適格の VLANは、フラッディングトラフィックを受信します。

• VLAN 1、VLAN 1002～ 1005、および拡張範囲 VLAN（VLAN 1006～ 4094）は、プルー
ニングできません。

次の例では、トランクポートでネイティブVLANタギングをイネーブルにする方法を
示します。

Device> enable
Device(config)# interface HundredGigE 1/0/45
Device(config-if)# switchport trunk native vlan tag

次の例では、すべてのタグなしトラフィックを送信するポートのデフォルトとして、

VLAN 3を設定する方法を示します。
Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk native vlan 3

次の例では、許可リストに VLAN 1、2、5、および 6を追加する方法を示します。
Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk allowed vlan add 1,2,5,6

次の例では、プルーニング適格リストから VLAN 3および 10～ 15を削除する方法を
示します。

Device> enable
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# switchport trunk pruning vlan remove 3,10-15

設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport特権 EXECコマンドを入
力します。
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switchport voice vlan
ポートに音声 VLANを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
switchport voice vlanコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

switchport voice vlan {vlan-id | dot1p | none | untagged | name vlan_name}
no switchport voice vlan

構文の説明 音声トラフィックに使用するVLAN。指定できる範囲は 1～ 4094です。デ
フォルトでは、Cisco IP Phoneは IEEE 802.1Qプライオリティ 5を使用して
音声トラフィックを転送します。

vlan-id

IEEE 802.1pプライオリティタギングおよびVLAN 0（ネイティブVLAN）
を使用するように電話機を設定します。デフォルトでは、Cisco IP Phoneは
IEEE 802.1pプライオリティ 5を使用して音声トラフィックを転送します。

dot1p

音声VLANに関して IP Phoneに指示しません。IP Phoneのキーパッドから
入力された設定を使用します。

none

タグなしの音声トラフィックを送信するように IP Phoneを設定します。こ
れが IP Phoneのデフォルト設定になります。

untagged

（任意）音声トラフィックに使用する VLAN名を指定します。最大 128文
字を入力できます。

name vlan_name

コマンドデフォルト デフォルトでは、IP Phoneを自動設定しません（none）。

デフォルトでは、IP Phoneはフレームにタグを付けません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン レイヤ 2アクセスポート上で音声 VLANを設定する必要があります。

デバイスの Cisco IP電話に接続しているスイッチポート上の Cisco Discovery Protocol（CDP）
をイネーブルにし、CiscoIP電話に設定情報を送信する必要があります。デフォルトでは、CDP
はインターフェイス上でグローバルにイネーブルです。

VLAN IDを入力すると、IP Phoneは IEEE 802.1Qフレームの音声トラフィックを指定された
VLAN IDタグ付きで転送します。デバイスは IEEE 802.1Q音声トラフィックを音声 VLANに
入れます。
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dot1p、none、またはuntaggedを選択した場合、デバイスは指定の音声トラフィックをアクセ
ス VLANに入れます。

すべての設定で、音声トラフィックはレイヤ 2の IP precedence値を運びます。音声トラフィッ
クのデフォルトは 5です。

音声 VLANが設定されたインターフェイス上でポートセキュリティをイネーブルにする場合
は、ポートの最大セキュアアドレス許容数を 2に設定します。ポートを Cisco IP Phoneに接続
する場合は、IPPhoneにMACアドレスが1つ必要です。Cisco IPPhoneのアドレスは音声VLAN
上で学習されますが、アクセス VLAN上では学習されません。1台の PCを Cisco IP Phoneに
接続する場合、MACアドレスの追加は必要ありません。2台以上の PCを Cisco IP Phoneに接
続する場合、各 PCに 1つ、さらに Cisco IP Phoneに 1つ割り当てるよう十分なセキュアアド
レスを設定する必要があります。

アクセス VLANで任意のポートセキュリティタイプがイネーブルにされた場合、音声 VLAN
でダイナミックポートセキュリティは自動的にイネーブルになります。

音声 VLANには、スタティックセキュアMACアドレスを設定できません。

音声VLANを設定すると、PortFast機能が自動的にイネーブルになります。音声VLANをディ
セーブルにしても、PortFast機能は自動的にディセーブルになりません。

次の例では、最初にVLANIDとVLAN名を対応させて、その情報をVLANデータベー
スに格納し、その後、アクセスモードにあるインターフェイス上のVLANを設定しま
す（名前を使用）。設定を確認するには、特権 EXECコマンドで show interfaces
interface-id switchportを入力して、Voice VLAN:行の情報を調べます。

パート 1 - VLANデータベースに入力する
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vlan 55
Device(config-vlan)# name test
Device(config-vlan)# end

パート 2 - VLANデータベースを確認する
Device> enable
Device# show vlan id 55
VLAN Name Status Ports
---- -------------------------------- --------- -------------------------------
55 test active
VLAN Type SAID MTU Parent RingNo BridgeNo Stp BrdgMode Trans1 Trans2
---- ----- ------ ---- ----- ------ -------- --- -------- ------ ------
55 enet 100055 1500 - - - - - 0 0
Remote SPAN VLAN
----------------
Disabled
Primary Secondary Type Ports
------- --------- ----------------- ------------------------------------------

パート 3 - VLAN名を使用して VLANをインターフェイスに割り当てる
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet3/1/1
Device(config-if)# switchport mode access
Device(config-if)# switchport voice vlan name test
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Device(config-if)# end
Device#

パート 4 -設定を確認する
Device> enable
Device# show running-config
interface gigabitethernet3/1/1
Building configuration...
Current configuration : 113 bytes
!
interface GigabitEthernet3/1/1
switchport voice vlan 55
switchport mode access
Switch#

パート 5 -インターフェイススイッチポートでも確認できる
Device> enable
Device# show interface GigabitEthernet3/1/1 switchport
Name: Gi3/1/1
Switchport: Enabled
Administrative Mode: static access
Operational Mode: static access
Administrative Trunking Encapsulation: dot1q
Operational Trunking Encapsulation: native
Negotiation of Trunking: Off
Access Mode VLAN: 1 (default)
Trunking Native Mode VLAN: 1 (default)
Administrative Native VLAN tagging: enabled
Voice VLAN: 55 (test)
Administrative private-vlan host-association: none
Administrative private-vlan mapping: none
Administrative private-vlan trunk native VLAN: none
Administrative private-vlan trunk Native VLAN tagging: enabled
Administrative private-vlan trunk encapsulation: dot1q
Administrative private-vlan trunk normal VLANs: none
Administrative private-vlan trunk associations: none
Administrative private-vlan trunk mappings: none
Operational private-vlan: none
Trunking VLANs Enabled: ALL
Pruning VLANs Enabled: 2-1001
Capture Mode Disabled
Capture VLANs Allowed: ALL
Unknown unicast blocked: disabled
Unknown multicast blocked: disabled
Appliance trust: none
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transport unicast ipv4 local loopback
ループバックインターフェイスからユニキャスト IPv4接続を設定するには、プロパティコン
フィギュレーションモードで transport unicast ipv4 local loopbackコマンドを使用します。

transport unicast ipv4 local loopback value

構文の説明 ループバックインターフェイス番号。サポー

トされるセッションの最大数は 127です。
value

コマンドデフォルト なし

コマンドモード プロパティコンフィギュレーション（config-property）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Bengaluru 17.5.1

使用上のガイドライン ループバックインターフェイスからユニキャスト IPv4接続を設定する前に、ptp propertyコ
マンドを使用して PTPプロパティ名を設定します。

例 次に、ループバックインターフェイスからユニキャスト IPv4接続を設定する例を示し
ます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ptp property cisco1
Device(config-property)# transport unicast ipv4 local loopback 0
Device(config-property-transport)# peer ip 192.0.2.1
Device(config-property-transport)# end

関連コマンド 説明コマンド

ピア PTP対応デバイスに接続します。peer

IEEE 802.1ASプロファイルを PTPプロパティ名に拡張
します。

ptp dot1as extend property

PTPプロパティ名を設定します。ptp property

（任意）送信元 IPインターフェイスを設定します。source ip interface

指定したループバックインターフェイスの PTP接続の
詳細とイベントを表示します。

show platform software fed active ptp
interface loopback
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説明コマンド

ループバックインターフェイスの PTP設定を表示しま
す。

show ptp port loopback

PTPプロファイルとそのプロパティを表示します。show ptp transport properties
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udld
単方向リンク検出（UDLD）で、アグレッシブモードまたは通常モードをイネーブルにし、設
定可能なメッセージタイマーの時間を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで udldコマンドを使用します。すべての光ファイバポート上でアグレッシブモード UDLD
または通常モード UDLDをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

udld {aggressive | enable | fast-hello error-reporting | message time message-timer-interval
| recovery interval recovery-timer-interval}
no udld {aggressive | enable | message}

構文の説明 すべての光ファイバインターフェイスにおいて、アグレッシブ

モードで UDLDをイネーブルにします。
aggressive

すべての光ファイバインターフェイスにおいて、通常モードで

UDLDをイネーブルにします。
enable

影響を受けるFastUDLDポートを errdisableにするのではなく、
コンソールでリンク障害を報告します。

fast-hello error-reporting

アドバタイズメントフェーズにあり、双方向と判別されたポー

トにおけるUDLDプローブメッセージ間の時間間隔を設定しま
す。指定できる範囲は1～90秒です。デフォルトは15秒です。

message time
message-timer-interval

errdisable回復タイマーの値を設定します。recovery interval
recovery-timer-interval

コマンドデフォルト すべてのインターフェイスで UDLDはディセーブルです。

メッセージタイマーは 15秒に設定されます。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

fast-hello error-reportingキー
ワードがこのコマンドに追加

されました。

recovery interval
recovery-timer-intervalキーワー
ドが導入されました。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.1
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使用上のガイドライン UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。ノーマルモードでは、UDLDは、光ファイバ接続において誤って接続されたインターフェ
イスによる単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードでは、UDLDはまた、光ファ
イバおよびツイストペアリンクの単一方向トラフィックによる単一方向リンク、および光ファ

イバリンクにおいて誤って接続されたインターフェイスによる単一方向リンクを検出します。

通常モードおよびアグレッシブモードについては、Software Configuration Guide (Catalyst 9500
Switches)を参照してください。

プローブパケット間のメッセージ時間を変更する場合、検出速度と CPU負荷との折り合いを
つけることになります。時間を減少させると、検出応答を高速にすることができますが、CPU
の負荷も高くなります。

このコマンドが作用するのは、光ファイバインターフェイスだけです。他のインターフェイス

タイプで UDLDをイネーブルにする場合は、udldインターフェイスコンフィギュレーション
コマンドを使用します。

次のコマンドを使用して、UDLDによってシャットダウンされたインターフェイスをリセット
できます。

• udld reset特権 EXECコマンド：UDLDによってシャットダウンされたすべてのインター
フェイスをリセットします。

• shutdownおよび no shutdownインターフェイスコンフィギュレーションモードコマン
ド。

• no udld enableグローバルコンフィギュレーションコマンドの後にudld {aggressive | enable}
グローバルコンフィギュレーションコマンドを入力：グローバルに UDLDを再度イネー
ブルにします。

• no udld portインターフェイスコンフィギュレーションコマンドの後に udld portまたは
udld port aggressiveインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを入力：指定し
たインターフェイスで UDLDを再度イネーブルにします。

• errdisable recovery cause udldおよび errdisable recovery interval intervalグローバルコン

フィギュレーションコマンド：自動的に UDLD error-disabledステートから回復します。

次の例では、すべての光ファイバインターフェイスでUDLDをイネーブルにする方法
を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# udld enable

設定を確認するには、特権 EXECモードで show udldコマンドを入力します。
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udld fast-hello
単方向リンク検出（UDLD）が設定されている個々のインターフェイスで Fast UDLDをイネー
ブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで udld fast-helloコマンド
を使用します。

udld fast-hello message-timer-interval

構文の説明 安定した状態でのメッセージの送信間隔（ミリ秒）を設定します。範

囲は 200～ 1000ミリ秒です。
message-timer-interval

コマンドデフォルト Fast UDLDは、デフォルトではディセーブルに設定されています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン UDLD対応ポートが別のデバイスの UDLD非対応ポートに接続されている場合、このポート
は単方向リンクを検出できません。

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。ノーマルモードでは、UDLDは、光ファイバ接続において誤って接続されたインターフェ
イスによる単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードでは、UDLDはまた、光ファ
イバおよびツイストペアリンクの単一方向トラフィックによる単一方向リンク、および光ファ

イバリンクにおいて誤って接続されたインターフェイスによる単一方向リンクを検出します。

Fast UDLDを使用すると、数百ミリ秒から 1秒のスパンの単方向リンクの検出が可能になりま
す。FastUDLDは、UDLDプロセスを中断せずにその上位層で動作します。ポートをFastUDLD
モードで設定するには、先に UDLDモードで設定しておく必要があります。

ポートで Fast UDLDモードをイネーブルにするには、udld fast-hellomeesage-timer-intervalイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

例 次の例では、ポート上で Fast UDLDをイネーブルにする方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet6/0/1
Device(config-if)# udld fast-hello 200

設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configまたは show udld
fast-hello interfaceコマンドを入力します。
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udld port
個々のインターフェイスで単方向リンク検出（UDLD）をイネーブルにするか、または光ファ
イバインターフェイスがグローバルコンフィギュレーションモードの udldコマンドによって
イネーブルになるのを防ぐには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで udld
portコマンドを使用します。

udld port [aggressive | disable]
no udld port [aggressive]

構文の説明 （任意）指定されたインターフェイスにおいて、アグレッシブモードで UDLD
をイネーブルにします。

aggressive

（任意）指定されたインターフェイスにおいて、グローバルな UDLD設定に関
係なく UDLDをディセーブルにします。

disable

コマンドデフォルト 光ファイバインターフェイスでは、UDLDはディセーブルになっていますが、光ファイバイン
ターフェイスは、グローバルコンフィギュレーションモードのudldenableまたはudldaggressive
コマンドのステートに応じて UDLDをイネーブルにします。

非光ファイバインターフェイスでは、UDLDはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

disableキーワードが導入され
ました。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.1

使用上のガイドライン UDLD対応ポートが別のデバイスの UDLD非対応ポートに接続されている場合、このポート
は単方向リンクを検出できません。

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブで
す。ノーマルモードでは、UDLDは、光ファイバ接続において誤って接続されたインターフェ
イスによる単一方向リンクを検出します。アグレッシブモードでは、UDLDはまた、光ファ
イバおよびツイストペアリンクの単一方向トラフィックによる単一方向リンク、および光ファ

イバリンクにおいて誤って接続されたインターフェイスによる単一方向リンクを検出します。

UDLDを通常モードでイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドでudldportコマンドを使用します。UDLDをアグレッシブモードでイネーブルにするには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで udld port aggressiveコマンドを使用しま
す。
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UDLDの制御をグローバルコンフィギュレーションモードの udld enableコマンドに戻した
り、UDLDを非光ファイバポートでディセーブルにしたりする場合は、光ファイバポートで
udld port disableコマンドを使用します。

グローバルコンフィギュレーションモードの udld enableまたは udld aggressiveコマンドの設
定を上書きする場合は、光ファイバポートでudld port aggressiveコマンドを使用します。この
設定を削除して UDLDイネーブル化の制御をグローバルコンフィギュレーションモードの
udldコマンドに戻したり、UDLDを非光ファイバポートでディセーブルにしたりする場合は、
光ファイバポートで udld port disableコマンドを使用します。

次のコマンドを使用して、UDLDによってシャットダウンされたインターフェイスをリセット
できます。

•特権 EXECモードの udld resetコマンド：UDLDによってシャットダウンされたすべての
インターフェイスをリセットします。

•インターフェイスコンフィギュレーションモードの shutdownおよび no shutdownコマン
ド。

•グローバルコンフィギュレーションモードの no udld enableコマンドの後にグローバル
コンフィギュレーションモードで udld {aggressive | enable}コマンドを入力：グローバル
に UDLDを再度イネーブルにします。

•インターフェイスコンフィギュレーションモードの udld port disableコマンドの後にイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで udld portまたは udld port aggressiveコ
マンドを入力：指定したインターフェイスで UDLDを再度イネーブルにします。

•グローバルコンフィギュレーションモードの errdisable recovery cause udldおよび errdisable
recovery interval intervalコマンド：自動的に UDLD error-disabledステートから回復しま
す。

次の例では、ポート上で UDLDをイネーブルにする方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet6/0/1
Device(config-if)# udld port

次の例では、udldグローバルコンフィギュレーションコマンドの設定に関係なく、
光ファイバインターフェイス上で UDLDをディセーブルにする方法を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet6/0/1
Device(config-if)# udld port disable

設定を確認するには、特権 EXECモードで show running-configまたは show udld
interfaceコマンドを入力します。
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udld reset
単方向リンク検出（UDLD）によりディセーブルにされたインターフェイスをすべてリセット
し、インターフェイスのトラフィックを再開させるには、特権 EXECモードで udld resetコマ
ンドを使用します（イネーブルの場合には、スパニングツリー、ポート集約プロトコル

（PAgP）、ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）などの他の機能を介することで有
効になります）。

udld reset

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン インターフェイスの設定で、UDLDがまだイネーブルである場合、これらのポートは再びUDLD
の稼働を開始し、問題が修正されていない場合には同じ理由でディセーブルになります。

次の例では、UDLDによってディセーブルにされたすべてのインターフェイスをリセッ
トする方法を示します。

Device> enable
Device# udld reset
1 ports shutdown by UDLD were reset.
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vlan dot1q tag native
すべての IEEE 802.1QトランクポートでネイティブVLANフレームのタギングをイネーブルに
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで vlan dot1q tag nativeコマンドを使用
します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vlan dot1q tag native
no vlan dot1q tag native

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト IEEE 802.1Qネイティブ VLANタギングはディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEGibraltar 16.12.1

使用上のガイドライン イネーブルの場合は、すべての IEEE802.1Qトランクポートから出るネイティブVLANパケッ
トがタグ付けされます。

ディセーブルの場合は、すべての IEEE 802.1Qトランクポートから出るネイティブ VLANパ
ケットがタグ付けされません。

このコマンドを IEEE 802.1Qトンネリング機能とともに使用できます。この機能は、サービス
プロバイダネットワークのエッジデバイスで動作し、VLAN内 VLAN階層構造を使用し、タ
グ付きパケットをタグ付けして VLANスペースを拡張します。サービスプロバイダーネット
ワークへのパケット送信に IEEE802.1Qトランクポートを使用する必要があります。ただし、
サービスプロバイダーネットワークのコアを通過するパケットも IEEE 802.1Qトランクで伝
送される可能性があります。IEEE 802.1QトランクのネイティブVLANが同一デバイス上のト
ンネリングポートのネイティブ VLANと一致する場合は、ネイティブ VLAN上のトラフィッ
クは送信トランクポートでタグ付けされません。このコマンドは、すべての IEEE 802.1Qトラ
ンクポート上のネイティブ VLANパケットが確実にタグ付けされるようにします。

IEEE 802.1Qトンネリングに関する詳細については、このリリースに対応するソフトウェアコ
ンフィギュレーションガイドを参照してください。

次の例では、ネイティブ VLANフレームの IEEE 802.1Qタギングをイネーブルにする
方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vlan dot1q tag native
Device(config)# end

設定を確認するには、show vlan dot1q tag native特権 EXECコマンドを入力します。
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vtp mode
VLANトランキングプロトコル（VTP）デバイスモードを設定するには、vtpmodeコマンドを
使用します。デフォルトサーバモードに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

vtp mode {client | off |transparent}
no vtp mode

構文の説明 デバイスをクライアントとして指定します。client

デバイスモードをオフとして指定します。off

デバイスをサーバとして指定します。server

デバイスモードをトランスペアレントとして指定します。transparent

コマンドデフォルト サーバ

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.8.1a

コマンドモード グローバルコンフィギュレーションモード

使用上のガイドライン VLANトランキングプロトコル（VTP）は、VTPドメイン内の複数のデバイスに VLANコン
フィギュレーション情報を配信するために使用されるシスコ独自のレイヤ2メッセージングプ
ロトコルです。VTPを使用しない場合は、ネットワーク内の各デバイスに VLANを設定する
必要があります。VTPを使用する場合は、VTPサーバで VLANを設定した後、VTPドメイン
内の他の VTPデバイスにコンフィギュレーションを配布します。

VTPトランスペアレントモードでは、VLAN（追加、削除、変更）およびプライベートVLAN
を設定できます。VTPトランスペアレントスイッチは、VTPに参加しません。VTPトランス
ペアレントスイッチは自身の VLAN設定をアドバタイズせず、受信したアドバタイズに基づ
いて自身のVLAN設定を同期させることもありません。VTPコンフィギュレーションリビジョ
ン番号は常にゼロ（0）に設定されます。トランスペアレントスイッチは VTPバージョン 2の
自身のトランクポートから受信した VTPアドバタイズメントを転送します。

VTPデバイスモードは次のいずれかです。

•サーバ：VLANの作成、変更、削除ができます。また、VTPドメイン全体に対して、VTP
バージョンなどの他のコンフィギュレーションパラメータを指定できます。VTPサーバ
は、同一VTPドメイン内の他のスイッチに、自分のVLAN設定をアドバタイズメントし、
また、トランクリンクを介して受信したアドバタイズメントに基づいて、自分の VLAN
設定を他のスイッチと同期させます。VTPサーバがデフォルトのモードです。
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VLAN 1～ 1005を設定できます。VLAN 1002～ 1005はVTPバー
ジョン 2のトークンリング用に予約されています。

（注）

•クライアント：VTPクライアントは、VTPサーバと同様に動作しますが、VTPクライア
ント上で VLANの作成、変更、または削除を行うことはできません。

•トランスペアレント：VLAN（追加、削除、または変更）とプライベートVLANを設定で
きます。VTPトランスペアレントスイッチは、VTPに参加しません。VTPトランスペア
レントスイッチは自身の VLAN設定をアドバタイズせず、受信したアドバタイズに基づ
いて自身のVLAN設定を同期させることもありません。このため、VTPコンフィギュレー
ションリビジョン番号は常にゼロ（0）に設定されます。トランスペアレントスイッチは
VTPバージョン 2の自身のトランクポートから受信した VTPアドバタイズメントを転送
します。

•オフ：上記の 3種類のモードで、スイッチが管理ドメインステートを開始するとただち
に、VTPアドバタイズメントを送受信します。VTPオフモードでは、VTPトランスペア
レントモードとスイッチの動作は同じですが、VTPアドバタイズの転送は行われません。
この VTPデバイスを使用して VLANをモニタできます。

no vtp modeコマンドを使用して VTPデバイスを削除すると、デ
バイスは VTPサーバとして設定されます。VTPデバイスを削除
するには vtp mode offコマンドを使用します。

（注）

例

次に、トランスペアレントモードでVTPデバイスを設定し、VLAN 2、3、4を追加す
る例を示します。

Device> enable
Device(config)#vtp mode transparent
Device(config)# vlan 2-4

例

次に、VTPデバイスとして設定したデバイスを削除する例を示します。
Device> enable
Device(config)# vtp mode off

例

次に、VTPサーバとしてVTPデバイスを設定してVLAN 2と 3を追加する例を示しま
す。
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Device> enable
Device# vtp mode server
Device(config)# vlan 2,3

例

次に、クライアントとして VTPデバイスを設定する例を示します。
Device> enable
Device# vtp mode client
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


